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大
禹
大
禹
のの
治
水

大
禹
の

う



禹う

は
、
中
国
・
古
代
夏
王
朝

か
お
う
ち
�
う

の
初
代
王
。

夏
王
朝
の
始
ま
り
は
紀
元
前
２
０
７
０
年
ご
ろ
、

実
に
４
０
０
０
年
前
の
話
で
、
伝
説
の
王
朝
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
考
古
学
的
な
発
掘
に
よ
り
、

中
国
政
府
は
そ
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
中
国
に
は
、
堯

ぎ
�
う

・
舜

し
�
ん

・
禹
と
い
う
伝
説
上
の
聖
人
が
い
ま
し
た
。

こ
の
３
人
は
部
族
連
合
の
首
長
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、

禅
譲

ぜ
ん
じ
�
う（

血
縁
者
で
な
い
有
徳
の
人
物
に
地
位
を
譲
る
こ
と
）
と
い
う
形
で
帝
位
を
継
承
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
禹
の
息
子
で
あ
る
啓
が
帝
位
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

夏
王
朝
は
、
中
国
史
上
最
初
の
世
襲
王
朝
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禹
は
、
治
水
事
業
に
失
敗
し
た
父
鯀こ

ん

の
跡
を
継
ぎ
、

舜
に
推
挙
さ
れ
る
形
で
、
黄
河
の
治
水
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
治
水
神
と
し
て
も
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
禹
に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の
伝
承
か
ら
、

謙
虚
で
勤
勉
な
人
柄
と
い
わ
れ
、
聖
人
と
し
て
も
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。

春
秋
時
代
の
中
国
の
思
想
家
で
儒
家
の
始
祖
で
あ
る
孔
子
も
、

「
夏
の
禹
王
に
は
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
」
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
「
黄
河
を
治
む
る
者
は
天
下
を
治
む
」
と
言
わ
れ
、

為
政
者
の
条
件
と
し
て
黄
河
の
治
水
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
禹
は
、
治
水
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず

名
君
と
し
て
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
思
想
史
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
禹
の
碑
が
、

な
ん
と
、
日
本
に
も
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

禹
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
、

過
酷
だ
っ
た
水
を
治
め
る
艱
難

か
ん
な
ん

。

禹
を
引
き
合
い
に
出
せ
る
だ
け
の
知
識
と
教
養
。

禹
に
な
ぞ
ら
え
た
治
水
顕
彰
碑
や
祈
り
に
は
、

豊
穣
と
恵
み
の
裏
側
に
あ
る
、
水
と
の
闘
い
の
歴
史
が
垣
間
見
え
ま
す
。



水
の
文
化
40
号

２
０
１
２
年
２
月

特
集
「
大
禹
の
治
水
」

禹
王
の
足
跡
を
巡
る
旅
　
大
脇
良
夫
　
　
4

水
の
文
化
楽
習
実
践
取
材

足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ

富
士
山
と
酒
匂
川
　
編
集
部

8

コ
ラ
ム

禹
王
を
祀
る
原
動
力
　
岡
田
真
美
子
　
10

コ
ラ
ム

生
き
て
い
る
川
酒
匂
川
　
島
谷
幸
宏
　
　
12

田
中
丘
隅
を
認
め
た
時
代
　
深
谷
克
己
　
　
16

禹
の
廟
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
の
か

時
間
・
空
間
で
読
み
解
く
鴨
川

植
村
善
博
　
　
20

シ
リ
ー
ズ
里
川

片
品
村
五
千
人
の
心
意
気
　
千
明
金
造
　
　
26

高
松
・
栗
林
公
園
と
西
嶋
八
兵
衛

大
禹
謨
発
見
の
ド
ラ
マ

古
川
京
司
　
　
30

水
の
文
化
書
誌

黄
河
は
流
れ
る

古
賀
邦
雄
　
　
36

禹
の
治
水
と
中
国
史
の
流
れ
　
蜂
屋
邦
夫
　
　
38

文
化
を
つ
く
る

禹
の
治
水
に
学
ぶ

編
集
部

49

里
川
文
化
塾
報
告
　

50

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

51

渤海

黄海

黄土高原

黄河

長江

ngkingPekinP
北京北京北

鄭州

上海

洛陽

Shanghai

紹興

杭州

Shaoxing

Xi'an

西安
（長安）

Hangzhou

ZhengzhouLuoyang

世界の屋根といわれるチベットの標高4300m付近から湧き出た水を源流とし、渤海へ注ぐ全長約5464kmの黄河。
中国では揚子江に次いで2番目に長く、世界では7番目の長さである。中国で「河」と書いたときは黄河を指す。黄
河の下流域は中原と呼ばれ、黄河文明発祥の地であり、過去に歴代王朝の都が置かれてきた。禹の興した夏王朝も、
まさにここにある。黄河は上・中流で黄土高原を通り、多くの支流が流入するため大量の黄土を流送。年間16億t
といわれる土砂の堆積により、下流部は天井川となるため古来より氾濫を繰り返し、大きく流路を変えてきた。水
色の線は、その痕跡であり、それらの旧流路は黄河故道と呼ばれている。また、日中戦争中の1938年（昭和13）に
は日本軍の侵攻を阻止しようとした中国国民党によって花園口（鄭州市北の郊外18km）、の堤防が爆破され、流路
が変わった。河口が現在の位置になったのは、1947年（昭和22）堤防の修復完了後のことである。

右ページ：治水事業を象徴した禹のレリーフ。
中国・紹興の会稽山にある大禹陵内博物館所蔵。
禹は紹興で亡くなり会稽山に葬られたとされる。
大禹陵には秦の始皇帝も祀ったといわれ、現在
は重点保護文化財になっている。禹は王である
にもかかわらず、鋤（すき）を持ち、泥の中を
這い回って働き、脛（すね）の毛がなくなって
ツルツルになった、といわれている。



〈
西
の
文
命
〉

京
都
加
茂
川
に
触
発

地
元
酒
匂

さ
か
わ

川
の
治
水
神
と
し
て
、
中

国
の
古
代
王
朝
で
あ
る
夏
王
朝
の
初
代

皇
帝
で
あ
る
禹
王
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

禹
は
大
禹
、
夏
禹
、
戎
禹
と
も
い
い
、

夏
王
朝
成
立
後
は
夏
后
と
名
乗
っ
た
と

い
い
ま
す
。
名
は
文
命

ぶ
ん
め
い

、
姓
は
　
。
足

柄
上
郡
開
成
町
に
は
文
命
中
学
校
と
い

う
公
立
学
校
ま
で
あ
る
の
で
す
。

南
足
柄
市
大
口
の
福
沢
神
社
内
に
文

命
東
堤
碑
と
文
命
宮
、
足
柄
上
郡
山
北

町
岸
の
岩
流
瀬
土
手
脇
に
文
命
西
堤
碑

と
文
命
宮
を
つ
く
っ
た
の
は
、
東
海
道

川
崎
宿
本
陣
名
主
を
務
め
た
民
政
家
の

田
中
丘
隅

き
�
う
ぐ

で
す
。

禹王の足跡を巡る旅
歴史好きの大脇良夫少年は、島根の高校時代に素晴らしい恩師との出会いがきっかけで

生涯の宝物・禹王と巡り会いました。禹王碑建立には、

必要条件として「治水の要衝」、

十分条件として「治水家としての禹王を知る思想家・土木家がいた」、

維持条件として「バックアップする組織の存在」が必要と主張しています。

日本の禹王碑の背後に見え隠れする、

中国、台湾、朝鮮半島と日本各地の文化交流の実相。

大脇さんの〈禹王探求〉はまだまだ続きます。

大脇 良夫
おおわき  よしお

全国禹王の碑探求家

足柄の歴史再発見クラブ顧問

1941年生まれ。慶応大学経済学部卒業後、富士フイ

ルム（株）入社、本社人事部長などを歴任。2003年

フリーになって郷土史研究に専心、2006年〈足柄の

歴史再発見クラブ〉を立ち上げ、初代会長を務める。

（株）心理技術センター客員研究員、神奈川県日中友

好協会会員。
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有
志
が
酒
匂
川
の
川
原
で
適
当
な
石
を

選
び
出
し
、
中
央
の
祠
と
組
み
合
わ
せ

て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
は
、

神
奈
川
県
西
部
を
流
れ
る
酒
匂
川
の
ほ

と
り
に
居
住
す
る
、
ご
く
普
通
の
市
民

の
集
ま
り
で
す
。
足
柄
の
郷
土
史
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
が

も
と
に
な
っ
て
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）

１
月
に
誕
生
し
、
最
初
に
小
学
生
、
中

学
生
向
け
の
副
読
本
と
し
て
『
富
士
山

と
酒
匂
川
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

副
読
本
づ
く
り
で
田
中
丘
隅
の
事
績

研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

西
の
文
命
と
申
す
は
、
京
都
加
茂
川

の
堤
に
あ
り

東
の
文
命
と
申
す
は
、
相
州
酒
匂
川

の
堤
に
あ
り

と
い
う
記
述
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
１
８
２
９
年
（
文
政
12
）
に
行
な
わ
れ

た
酒
匂
川
の
公
儀
御
普
請
の
際
に
、
御

勘
定
役
の
関
七
郎
兵
衛
が
村
役
人
に
対

し
て
「
畏
れ
多
く
も
、
酒
匂
川
文
命
宮

の
石
碑
に
つ
い
て
、
者
ど
も
に
言
い
聞

か
す
」
と
い
う
口
上
で
説
明
し
た
く
だ

り
の
原
文
で
す
（
南
足
柄
市
史
別
編
８
史
料
89

よ
り
引
用
）。

加
茂
川
の
表
記
は
多
々
あ
っ
て
、

『
日
本
紀
略

に
ほ
ん
き
り
�
く

』（
８
１
４
年
の
項
）
で
は
鴨
川
、

『
山
城
国
風
土
記
稿
』
で
は
賀
茂
川
と

記
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
現
在
は
高

野
川
と
の
合
流
点
（
下
鴨
神
社
辺
り
）
ま
で

を
賀
茂
川
、
そ
れ
以
南
を
鴨
川
と
呼
ぶ

の
が
通
例
の
よ
う
で
す
。

禹王の足跡を巡る旅
歴史好きの大脇良夫少年は、島根の高校時代に素晴らしい恩師との出会いがきっかけで

生涯の宝物・禹王と巡り会いました。禹王碑建立には、

必要条件として「治水の要衝」、

十分条件として「治水家としての禹王を知る思想家・土木家がいた」、

維持条件として「バックアップする組織の存在」が必要と主張しています。

日本の禹王碑の背後に見え隠れする、

中国、台湾、朝鮮半島と日本各地の文化交流の実相。

大脇さんの〈禹王探求〉はまだまだ続きます。

田
中
丘
隅
（
１
６
６
２
〜
１
７
３
０
年
）

寛
文
２
年
、
武
蔵
国
多
摩
郡
平
沢
村
（
現
在
の
あ

き
る
野
市
平
沢
）
の
名
主
窪
島
（
久
保
島
と
も
）
家

の
八
郎
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
兵
太
夫
、

兵
庫
、
重
閭
（
し
げ
さ
と
）、
休
愚
、
休
愚
右
衛
門
、

喜
古
（
よ
し
ひ
さ
）
な
ど
と
称
す
。

窪
島
家
は
甲
斐
の
武
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、

武
田
氏
滅
亡
後
は
武
蔵
国
平
沢
村
に
移
り
、
農
業
と

絹
物
行
商
を
生
業
と
し
て
い
た
。
行
商
に
出
か
け
た

東
海
道
川
崎
宿
で
、
誠
実
な
人
柄
を
見
込
ま
れ
て
22

歳
の
こ
ろ
本
陣
名
主
田
中
家
に
夫
婦
養
子
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
。

隠
居
後
に
は
回
想
録
『
走
庭
記
』
を
著
し
、
14
カ

条
の
教
訓
を
子
孫
に
伝
え
た
。
翌
年
、
農
民
の
生
活

実
態
、
年
貢
徴
収
の
実
情
、
凶
作
対
策
、
治
水
策
な

ど
を
論
じ
た
『
民
間
省
要
』
全
17
巻
を
著
す
。
８
代

将
軍
吉
宗
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
１
７
２
３
年

（
享
保
８
）
江
戸
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
に
登
用

が
促
さ
れ
、
川
方
御
普
請
御
用
を
拝
命
す
る
。
荒
川
、

多
摩
川
の
治
水
、
二
ヶ
領
（
に
か
り
ょ
う
）
用
水
、

大
丸
用
水
、
六
郷
用
水
の
改
修
工
事
、
酒
匂
川
の
補

修
な
ど
を
行
な
い
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
１
７

２
９
年
（
享
保
14
）
武
蔵
国
内
３
万
石
を
管
轄
す
る

支
配
勘
定
格
（
代
官
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

文
命
宮
は
笠
石
と
ご
神
体
を
祀
る
祠

部
分
と
台
座
の
石
で
構
成
さ
れ
た
祠
で

す
。
大
口
の
文
命
宮
は
１
９
２
３
年

（
大
正
12
）
に
起
き
た
関
東
大
震
災
で
倒

壊
し
た
ま
ま
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
道
路
拡
幅
に
伴
っ
て
福
沢
神
社

が
移
転
す
る
際
に
、
地
元
有
志
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
笠
石
と
台
座
の
石

は
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
班
目

ま
だ
ら
め

地
区
の

肖像画提供：世田谷郷土博物館
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第
１
回
禹
王
・
文
命
サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
２
０
１
０
年
11
月
）
の
手
応
え
を
得
て
い

き
ま
し
た
。

禹
に
よ
る
日
中
の
文
化
交
流

私
は
〈
西
の
文
命
〉
に
触
発
さ
れ
、

中
国
の
治
水
神
が
足
柄
平
野
の
鎮
護
役

を
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
い
る

と
い
う
不
思
議
に
ハ
ー
ト
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
想
い
が
、
禹

王
に
つ
い
て
の
探
求
を
深
め
て
い
っ
た

の
で
す
。

禹
王
に
関
心
を
持
っ
た
理
由
の
一
つ

に
、
日
本
と
中
国
の
不
幸
な
歴
史
の
回

復
を
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
。
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）
の
日

清
戦
争
か
ら
始
ま
り
、
盧
溝
橋
事
件
、

太
平
洋
戦
争
を
経
て
、
１
９
７
２
年

（
昭
和
47
）
に
国
交
正
常
化
を
果
た
す
ま

で
の
78
年
の
間
に
も
、
治
水
神
で
あ
る

禹
に
よ
る
文
化
交
流
は
途
絶
え
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
こ
の
期

間
中
に
大
阪
・
淀
川
に
３
基
、
群
馬
・

利
根
川
上
流
の
泙
川

ひ
ら
が
わ

、
広
島
・
太
田
川

の
計
５
カ
所
に
新
た
な
禹
王
碑
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
は
４
０
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、

日
本
の
文
明
の
兄
と
し
て
多
大
な
影
響

を
与
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
不
幸
な

諍
い
の
結
果
、
こ
う
し
た
過
去
の
貢
献

が
霞
ん
で
し
ま
い
、
正
し
い
評
価
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

禹
は
そ
う
し
た
日
中
関
係
を
改
め
る
、

〈
東
の
文
命
〉
の
謂
わ
れ

幸
い
に
し
て
〈
東
の
文
命
〉
酒
匂
川

の
文
命
宮
と
石
碑
に
関
す
る
史
料
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
建
立
は
い
ず

れ
も
１
７
２
６
年
（
享
保
11
）
で
旧
暦
の

４
月
に
文
命
宮
が
つ
く
ら
れ
旧
暦
５
月

25
日
に
文
命
堤
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
１
８
４
１
年

（
天
保
12
）
に
完
成
し
た
『
新
編
相
模
国

風
土
記
稿
』
に
も
「
享
保
11
年
４
月
、

文
命
堤
修
築
を
記
念
し
、
永
久
の
鎮
護

の
た
め
に
神
禹
を
祀
る
」
と
あ
り
ま
す
。

『
明
治
12
年
文
命
社
な
ど
神
社
明
細
帳
』

に
も
、
祭
神
は
「
夏
禹
王
」
と
は
っ
き

り
書
か
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０
６
年

（
明
治
39
）
に
出
さ
れ
た
勅
令
第
２
２
０

号
「
神
社
寺
院
仏
堂
合
併
跡
地
ノ
譲
渡

ニ
関
ス
ル
件
」
に
端
を
発
し
た
神
社
の

統
廃
合
政
策
の
結
果
、
各
地
で
一
村
一

社
が
目
指
さ
れ
、
文
命
社
で
も
１
９
０

９
年
（
明
治
42
）
に
近
隣
11
社
が
合
祀
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
も
〈
夏
禹
王
〉
は

祭
神
の
一
つ
と
し
て
祀
ら
れ
続
け
て
い

ま
す
。
以
来
、
今
日
ま
で
、
東
堤
と
西

堤
の
文
命
宮
に
為
政
者
と
地
域
住
民
が

お
参
り
し
て
、
堤
防
の
安
全
と
豊
穣
を

祈
願
し
て
き
ま
し
た
。

禹
を
探
せ

〈
西
の
文
命
〉
の
存
在
と
文
命
社
の
祭

神
が
〈
夏
禹
王
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
会

が
発
足
し
た
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
の

11
月
初
旬
に
判
明
し
た
こ
と
な
の
で
す

が
、
早
速
、
15
日
に
は
京
都
の
歴
史
博

物
館
や
土
木
事
務
所
に
赴
き
ま
し
た
。

〈
西
の
文
命
〉
加
茂
川
の
禹
王
廟
は
、

江
戸
時
代
直
前
ご
ろ
ま
で
は
鴨
川
・
四

条
橋
〜
五
条
橋
辺
に
複
数
存
在
し
た
も

の
の
、
現
在
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
の
過
程
で
高

松
・
香
東
川

こ
う
と
う
が
わ

、
大
阪
・
淀
川
、
群
馬
・

利
根
川
上
流
に
２
カ
所
、
大
分
・
臼
杵

う
す
き

川
と
合
計
５
カ
所
の
新
た
な
〈
禹
に
ま

つ
わ
る
碑
〉
を
発
見
し
た
の
で
す
か
ら
、

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

２
年
目
に
は
、
小
冊
子
『
酒
匂
川
の

治
水
神
』
が
完
成
し
、
地
元
へ
の
啓
発

活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
京
都
で
禹
王
廟
論

争
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
２
０

０
８
年
（
平
成
20
）
に
は
、
当
時
、
論
争

の
主
役
だ
っ
た
武
蔵
大
学
の
瀬
田
勝
哉

教
授
、
立
命
館
大
学
の
川
嶋
将
生
教
授
、

同
志
社
大
学
の
山
田
邦
和
教
授
に
そ
の

後
の
研
究
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
進
展
は
見
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
山
梨
県
富
士
川
町
鰍

か
じ
か

沢ざ
わ

の
〈
富
士
水
碑
〉
に
禹
の
名
が
あ
る

こ
と
、
同
じ
く
富
士
川
に
禹
之
瀬
と
い

う
地
名
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。
高
松
や

大
分
、
大
阪
、
広
島
、
群
馬
に
も
脚
を

伸
ば
し
、
現
地
視
察
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
各
地
で
地
元
研
究
者
と

禹
王
へ
の
熱
い
想
い
を
語
り
合
う
中
で
、

右ページ：岩流瀬土手のそ
ばにある文命宮。大脇さん
が指を指し示している部分
には、縦に2文字ずつ「水土」

「大禹」「神祠」と刻まれて
いる。左ページ：文命宮と
並ぶ文命西堤碑。すぐ脇に
川丈六地蔵の内の1体が〈山
北岩流瀬のお地蔵さん〉と
して安置されている。



利根川

淀川

桂川

大
和
川

肱川
黒瀬川

太田川

酒匂川

臼杵川

長堂川

国
場
川

泙川

信
濃
川

片
品
川

鴨
川

宇治川
木津川

富
士
川

香
東
川

魚
成
川

11 大禹皇帝碑

20 句佛上人句碑

1 夏禹王廟

21 大禹謨

16 禹王碑

18 西田明則君之碑

6 文命宮・文命西堤碑
7 文命宮・文命東堤碑

10 富士水碑
22 禹之瀬

  5 夏大禹聖王碑

13修堤碑
14明治戌年唐崎築堤碑

17大橋房太郎君紀功碑
19治水翁碑

3 大禹謨

2 禹門山龍澤寺

8 禹稷合祀の壇

4 宇平橋碑

12 淀川洪水記念碑銘
15 淀川改修紀功碑

9 小禹廟

1 夏禹王廟　かうおうびょう
1228年（安貞2）ごろから江戸時代直前
ごろまで右岸・四条橋～五条橋付近に
存在したことが確認されている。
鴨川（京都府京都市左京区）
河川鎮護のため、中国の治水神・禹王
を祀った。現在、存在は確認されていな
いが、禹を祀った元祖の地とされる。

2 禹門山龍澤寺　うもんざんりゅうたくじ
1455年（享徳4）
魚成川 うおなりがわ
 （愛媛県西予市城川町魚成）
禹門山命名には薩摩・島津藩、豊後の
豪族・魚成家の影響があるようだが調
査中。

3 大禹謨　だいうぼ
1638年（寛永15）ごろ
香東川 こうとうがわ （香川県高松市）
現存する最古の禹王碑。治水家の西嶋
八兵衛によって建立。

4 宇平橋碑　うひいばしひ
1690年（元禄3）
長堂川 ながどうがわ
 （沖縄県島尻郡南風原町）
琉球王朝時代の建立。禹の業績を語
る橋碑が、ほぼ同時期に六つつくられた
が現存するのはこれのみ。

5 夏大禹聖王碑　かだいうせいおうひ
1719年（享保4）
淀川（大阪府三島郡島本町）
木津川・宇治川・桂川の3川が合流し
淀川となる急流地に存在。

6 文命宮・文命西堤碑
1726年（享保11）
酒匂川（神奈川県足柄上郡山北町）
文命社の祭神は「夏の禹王」。文命宮と
碑がセットで存在する。7文命宮・文命
東堤碑とともに、田中丘隅によって建立
された。

7 文命宮・文命東堤碑
1726年（享保11）
酒匂川（神奈川県南足柄市）

8 禹稷合祀の壇　うしょくごうしのだん
1740年（天文5）
臼杵川（大分県臼杵市）
治水神である禹と五穀の神である稷 
（しょく） を祀った祭壇。

9 小禹廟　しょううびょう
1753年（宝暦5）
大和川（大阪府柏原市）
大坂城代の稲垣重綱の没後100年供
養塔だが、地元では小禹廟と呼ばれ続
けてきた。

10 富士水碑
1797年（寛政9）
富士川（山梨県南巨摩郡富士川町鰍
沢）
角倉了以の功績（1607年富士川禹之
瀬開削）を顕彰した碑。

11 大禹皇帝碑
1874年（明治7）
利根川支流片品川（群馬県利根郡片品
村土出）
中国原碑（ 碑）に極めて似た、篆書
体風の77文字が刻まれる。中国からも
注目される可能性大。

12 淀川洪水記念碑銘
1886年（明治19）
淀川（大阪府大阪市都島区）
前代未聞の被害をもたらした、1885年
（明治18）の淀川大洪水を記念した碑。
淀川には、禹王の名が記された治水碑が
7碑（5、12、13、14、15、17、19）確認され
ている。

13 修堤碑
1886年（明治19）
淀川（大阪府高槻市唐崎）

14 明治戌年唐崎築堤碑
1890年（明治23）
淀川（大阪府高槻市唐崎）

15 淀川改修紀功碑
1909年（明治42）
淀川（大阪府大阪市北区毛馬）
沖野忠雄による改修工事は、1896年（明
治29）測量に着手、途中、日露戦争をは
さみながら1909年（明治42）完了した。

16 禹王碑
1919年（大正8）
利根川支流泙川 ひらがわ
 （群馬県沼田市利根町）
片品村の大禹皇帝碑との関連性などの
解明が待たれる。

17 大橋房太郎君紀功碑
1923年（大正12）
淀川（大阪府四條畷市）
淀川の治水に一生を捧げ、治水翁と呼
ばれた大橋房太郎の顕彰碑。大橋は
大阪府議会議員となって1896年 （明治
29）河川法の制定を働きかけた。

18 西田明則君之碑
1923年（大正12）
衣笠公園（神奈川県横須賀市）
西田明則による東京湾・海堡建立の業
績を、大禹治水に勝ると記す。

19 治水翁碑
1923年（大正12）
淀川（大阪府四條畷市）
治水翁 大橋房太郎の顕彰碑。

20 句佛上人句碑
1928年（昭和3）
信濃川（新潟県燕市大川津）
東本願寺23世大谷光演による「禹に勝
る業や心の花盛り」が刻まれる。

21 大禹謨
1972年（昭和47）5月
太田川（広島県広島市安佐南区佐東町）
我が国最大サイズ（縦2.3m×横3.8m）
の禹王碑。太田川河川改修を記念して
建立された。

22 禹之瀬（地名）
建立年不明
富士川（山梨県南巨摩郡富士川町）

禹王の名が記された治水碑および地名 〈足柄の歴史再発見クラブ〉提供の資料（2012 年 1月現在）をもとに編集部で作図
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う
こ
と
を
憚

は
ば
か

っ
た
の
で
す
」
と
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
張
先
生
に
謝

り
ま
し
た
。
そ
し
て
通
訳
の
人
の
気
持

ち
も
理
解
で
き
た
の
で
、
そ
の
配
慮
に

つ
い
て
も
感
謝
の
言
葉
を
表
わ
し
ま
し

た
。
少
し
緊
張
感
も
覚
え
ま
し
た
が
、

こ
の
あ
と
、
さ
わ
や
か
な
風
が
流
れ
、

お
互
い
が
近
づ
き
あ
え
た
よ
う
に
も
思

え
ま
し
た
。

実
在
が
認
め
ら
れ
た
夏
王
朝

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
11
月
９
日
新

華
社
通
信
は
「
中
国
の
歴
史
が
１
２
０

０
年
遡
る
」
と
報
道
し
ま
し
た
。
当
時

の
私
は
ま
だ
企
業
に
勤
め
る
一
般
人
で

し
た
が
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
釘
付
け

に
な
り
ま
し
た
。
中
国
政
府
は
中
国
第

一
線
の
研
究
者
２
０
０
名
を
擁
し
て

〈
夏
商
周
年
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
研
究
結
果
と
し
て

「
夏
代
は
紀
元
前
２
７
０
０
年
、
商
は

紀
元
前
１
６
０
０
年
、
周
は
１
０
４
６

年
に
始
ま
る
」
と
発
表
し
た
の
で
す
。

夏
商
周
年
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
華
人
民
共
和
国
の
第
９
次
５
カ
年
計
画
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
。
具
体
的
な
年
代
が
判
明
し
て
い

な
か
っ
た
中
国
古
代
の
３
代
に
つ
い
て
、
主
に
天
文

学
的
な
手
法
、
考
古
学
的
手
法
、
文
献
学
的
手
法
と

い
っ
た
多
面
的
な
視
点
か
ら
具
体
的
な
年
代
を
確
定

さ
せ
た
。

神
話
の
国
出
雲
の
出
身
の
せ
い
か
、

生
来
、
歴
史
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、

伝
説
上
の
人
物
と
思
わ
れ
て
き
た
夏
王

朝
の
禹
王
に
つ
い
て
、
定
年
を
迎
え
て

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
ら
取
り
組
み
た

い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
と
り
わ
け
胸
に
響
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

幸
い
、
地
元
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、

中
国
古
典
を
漁
り
、
み
つ
け
た
新
し
い

情
報
を
交
換
し
合
う
楽
し
み
も
で
き
ま

し
た
。
中
国
人
の
治
水
の
神
と
い
え
ば

禹
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
長
い
歴
史

の
中
で
、
中
国
古
代
の
思
想
家
た
ち
が
、

禹
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
き
た
の
か

は
中
国
古
典
の
基
本
で
あ
る
『
書
経
』

や
『
論
語
』
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
禹
の
位
置

づ
け
を
知
る
と
と
も
に
、
古
代
中
国
の

治
水
思
想
や
国
づ
く
り
の
思
想
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
か
ら
日
本
が
受
け
た
影
響
を
想
像

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
と
中
国
の
禹
を
結
ぶ
、

琉
球
と
朝
鮮
半
島

中
国
・
紹
興
大
禹
陵
の
〈
禹
跡
館
〉

と
い
う
史
料
館
に
は
、
中
国
全
土
の
禹

に
ま
つ
わ
る
遺
跡
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
大

地
図
が
あ
り
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
は
空

白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
「
日
本

に
も
こ
ん
な
に
禹
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す

よ
！
」
と
知
ら
せ
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
し
、
近
い
う
ち
に
朝
鮮
半
島
や

台
湾
に
も
禹
を
探
し
に
脚
を
延
ば
し
た

7 禹王の足跡を巡る旅

素
晴
ら
し
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
開
成
町
町
長
の
露
木
順
一
さ

ん
と
と
も
に
法
政
大
学
の
王
敏
教
授
を

訪
問
し
、
文
命
社
の
存
在
を
報
告
し
た

と
こ
ろ
、
８
月
に
は
王
教
授
と
新
華
社

通
信
が
見
学
に
来
ら
れ
、
以
降
、
日
中

友
好
協
会
や
中
国
人
、
中
国
人
留
学
生

な
ど
の
見
学
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
に
多
く
の
仲
間
が
で
き
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
に
は
、
そ
の
仲

間
た
ち
と
中
国
本
土
に
禹
王
を
訪
ね
る

旅
を
持
つ
ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

実
は
河
南
省
の
龍
門
（
禹
門
口
と
も
　
写

真
左
下
）
の
見
学
に
同
行
し
て
く
れ
た
張

仲
勛
さ
ん
が
話
し
て
い
る
と
き
に
、
盛

ん
に
「
リ
ー
ベ
ン
レ
ン
」
と
お
っ
し
�

る
。
中
国
行
き
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
仲

間
と
中
国
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し

た
の
で
そ
の
単
語
が
「
日
本
人
」
を
指

す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

中
国
人
通
訳
の
口
か
ら
は
「
日
本
人
」

に
関
す
る
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
、「
張
先
生
は
何
度
も
リ
ー
ベ
ン

レ
ン
と
お
っ
し
�
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
人
に
つ
い
て
何
か
お
っ
し
�
っ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

す
る
と
通
訳
は
「
実
は
禹
門
口
に
は

立
派
な
禹
王
廟
が
あ
っ
て
、
信
仰
す
る

人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
の
だ
が
、
太
平
洋

戦
争
の
と
き
に
日
本
軍
が
破
壊
し
て
な

く
な
っ
た
、
と
張
先
生
は
お
っ
し
�
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
を
言

い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
高
松
・
栗
林

り
つ
り
ん

公
園
で
大
禹
謨

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
と
き

に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
沖
縄
本
島

（
沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
）
に
宇
平
橋

う
ひ
い
ば
し

碑
の

確
認
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
薩
摩
・
島

津
家
の
影
響
か
、
琉
球
王
朝
独
自
の
文

化
に
よ
る
も
の
か
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
冊
封

さ
く
ほ
う

し
て
い

た
中
国
本
土
か
ら
の
影
響
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
伝
播
の
プ
ロ
セ
ス

が
わ
か
れ
ば
、
大
陸
か
ら
日
本
に
つ
な

が
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
小
片
が
一

つ
、
は
ま
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

稲
作
や
仏
教
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島

を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
よ
う
に
、
禹
も

や
っ
て
き
た
の
で
す
。
仏
教
が
、
中
国

〜
朝
鮮
半
島
〜
日
本
、
と
違
う
性
質
に

変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
禹
へ
の
想
い

も
違
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
超
え
難
い
自
然
の
脅
威
に
対

し
て
、
禹
に
求
め
た
人
々
の
想
い
は
そ

れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
は
ず
で

す
。

〈
西
の
文
命
〉
京
都
・
加
茂
川
の
禹
王

廟
を
は
じ
め
、
全
国
の
碑
や
地
名
の
中

に
は
謂
わ
れ
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
も

の
も
多
く
、
謎
解
き
に
は
一
層
の
情
熱

が
鼓
舞
さ
れ
ま
す
。
謎
解
き
を
助
け
て

く
れ
る
の
は
中
国
の
圧
倒
的
な
歴
史
の

厚
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
は
違

い
を
理
解
し
な
が
ら
認
め
合
う
た
め
の

第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

取
材：

２
０
１
１
年
９
月
26
日

大口土手そばの福沢神社に隣接した文命宮と文命東堤碑。



足
柄
平
野
の
開
拓
の
大
恩
人

大
久
保
忠
世
・
忠
隣

扇
状
地
で
あ
る
足
柄
平
野
を
大
水
田

地
帯
に
変
え
た
の
は
、
大
久
保
忠
世

た
だ
よ

と

忠
隣

た
だ
ち
か

親
子
だ
。

戦
国
時
代
の
小
田
原
は
後
北
条
氏
が

治
め
て
い
た
が
、
１
５
８
９
年
（
天
正
17
）

に
真
田
家
と
の
領
土
争
い
を
発
端
に
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
を
招
き
、

１
５
９
０
年
（
天
正
18
）
に
、
後
北
条
氏

は
滅
亡
。
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
っ
て
、

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
小
田
原
城
に
４

万
５
０
０
０
石
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、

三
河
国
額
田
郡
上
和
田
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

の
徳
川
家
譜
代
の
名
門
で
武
断
派
筆

頭
・
大
久
保
家
の
嫡
男
の
大
久
保
忠
世

だ
っ
た
。

息
子
の
忠
隣
は
本
能
寺
の
変
（
１
５
８

２
年
〈
天
正
10
〉
）
に
際
し
て
、「
生
涯
第

一
の
艱
難

か
ん
な
ん

」
と
家
康
が
後
年
述
懐
す
る

伊
賀
越
え
に
同
行
。
甲
斐
・
信
濃
平
定

に
尽
力
し
、
１
５
９
４
年
（
文
禄
３
）
忠

世
亡
き
あ
と
小
田
原
城
の
２
代
目
城
主

に
な
っ
た
。
甲
斐
・
信
濃
平
定
に
尽
力

し
て
い
た
こ
ろ
、
家
康
の
命
で
大
蔵
長

安
こ
と
、
の
ち
の
大
久
保
長
安

な
が
や
す

（
ち
ょ
う

あ
ん
、
と
も
）
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

大
久
保
長
安
（
１
５
４
５
〜
１
６
１
３
年
）

父
の
大
蔵
大
夫
が
猿
楽
師
と
し
て
武
田
信
玄
に
召

し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
黒
川
金

山
な
ど
の
鉱
山
開
発
や
税
務
な
ど
武
田
家
に
従
事
。

武
田
家
滅
亡
後
は
家
康
に
取
り
立
て
ら
れ
、
相
模
国

小
田
原
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
大
久
保
忠
隣
と
親

交
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
大
久
保
姓
は
忠
隣
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
。

甲
斐
が
家
康
の
領
地
と
な
っ
た
と
き
、
内
政
再
建

を
所
務
方
と
し
て
行
な
い
、
釜
無
川
や
笛
吹
川
の
堤

防
復
旧
や
新
田
開
発
、
金
山
採
掘
な
ど
に
尽
力
し
た
。

八
王
子
千
人
同
心
の
創
設
、
全
国
の
金
銀
山
の
統
轄

や
、
関
東
に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
、
一
里
塚
の
建

設
な
ど
江
戸
初
期
の
国
土
開
発
を
一
挙
に
推
進
し

た
。
死
後
に
金
の
横
領
で
私
腹
を
肥
や
し
た
と
い
う

疑
い
が
か
け
ら
れ
、
遺
体
が
磔
に
処
さ
れ
た
。

忠
世
は
秀
吉
の
小
田
原
合
戦
で
荒
れ

た
足
柄
上
・
下
郡
１
４
７
カ
村
を
復
興

す
る
た
め
に
検
地
を
行
な
い
、
大
口
に

ま
だ
土
手
が
な
い
た
め
に
網
目
状
に
流

路
が
広
が
る
酒
匂
川
の
川
筋
を
平
野
の

東
側
に
一
本
に
ま
と
め
て
、
新
田
開
発

す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
を
立
て
た
。

忠
隣
は
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
上
流
か
ら

の
水
勢
を
弱
め
る
た
め
に
春
日
森
土
手
、

岩
流
瀬
土
手
、
大
口
土
手
を
築
き
、
現

在
の
酒
匂
川
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

春
日
森
土
手
は
、
酒
匂
川
の
水
勢
を

釜
淵
と
呼
ば
れ
る
段
丘
崖
に
当
て
る
た

め
の
誘
導
の
役
割
を
果
た
し
、
岩
流
瀬

土
手
は
釜
淵
に
当
た
っ
た
水
勢
を
千
貫

岩
と
呼
ば
れ
る
段
丘
崖
に
誘
導
し
て
、

大
口
土
手
に
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に

す
る
重
要
な
土
手
。
大
口
土
手
は
、
千

貫
岩
に
当
た
っ
た
水
勢
を
迂
回
さ
せ
て
、

足
柄
平
野
に
酒
匂
川
が
緩
や
か
に
注
ぐ

よ
う
に
考
え
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
治
水
シ
ス
テ
ム
は
、
武
田
信
玄
に
よ

る
釜
無
川
、
笛
吹
川
の
場
合
と
よ
く
似

て
い
て
、
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

忠
隣
は
ま
た
、
酒
匂
川
左
岸
に
全
国

で
も
珍
し
い
形
（
拝
み
石
）
で
組
ん
だ
酒

匂
堰
を
、
右
岸
の
大
口
土
手
付
近
に
穴

田
中
丘
隅

き
�
う
ぐ

の
バ
ト
ン
を
渡
す

神
奈
川
県
に
あ
る
足
柄
平
野
は
、
気

候
も
温
暖
で
農
産
物
も
豊
富
、
小
田
原

に
近
く
海
の
幸
に
も
山
の
幸
に
も
恵
ま

れ
た
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
。
し

か
し
１
７
０
７
年
（
宝
永
４
）
、
富
士
山

の
宝
永
噴
火
を
き
っ
か
け
に
酒
匂
川
の

氾
濫
が
常
態
化
。
災
害
常
襲
地
帯
と
な

る
時
代
が
あ
っ
た
。
富
士
山
の
噴
火
に

よ
る
降
灰
で
川
床
が
上
昇
し
、
堤
防
が

決
壊
。
大
規
模
な
洪
水
が
頻
発
す
る
激

甚
災
害
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
た
田
中
丘
隅

（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
災
害
の
記
憶
を
忘

れ
ず
自
衛
す
る
よ
う
に
と
、
文
命
社
と

川
丈

か
わ
た
け

六
地
蔵
を
祀
っ
た
。

〈
足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
は
、

そ
う
し
た
足
柄
の
郷
土
史
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
が
も
と
に

な
っ
て
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
１
月

に
結
成
さ
れ
た
。
会
長
の
佐
久
間
俊
治

さ
ん
は
、「
足
柄
の
郷
土
史
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
、
大
人
の
責
務
で
す
」
と
結
成

の
動
機
を
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
小
学
生
、
中

学
生
の
副
読
本
『
富
士
山
と
酒
匂
川
』。

こ
の
本
を
手
引
き
に
、
足
柄
平
野
開
拓

の
現
場
を
、
河
川
工
学
者
の
島
谷
幸
宏

さ
ん
と
環
境
宗
教
学
者
の
岡
田
真
美
子

さ
ん
と
と
も
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

水の文化40『大禹の治水』 2012／02 8

〈足柄の歴史再発見クラブ〉の活動

富士山と酒匂川第33回 水の文化楽習 実践取材

扇状地河川の宿命として、明治、大正、昭和、平成になっても水害が続いた酒匂川。

〈足柄の歴史再発見クラブ〉は、足柄の郷土史を子どもたちに伝えたいという想いがもとになって結成されました。

副読本『富士山と酒匂川』を手引きとして、足柄平野開拓史の現場を案内していただきました。



富士山と酒匂川9

水
門
堰
、
根
又
堰
、
武
永
田
堰
な
ど
を

つ
く
り
、
足
柄
平
野
に
用
水
路
網
を
巡

ら
せ
新
田
開
発
に
注
力
し
た
。
足
柄
平

野
で
は
用
水
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
ず
、

堰せ
ぎ

と
呼
称
す
る
。
用
水
を
堰
と
い
う
の

は
、
足
柄
と
山
梨
、
長
野
の
一
部
だ
け
。

甲
州
に
縁
の
深
い
大
久
保
長
安
の
影
響

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

１
５
９
１
年
（
天
正
19
）
の
検
地
か
ら

約
50
年
後
の
１
６
４
０
年
（
寛
永
17
）
に

は
、
反
別
収
穫
高
が
２
１
４
％
を
超
え

る
。
忠
世
と
忠
隣
親
子
は
、
足
柄
平
野

と
酒
匂
川
に
と
っ
て
恩
人
と
い
う
べ
き

だ
が
、
晩
年
に
悲
劇
を
迎
え
る
。
忠
隣

は
本
多
一
派
と
の
対
立
か
ら
、
大
久
保

長
安
事
件
を
発
端
に
失
脚
さ
せ
ら
れ
、

彦
根
に
移
封
と
な
る
。

大
久
保
長
安
事
件

徳
川
幕
府
成
立
後
、
忠
隣
と
そ
の
与
力
と
い
え
る

大
久
保
長
安
を
中
心
と
し
た
武
断
派
と
、
本
多
正

信
・
本
多
正
純
を
中
心
と
し
た
文
治
派
が
派
閥
を
形

成
し
対
立
。
正
純
の
与
力
で
あ
っ
た
岡
本
大
八
が
有

馬
晴
信
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
事
件
に
よ
り
、
本

多
派
は
一
時
、
勢
力
が
衰
退
し
た
か
に
み
え
た
。

一
方
長
安
は
、
全
国
各
地
の
鉱
山
奉
行
を
務
め
て

お
り
、
鉱
山
開
発
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
で
自

分
の
取
り
分
を
増
や
し
、
富
を
蓄
え
た
。
取
り
分
は

出
来
高
制
の
範
囲
で
合
法
的
だ
っ
た
が
、
本
多
派
は
、

そ
の
巨
額
に
着
目
し
、
長
安
は
私
腹
を
肥
や
し
謀
反

を
企
て
て
い
た
と
家
康
に
讒
言
。
埋
葬
さ
れ
て
い
た

遺
体
を
掘
り
起
こ
し
、
岡
本
大
八
が
処
刑
さ
れ
た
安

倍
川
河
原
で
磔
に
処
し
た
。
長
安
の
７
人
の
男
児
と

腹
心
も
処
刑
と
な
り
、
長
安
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
大

久
保
忠
隣
も
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
。

宝
永
噴
火
で
激
甚
災
害
地
に

酒
匂
川
に
文
命
宮
が
祀
ら
れ
た
端
緒

は
、
富
士
山
の
宝
永
噴
火
に
あ
る
。

大
久
保
が
１
６
０
９
年
（
慶
長
14
）
に

つ
く
っ
た
酒
匂
川
の
外
形
は
、
約
１
０

０
年
間
、
維
持
さ
れ
る
。
し
か
し
99
年

目
に
富
士
山
の
噴
火
が
起
き
た
。
貞
観

噴
火
に
匹
敵
す
る
大
噴
火
で
あ
っ
た
。

１
７
０
７
年
（
宝
永
４
）
10
月
４
日
に

起
こ
っ
た
宝
永
地
震
の
49
日
後
、
11
月

23
日
（
い
ず
れ
も
旧
暦
）
に
富
士
山
が
大
噴

火
を
起
こ
し
た
。
梅
の
実
ほ
ど
の
軽
石

や
砂
や
灰
が
、
16
日
間
も
降
り
続
き
、

山
北
町
の
上
の
ほ
う
は
約
１
ｍ
、
開
成

町
の
町
内
に
は
40
㎝
ほ
ど
の
降
灰
（
ス

コ
リ
ア
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。

当
時
の
様
子
は
収
穫
高
か
ら
推
察
で

き
る
。
富
士
山
が
噴
火
し
た
の
は
、
現

代
の
暦
で
い
う
12
月
16
日
。
そ
の
年
の

収
穫
は
既
に
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
噴
火

前
を
基
準
に
み
る
と
、
38
年
後
の
１
７

４
５
年
（
延
享
２
）
で
３
分
の
１
に
も
達

し
な
い
。
住
民
は
、
そ
の
間
、
小
高
い

丘
へ
の
避
難
生
活
だ
っ
た
。
収
穫
高
が
、

噴
火
前
の
レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
の
は
明

治
に
な
っ
て
か
ら
。
実
に
１
７
０
年
以

上
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。
足
柄
平
野
の

先
人
達
は
、
想
像
を
絶
す
る
労
苦
を
経

験
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
頑
張
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
足
柄
平

野
に
培
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

激
甚
災
害
へ
の
幕
府
の
対
応

初
代
会
長
を
務
め
た
大
脇
良
夫
さ
ん

は
、
こ
の
災
害
に
対
す
る
幕
府
の
対
応

は
非
常
に
素
早
か
っ
た
、
と
言
う
。

「
１
７
０
８
年
（
宝
永
５
）
１
月
１
日
の

新松田駅

金井島

牛島

曽我岸

成田

鬼柳

蓮正寺

西大井
上大井

曽比

栢山

中曽根

飯田岡

酒匂

井細田

千津島

班目

小田原駅

酒
匂
川

酒
匂
堰

川音
川

尺
里
川

河
内
川

鮎沢川

狩川

仙
了
川

要
定
川

洞
川

丹沢湖

中
村
川

森
戸
川

相模湾

山王川

文命宮・文命東堤碑

文命宮・文命西堤碑
❶岩流瀬

❷大口

❶～❻は川丈六地蔵の位置

❸金手吉田島❹

❺飯泉
多古❻

現在の酒匂川流域。●と▲を組み合わせた地点から撮影
したのが、右の写真だ。流路が固定されて開発が進んだ。
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「神奈川、静岡」及び、国
土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、土地利用細分メッシ
ュデータ（平成18年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
基盤地図情報を使用した。（承認番号　平23情使、第630号）
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早
朝
に
噴
火
が
収
ま
り
ま
す
が
、
３
カ

月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
幕
府
は
次
々

と
政
策
を
打
ち
出
し
ま
す
。
一
つ
に
は
、

当
時
の
小
田
原
藩
主
の
大
久
保
忠
増
は

被
災
地
へ
の
食
料
供
給
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
藩
レ
ベ
ル
で
は
手

に
負
え
な
い
と
知
る
や
、
幕
府
に
救
済

を
願
い
出
て
、
周
辺
一
帯
を
一
時
的
に

幕
府
直
轄
領
と
し
ま
す
。
幕
府
は
、
小

田
原
５
万
６
０
０
０
石
を
吸
収
す
る
代

わ
り
に
、
上
げ
地
と
い
っ
て
美
濃
、
三

河
、
伊
豆
、
赤
穂
を
代
地
に
提
供
し
ま

し
た
。

二
つ
目
は
、
伊
奈

い
な

半
左
衛
門

は
ん
ざ
え
も
ん

忠
順

た
だ
の
ぶ

が

現
地
駐
在
の
復
興
大
臣
に
就
任
し
ま
す
。

江
戸
詰
で
な
く
現
地
駐
在
が
大
切
で
す
。

三
つ
目
は
、
全
国
の
大
名
領
や
天
領
に

対
し
て
は
、
石
高
１
０
０
石
に
対
し
金

２
両
の
臨
時
復
興
税
を
徴
収
し
ま
す
。

こ
の
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
感
だ
か
ら
、

み
ん
な
も
納
得
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
48

万
８
７
７
０
両
が
集
ま
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
実
際
に
被
災
地
救
済
に
充
て
ら

れ
た
の
は
、
約
13
万
両
。
ト
ホ
ホ
と
思

い
ま
す
が
、
江
戸
の
御
殿
の
修
復
に
流

用
し
た
。
荻
原
と
い
う
非
常
に
優
秀
な

財
務
大
臣
が
い
て
、
ど
う
せ
必
要
な
ら

と
や
っ
ち
�
っ
た
の
で
す
。

臨
時
復
興
税
は
、
酒
匂
川
の
川
底
い

っ
ぱ
い
に
溜
ま
っ
て
い
た
噴
火
砂
を
浚さ

ら

う
御
手
伝
普
請
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
岡
山
藩
か
ら
１
７
０
人
ぐ
ら
い
来

ま
す
。
次
に
北
九
州
の
小
倉
藩
、
越
前

の
大
野
藩
、
熊
本
の
新
田
藩
、
鳥
取
藩
。

全
部
で
５
０
０
人
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
が

来
て
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。

１
７
１
１
年
（
正
徳
元
）
の
大
洪
水
で

大
口
土
手
が
決
壊
し
、
新
流
路
に
は
堤

防
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
雨
の
た
び
に

流
路
が
変
わ
っ
て
大
変
で
し
た
（
13
ペ
ー

ジ
の
図
）
。
間
も
な
く
川
筋
が
落
ち
着
き
、

東
側
の
村
々
は
安
泰
に
な
り
、
酒
匂
川

の
旧
流
路
も
田
ん
ぼ
に
な
り
ま
し
た
。

元
は
川
で
す
の
で
肥
沃
な
土
地
で
、
東

の
村
々
は
『
こ
の
ま
ま
で
い
い
』
と
い

い
、
西
側
の
六
カ
村
は
『
と
ん
で
も
な

い
』
と
反
対
。
深
刻
な
東
西
対
立
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
絵
図
の
原
図

は
明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
」

流
路
を
元
に
戻
す
の
か
？
　
こ
の
ま

ま
に
す
る
の
か
？
　
最
後
の
裁
き
に
は
、

大
岡
越
前
守
が
登
場
。
大
岡
裁
き
の
末
、

川
筋
を
元
に
戻
せ
と
命
じ
ら
れ
着
任
し

た
の
が
田
中
丘
隅
で
あ
る
。

土
手
の
復
興
と
文
命
社
創
設

田
中
丘
隅
は
『
民
間
省
要

み
ん
か
ん
せ
い
よ
う

』
と
い
う

本
で
、「
徳
川
の
世
に
な
り
１
２
０
年

経
つ
け
れ
ど
、
家
康
公
の
精
神
が
揺
ら

い
で
非
常
に
由
々
し
い
事
態
に
陥
っ
て

い
る
」
と
訴
え
、
酒
匂
川
災
害
の
復
興

工
事
に
つ
い
て
も
提
言
。
江
戸
の
業
者

に
よ
る
手
抜
き
工
事
を
厳
し
く
糾
弾
、

酒
匂
川
の
特
性
を
熟
知
す
る
地
元
を
活

用
す
べ
し
、
と
言
っ
た
。
丘
隅
は
２
代

目
大
口
土
手
を
つ
く
っ
て
治
水
事
業
を

行
な
っ
た
あ
と
、
岩
流
瀬
土
手
と
大
口

『
眞
古
文
尚
書
』『
偽
古
文
尚
書
』

『
尚
書
正
義
』

禹
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
『
書
経
』

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
書
経
』
中
、
禹
に

関
す
る
文
章
は
、「
禹
貢
」
と
「
大
禹
謨
」

の
２
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
前
者
は
『
新
釈

漢
文
大
系
』
の
『
書
経
上
』
に
あ
り
、
後

者
は
『
同
　
書
経
下
』
に
入
っ
て
い
ま
す
。

禹
の
事
績
が
記
さ
れ
る
『
書
経
』
の
古
名

は
『
尚
書
』
と
い
い
、
『
書
経
上
』
は

『
眞
古
文
尚
書
』、『
書
経
下
』
は
『
偽
古

文
尚
書
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
眞
古
文
尚
書
』
は
秦
始
皇
帝
の
焚
書
坑

儒
を
生
き
延
び
て
、
孔
子
が
壁
蔵
し
て
い

た
も
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
献
。
こ
れ
に
対

し
て
『
偽
古
文
尚
書
』
は
、
東
晋
代
（
４

世
紀
）
に
な
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
文
献
で

す
。
す
な
わ
ち
、「
大
禹
謨
」
は
『
書
経
』

と
は
い
い
な
が
ら
、
司
馬
遷
の
著
し
た

『
史
記
』
以
降
の
文
献
で
あ
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
禹
に
関
す
る
文
献

は
「
禹
貢
」
及
び
『
書
経
』
と
、
そ
の
前

に
置
か
れ
て
い
る
「
堯
典
」「
皐
陶
謨
」

（
こ
れ
も
ま
た
禹
と
皐
陶
の
問
答
）
中
の

禹
に
関
す
る
記
述
が
古
く
、
司
馬
遷
に
よ

る
『
史
記
』
が
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
、
今

日
知
ら
れ
る
禹
王
伝
記
が
書
か
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
聖
謨
と
い
う
と
君
子
の
政
策
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、「
大
禹
謨
」
と
い

う
題
だ
け
見
ま
す
と
「
偉
大
な
禹
の
は
か

り
ご
と
（
政
策
）」
と
解
さ
れ
ま
す
が
、「
謨
」

は
、「
誥
」（
君
主
の
臣
下
に
対
す
る
言
）

に
対
し
て
「
臣
下
の
君
主
に
対
す
る
言
」

と
い
う
文
章
形
式
を
さ
す
術
語
で
も
あ
り
、

実
際
に
『
書
経
』
の
「
大
禹
謨
」
を
見
た

と
こ
ろ
、
禹
の
偉
大
な
事
績
を
記
し
た
と

い
う
よ
り
は
禹
の
問
答
集
で
、「
政
策
」

と
い
う
よ
り
は
「
問
答
」
と
解
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
禹
を
讃
え
る
石
碑
を
建
て

た
人
は
『
書
経
』
の
「
大
禹
謨
」
の
内
容

を
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、「
大
禹

謨
」
を
「
偉
大
な
禹
の
方
策
」
と
考
え
て
、

碑
文
に
選
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
書
経
』
の
中
の
禹
の
事
績
で
あ
る
「
禹

貢
」
は
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
に
味
わ
い
深
い
も
の
で
す
。『
新

釈
漢
文
大
系
　
書
経
上
』（
明
治
書
院
）「
禹

貢
第
11
節
導
水
」
及
び
、
禹
の
貢
献
を

ま
と
め
た
解
説
部
の
表
（
ｐ.

93
〜
94
）
と
、

『
史
記
』
や
古
地
図
を
見
る
と
、
よ
り
深

い
理
解
が
得
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

『
尚
書
正
義
』
と
関
東
管
領

上
杉
憲
實
の
接
点

『
偽
古
文
尚
書
』
の
注
釈
書
は
、
唐
代
に

編
纂
さ
れ
た
『
尚
書
正
義
』
で
、
こ
れ
は

科
挙
の
試
験
を
受
け
る
者
は
丸
暗
記
し
て

い
た
書
物
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
重

要
な
内
容
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

『
尚
書
正
義
』
の
原
本
は
、
本
家
中
国
で

は
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
日
本
の
足
利

学
校
本
（
宋
の
両
浙
東
路
、
茶
塩
司
刊
本
）
が

唯
一
現
存
す
る
原
典
テ
ク
ス
ト
で
す
。
現

在
も
、
栃
木
県
の
足
利
学
校
に
国
宝
指
定

書
籍
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
尚
書
正
義
』
を
１
４
３
９
年

（
永
享
11
）
に
足
利
学
校
に
寄
進
し
た
人
物

が
誰
あ
ろ
う
、
円
覚
寺
１
１
７
世
蘭
室
妙

薫
禅
師
に
協
力
し
て
神
奈
川
県
足
柄
上
郡

の
班
目
下
河
原
に
上
杉
一
門
の
菩
提
供
養

の
た
め
に
珠
明
寺

し
�
め
い
じ

を
建
て
た
開
基
の
一
人

で
あ
り
、
関
東
管
領
だ
っ
た
上
杉
憲
實
で

す
。
上
杉
憲
實
は
足
利
学
校
中
興
の
功
労

者
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
に
あ
っ
た
『
尚
書

正
義
』
を
足
利
学
校
に
納
め
ま
し
た
。

足
利
学
校
本
は
日
本
の
他
の
地
域
に
も

広
が
っ
た
ら
し
く
、
江
戸
時
代
末
期
に
幕

府
が
古
典
の
刊
行
を
奨
励
し
た
と
き
、
肥

禹
王
を
祀
る
原
動
力
原
典
テ
ク
ス
ト
の
存
在

岡
田
真
美
子

お
か
だ
ま
み
こ

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
環
境
宗
教
学
教
授
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後
藩
で
は
時
習
館
で
こ
の
足
利
学
校
本
を

復
刻
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
完
全
に
そ
ろ

っ
た
版
木
が
、
熊
本
大
学
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
桧
板
の
両
面
に
各
々
４
ペ
ー

ジ
分
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
全
部
で

３
８
８
枚
に
の
ぼ
り
ま
す
。

足
利
学
校
は
16
世
紀
の
中
ご
ろ
、
空
前

の
活
況
を
呈
し
、
全
国
か
ら
内
地
留
学
者

も
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、『
尚
書

正
義
』
を
学
ん
で
帰
っ
た
者
も
多
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。『
尚
書
正
義
』
が
当
時

の
日
本
で
よ
く
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
江
戸

の
林
羅
山
の
「
春
鑑
抄
」
に
お
け
る
引
用

や
、
岡
山
藩
の
大
水
害
後
川
除
け
を
行
な

っ
た
熊
沢
蕃
山
と
藩
主
池
田
光
政
と
の
や

り
と
り
で
も
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
高
松
城
で
『
尚
書
正
義
』
の

「
大
禹
謨
」
を
講
じ
た
の
は
、
勧
学
家
老

だ
っ
た
青
山
家
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

青
山
家
は
私
の
夫
で
あ
る
岡
田
の
祖
母
の

生
家
で
あ
り
、
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
覚
え
ま

す
。
高
松
の
香
東
川
に
も
「
大
禹
謨
」
の

碑
が
あ
り
ま
す
か
ら
、『
尚
書
正
義
』
の

線
か
ら
禹
碑
探
し
を
し
て
み
る
の
も
大
き

な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
は
、
河
川
改
修
と
い
う
大
事
業
に
携

わ
る
人
々
に
、
禹
王
を
祀
ら
せ
、
そ
の
信

仰
を
全
国
に
広
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の

は
、
や
は
り
こ
の
公
式
テ
ク
ス
ト
の
存
在

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
し
か
も
そ
の
テ

ク
ス
ト
の
保
存
に
関
し
て
、
酒
匂
川
大
口

近
く
の
寺
に
ゆ
か
り
の
上
杉
憲
實
が
キ
ー

マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
珠
明
寺
訪
問
か
ら

引
き
出
せ
た
こ
と
に
、
歴
史
の
因
縁
を
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

手
は
、
８
年
後
に
は
潰
れ
て
し
ま
う
。

56
人
の
水
死
者
を
出
し
、
史
上
最
大
の

被
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
脇

さ
ん
は
、

「
こ
の
と
き
は
酒
匂
川
だ
け
で
な
く
て
、

関
東
の
川
と
い
う
川
が
ほ
と
ん
ど
氾
濫

す
る
ほ
ど
の
大
暴
風
雨
だ
っ
た
の
で
す

が
、
言
い
わ
け
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

田
中
丘
隅
様
が
つ
く
ら
れ
た
土
手
だ
か

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
油
断
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
次
に
、
時
間
帯
が
午
前

４
時
で
、
寝
込
み
を
襲
わ
れ
た
。
現
代

風
に
い
え
ば
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
避
難
す

る
時
間
が
無
い
ほ
ど
急
激
な
洪
水
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
」

１
７
３
５
年
（
享
保
20
）
３
代
目
大
口

土
手
を
、
丘
隅
の
婿
養
子
蓑
笠
之
助

が
復
旧
す
る
。
丘
隅
と
笠
之
助
の
仕
様

の
違
い
は
土
手
の
材
質
と
工
法
だ
っ
た
。

丘
隅
は
赤
土
を
使
っ
た
が
、
笠
之
助
は

車
地

し
�
ち

（
人
力
の
ク
レ
ー
ン
）
を
使
っ
て
巨
石

を
積
み
、
城
の
石
垣
の
よ
う
に
頑
丈
な

土
手
を
築
い
た
。

「
今
か
ら
約
２
０
０
年
前
の
１
８
０
２

年
（
享
和
２
）
に
大
洪
水
が
起
き
て
、
岩

流
瀬
土
手
も
大
口
土
手
も
表
層
は
全
部

崩
れ
ま
し
た
が
、
土
台
底
部
は
残
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
材
質
と
工
法

の
違
い
が
、
明
暗
を
分
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」

な
お
、
川
音
川
の
合
流
点
に
大
掛
か

り
な
三
角
土
手
を
築
い
た
の
も
笠
之
助

で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

土
手
に
文
命
社
を
建
て
、
文
命
宮
と
碑

を
つ
く
っ
て
祭
り
を
行
な
う
よ
う
に
指

示
し
、
土
手
に
は
桃
、
李

す
も
も

、
梨
、
栗
、

柿
な
ど
、
実
の
な
る
樹
木
を
植
え
る
よ

う
に
命
じ
た
ほ
か
、
川
丈
六
地
蔵
も
祀

っ
た
。
集
ま
る
と
き
に
は
堤
防
上
に
石

を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
と
も
命
じ
た
が
、

石
を
持
っ
て
く
る
習
慣
は
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
）
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
と
い

う
。こ

れ
ら
の
こ
と
を
丘
隅
が
指
示
し
た

の
は
、
治
水
の
要
所
を
意
識
し
て
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た

の
だ
。

受
け
継
が
れ
る
治
水
家
魂

し
か
し
、
田
中
丘
隅
の
つ
く
っ
た
土

臨済宗円覚寺派の珠明寺は、
1420年（応永27）、円覚寺117世
の蘭室妙薫禅師と室町幕府の関
東管領の上杉憲實によって開創
された。酒匂川の氾濫や富士山
の噴火によって、何度も移転を
余儀なくされた。1734年（享保
19）8月8日の氾濫では、水死者
19霊の記録が過去帳に残り、悲
惨な戒名が刻まれた墓も残され
ている。石垣に開いた穴は、横
井土の跡。高台の怒田に避難民
が移転した際に、飲み水として
使われ、1980年（昭和55）ごろ
までは現役だったそうだ。
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扇
状
地
河
川
の
特
徴
と
は

典
型
的
な
扇
状
地
河
川
で
あ
る
酒
匂
川

の
治
水
の
要
は
、
流
路
を
固
定
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
大
久
保
忠
世
が
検
地
を
行

な
っ
て
、
網
目
状
に
流
路
が
広
が
る
酒
匂

川
の
川
筋
を
平
野
の
東
側
に
一
本
に
ま
と

め
、
今
ま
で
川
で
あ
っ
た
場
所
を
新
田
開

発
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
は
、
息
子
の

忠
隣
が
上
流
か
ら
の
水
勢
を
弱
め
る
た
め

に
春
日
森
土
手
、
岩
流
瀬
土
手
、
大
口
土

手
を
築
く
こ
と
で
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、

理
に
か
な
っ
た
治
水
術
だ
と
思
い
ま
す
。

扇
状
地
河
川
の
特
徴
は
、
川
筋
が
い
く

つ
も
で
き
て
し
ま
っ
て
流
路
が
固
定
し
づ

ら
い
こ
と
で
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、
一
定

の
川
筋
を
流
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
土
砂

が
溜
ま
っ
て
地
形
が
高
く
な
る
の
で
（
自

然
堤
防
）、
ま
た
低
い
所
を
求
め
て
流
路
が

変
わ
る
か
ら
で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
は
ま
だ

自
然
河
川
が
残
っ
て
お
り
、
網
目
状
の
流

路
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
航
空

写
真
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
か
ら
平
地
に
出
た
所
で
、
川
に
運
ば

れ
た
粘
着
性
の
な
い
砂
と
礫れ

き

を
中
心
と
す

る
土
砂
が
堆
積
し
始
め
ま
す
。
粘
着
性
が

「
あ
る
か
」「
な
い
か
」
が
川
を
性
格
づ
け

ま
す
が
、
川
も
下
流
に
行
く
と
、
粘
着
性

の
あ
る
土
な
ど
が
多
く
な
る
の
で
、
川
岸

の
浸
食
に
対
し
て
も
強
く
な
り
ま
す
。

川
岸
と
川
底
と
が
同
じ
材
料
で
で
き
て

い
る
た
め
に
、
川
底
の
石
が
動
き
始
め
る

と
、
川
岸
の
石
も
同
時
に
動
き
出
す
。
そ

れ
で
川
を
深
く
保
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

浅
く
て
平
た
い
川
に
な
る
か
ら
、
常
に
左

右
に
振
れ
や
す
い
の
で
す
。
こ
う
し
て
、

扇
状
の
傾
斜
を
持
っ
た
地
形
が
形
成
さ
れ
、

山
か
ら
平
地
に
出
た
所
が
扇
の
要
に
な
り

ま
す
。
禹
王
の
本
場
で
あ
る
黄
河
も
、

「
鉄
の
尾
を
持
つ
」
と
言
わ
れ
、
鄭
州
辺

り
を
尾
の
付
け
根
（
扇
頂
部
）
と
し
て
、
南

北
に
大
き
く
振
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

酒
匂
川
は
平
地
に
出
た
あ
と
で
も
、
山

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
た
め
に
川
筋
が
限
定

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

制
限
す
る
山
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
網
目
状

に
広
が
っ
た
流
路
を
つ
く
る
の
が
扇
状
地

河
川
の
特
徴
な
の
で
す
。
　

扇
状
地
霞
堤
の
機
能

酒
匂
川
は
、
山
梨
の
釜
無
川
・
笛
吹
川

と
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

釜
無
川
・
笛
吹
川
に
も
酒
匂
川
に
も
霞

堤
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
上
流
（
扇
状
地
）
霞

堤
と
下
流
霞
堤
と
で
は
、
求
め
ら
れ
る
役

割
が
違
い
ま
す
。
下
流
霞
堤
は
、
氾
濫
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
的
な
目
的
で
す
。
上
流

か
ら
水
が
入
る
と
田
ん
ぼ
が
や
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
下
流
か
ら
入
る
と
無
事

で
す
し
、
肥
沃
な
土
を
落
と
し
て
い
っ
て

く
れ
る
し
、
よ
り
下
流
の
人
を
氾
濫
か
ら

守
る
。
霞
堤
を
ど
こ
に
ど
う
つ
く
る
か
で
、

あ
ふ
れ
る
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
成
富
兵
庫
茂
安

な
り
ど
み
ひ
ょ
う
ご
し
げ
や
す

が
つ
く
っ
た
象
の

鼻
や
天
狗
の
鼻
、
松
浦
川
の
ア
ザ
メ
の
瀬

も
同
様
の
構
造
で
す
。
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
、

沃
土
や
生
き
も
の
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
。

上
流
（
扇
状
地
）
霞
堤
は
、
流
路
固
定
と

氾
濫
戻
し
。
扇
状
地
河
川
の
勾
配
は
だ
い

た
い
１
０
０
分
の
１
か
ら
５
０
０
分
の
１

ぐ
ら
い
の
間
で
す
。
１
０
０
分
の
１
と
い

う
と
、
１
０
０
ｍ
行
っ
て
１
ｍ
下
が
る
ぐ

ら
い
の
勾
配
。
霞
堤
で
あ
ふ
れ
る
と
い
っ

て
も
水
深
は
せ
い
ぜ
い
２
ｍ
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
傾
斜
が
き
つ
い
の
で
断
続
堤
の
切

れ
目
か
ら
あ
ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、

閉
じ
る
必
要
性
が
な
い
。
万
が
一
切
れ
目

か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
も
、
間
に
入
っ
た
水

が
堤
防
を
支
え
る
役
目
を
し
ま
す
。
二
重

堤
だ
と
思
え
ば
い
い
ん
で
す
。
閉
じ
て
し

ま
う
と
、
逆
に
あ
ふ
れ
た
水
が
戻
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
の
人
は
そ
の
土
地
に
住
む
人
が
損
を

す
る
よ
う
な
仕
組
み
は
絶
対
に
つ
く
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
霞
堤
に
限
ら
ず
、
溜
め
池

で
も
同
じ
で
す
。
み
ん
な
、
洪
水
防
止
の

面
か
ら
し
か
見
て
い
な
い
た
め
霞
堤
の
機

能
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
多

面
的
な
働
き
を
持
つ
こ
と
を
見
直
す
べ
き

で
す
。

釜
無
川
に
合
流
す
る
御
勅
使
川

み
だ
い
が
わ

に
相
当

す
る
の
が
、
酒
匂
川
に
お
け
る
川
音
川
で

す
。
小
河
川
の
ほ
う
が
水
が
先
に
出
て
く

る
の
で
、
大
河
川
の
合
流
地
点
に
土
砂
を

溜
め
ま
す
。
そ
れ
で
川
が
曲
が
る
の
を
、

ど
う
や
っ
て
制
御
す
る
か
と
い
う
の
が
治

水
の
要
点
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
う

し
た
小
河
川
と
の
合
流
点
が
治
水
の
要
衝

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
蓑
笠
之
助
が
つ
く

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
三
角
土
手
が
あ
る

わ
け
で
す
。

甲
州
三
大
難
所
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、

笛
吹
川
の
万
力
、
釜
無
川
の
竜
王
と
笛
吹

川
・
日
川
・
重
川
の
三
川
が
合
流
す
る
近

津
。
こ
れ
ら
の
堤
が
よ
く
切
れ
る
の
で
三

大
水
難
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
甲
府
盆

地
へ
の
水
の
供
給
は
、
こ
こ
か
ら
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
水
が
当
た
る
所
は
、

い
つ
も
水
が
引
け
る
所
な
ん
で
す
。
笛
吹

川
の
万
力
林
に
あ
た
る
の
が
、
酒
匂
川
の

福
沢
神
社
付
近
（
文
命
東
堤
碑
）
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
酒
匂
川
の
地
図
を
見

て
、
福
沢
神
社
と
高
台
病
院
と
寒
田
神
社

と
開
成
ス
ポ
ー
ツ
公
園
付
近
が
、
治
水
上

の
要
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
列
島
の
基
本
構
造

み
な
さ
ん
は
、付
加
体

ふ
か
た
い

（accretionary
prism

／w
edge

）
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
海
洋
プ
レ

ー
ト
が
、
ハ
ワ
イ
の
辺
り
の
中
央
海
嶺
と

い
う
所
か
ら
吹
き
出
し
て
き
て
、
徐
々
に

日
本
列
島
に
押
し
寄
せ
ら
れ
て
大
陸
プ
レ

ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
、
海
の
中
の

堆
積
物
や
サ
ン
ゴ
が
削
り
取
ら
れ
て
、
日

本
列
島
に
付
加
さ
れ
る
。
こ
れ
を
付
加
体
、

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

海
溝
付
近
に
は
、
洪
水
の
と
き
に
川
か

ら
運
ば
れ
た
土
砂
や
岩
石
が
積
も
っ
て
い

き
ま
す
。
酒
匂
川
も
富
士
山
の
噴
火
の
際

に
放
出
さ
れ
た
砂
礫
や
、
川
が
削
り
取
っ

た
た
く
さ
ん
の
土
砂
を
海
溝
に
運
ん
だ
と

想
像
で
き
ま
す
。

生
き
て
い
る
川
酒
匂
川
島
谷
幸
宏

し
ま
た
に
ゆ
き
ひ
ろ

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
教
授

現
代
の
水
害
に
生
き
る

丘
隅
の
精
神

田
中
丘
隅
は
水
防
命
令
書
を
発
行
し

て
、
水
防
組
合
を
つ
く
ら
せ
、
ど
こ
の

堤
防
を
ど
の
村
が
守
る
の
か
を
明
確
に

し
た
。
水
防
を
日
常
生
活
の
一
部
に
し

て
習
慣
化
す
る
こ
と
で
自
衛
す
る
と
い

う
丘
隅
の
思
惑
は
、
１
９
３
８
年
（
昭

和
13
）
の
水
害
時
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

九
十
間

く
じ
っ
け
ん

土
手
は
曽
比

そ
び

と
中
曽
根
を
含

め
、
現
在
も
か
ろ
う
じ
て
残
る
三
つ
の

か
す
み
堤
（
こ
こ
で
は
足
柄
地
域
の
表
記
に
準

ず
る
）
の
内
の
一
つ
。
そ
の
九
十
間
土

手
が
決
壊
の
危
機
を
迎
え
た
の
は
、
１

９
３
８
年
（
昭
和
13
）
の
梅
雨
の
出
来
事

で
あ
る
。

６
月
中
旬
か
ら
降
り
続
い
た
長
雨
で
、

酒
匂
川
は
増
水
し
て
い
た
。
27
日
の
深

夜
か
ら
28
日
の
夕
刻
に
か
け
て
の
豪
雨

に
加
え
、
さ
ら
に
降
り
続
い
た
雨
に
よ

り
、
30
日
の
正
午
過
ぎ
か
ら
九
十
間
土

手
の
南
端
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
決
壊
が
始

ま
っ
た
。

通
常
は
堤
防
を
守
る
た
め
に
置
か
れ

た
〈
川
倉
〉（
水
制
工
　
写
真
左
）
の
残
骸
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北米プレート

太平洋プレート

日
本
海
溝

伊
豆
・
小
笠
原
海
溝

南海
トラ
フ

千
島
海
溝

ユーラシアプレート

フィリピン海プレート

13 富士山と酒匂川

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
海
溝
で
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
は
、
次
々
に
到

着
す
る
新
し
い
付
加
体
が
古
い
付
加
体
の

下
に
潜
り
込
み
な
が
ら
大
陸
側
へ
押
し
上

げ
る
た
め
、
並
行
す
る
逆
断
層
が
形
成
さ

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
並

行
す
る
２
本
の
断
層
間
に
あ
る
岩
体
内
に
お
い
て

は
、
下
部
が
古
く
て
上
部
が
新
し
く
な
る
）。

小
田
原
周
辺
の
海
域
は
プ
レ
ー
ト
が
集

ま
っ
て
い
る
地
帯
で
も
あ
り
、
付
加
体
の

構
成
も
複
雑
で
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

も
確
認
し
て
み
た
の
で
す
が
、
川
底
の
材

料
に
は
火
山
岩
、
花
崗
岩
、
堆
積
岩
と
い

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
岩
石
が
混
在
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
列
島
を
構
成
す
る
材
料
と
し
て
は
、

一
番
新
し
い
付
加
体
が
太
平
洋
側
に
あ
っ

て
、
日
本
海
側
に
徐
々
に
押
し
出
さ
れ
る

た
め
に
北
に
い
く
ほ
ど
古
い
付
可
体
が
存

在
し
ま
す
。

川
の
性
質
を
左
右
さ
せ
る
地
質

日
本
列
島
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
基

本
構
造
な
の
で
す
が
、
火
山
が
載
っ
て
い

る
の
で
他
国
に
比
べ
て
地
質
が
複
雑
に
な

っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
白
砂
青
松
と
い

う
の
は
花
崗
岩
地
帯
な
の
で
、
川
砂
が
白

い
、
と
い
う
よ
う
に
、
山
の
地
質
が
川
の

性
質
に
、
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
す
。

地
質
と
山
か
ら
出
る
水
の
流
量
と
い
う

の
は
も
の
す
ご
く
関
係
が
深
く
て
、
小
水

力
発
電
を
す
る
と
き
の
適
地
探
し
に
効
力

を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。〈
地
質

と
流
出
特
性
〉
の
表
を
見
る
と
、
古
い
地

質
の
所
は
新
し
い
地
質
の
所
の
４
分
の
１

し
か
水
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
火
山
岩
の
所

は
第
４
紀
で
す
か
ら
、
１
０
０
ｈ
で
３
ｔ
。

上
に
植
物
が
載
っ
て
い
る
の
で
植
物
が

寄
与
す
る
面
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
す
が
、

せ
い
ぜ
い
１
割
程
度
で
、
水
量
は
地
質
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
ま
す
。
水
源
の
維

持
管
理
か
ら
い
う
と
森
林
の
保
水
力
も
大

切
で
す
が
、
岩
体
の
容
量
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
、
地
質
の
影
響
の
重
要
性
を

も
っ
と
意
識
す
べ
き
で
す
。

平
野
に
点
在
す
る
〈
島
〉

酒
匂
川
は
自
然
堤
防
が
非
常
に
発
達
し

た
川
で
、
集
落
は
ほ
と
ん
ど
自
然
堤
防
上

に
あ
り
ま
す
。
島
が
つ
い
た
地
名
が
多
く

見
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
現
わ
れ
で
す
。

旧
流
路
の
横
に
は
、
氾
濫
し
た
と
き
に

土
砂
を
堆
積
し
た
跡
と
し
て
自
然
堤
防
が

で
き
ま
す
。
古
い
地
図
を
見
る
と
、
そ
の

跡
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
し
、
川
が
低
い
ほ

う
に
流
れ
た
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
地
図

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
を

堤
防
に
ぶ
つ
け
て
勢
い
を
削
ぎ
、
方
向
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
川
が
行
き
た
い
ほ
う
に
流
れ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

実
際
、
過
去
の
水
害
の
例
を
見
る
と
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
な
い
で
そ
ち
ら
に
流

れ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

川
の
方
向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
の
は
、

利
水
に
有
利
だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

取
水
口
は
高
い
所
に
設
け
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
川
全
体
を
扇
状
地
の
中
で
も
高
い

所
に
導
い
て
お
け
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
水

が
引
け
て
都
合
が
良
い
の
で
す
。
ま
た
流

路
を
固
定
す
れ
ば
、
扇
状
地
全
体
を
網
目

状
に
流
れ
く
ね
っ
て
い
た
酒
匂
川
の
澪
筋

み
お
す
じ

を
整
理
し
て
、
残
り
の
土
地
を
開
発
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
大
久
保
忠

世
・
忠
隣
親
子
が
行
な
っ
た
足
柄
平
野
の

開
発
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
手
法
で
し
た
。

日
本
の
古
代
に
拓
け
た
土
地
は
、
例
え

ば
大
和
盆
地
や
九
州
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

は
じ
め
は
小
河
川
の
扇
頂
に
集
落
が
形
成

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
治
水
技
術
が
向
上

す
る
と
、
大
河
川
の
扇
状
地
に
も
進
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
足
柄
平
野

全
体
を
見
渡
す
と
、
酒
匂
川
の
左
岸
の
山

あ
い
に
あ
る
曽
我
と
い
う
地
名
の
辺
り
が

古
く
か
ら
開
け
た
集
落
で
あ
る
と
予
想
で

き
、
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
は
扇
状
地
河
川
に
お
い
て
は
、
大
変

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
柄
が
１
９
６
０
年

代
に
あ
り
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
、

全
国
の
河
川
の
高
さ
が
約
３
ｍ
下
が
っ
た

こ
と
で
す
。
日
本
全
体
で
２
億
ｔ
ぐ
ら
い

の
土
砂
が
出
る
の
で
す
が
、
ピ
ー
ク
時
に

は
３
分
の
１
以
上
の
土
砂
が
採
取
さ
れ
、

し
か
も
土
砂
許
可
量
が
あ
ま
り
守
ら
れ
ず

に
大
量
採
取
さ
れ
た
結
果
で
す
。
そ
の
た

め
に
河
川
の
高
水
敷
が
安
定
し
て
、
そ
こ

が
樹
林
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
網

目
状
に
複
数
の
川
筋
に
水
が
流
れ
て
い
た

の
に
、
単
立
化
と
い
っ
て
澪
筋
を
一
つ
に

集
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
樹
林

化
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

酒
匂
川
は
樹
林
化
し
な
い
で
砂
礫
に
覆

わ
れ
て
白
い
河
原
が
見
え
ま
す
が
、
こ
う

い
う
川
は
今
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
川
ら
し
い
川
を
見
た
と
思
い

ま
し
た
。

扇
状
地
河
川
の
特
徴
の
一
つ
は
こ
の
河

原
で
す
が
、
現
在
は
河
原
が
減
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
河
原
の
再
生
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
酒
匂
川
に
は
良
い
河
原
が
残
っ
て

い
ま
す
ね
。
私
た
ち
は
酒
匂
川
の
よ
う
な

川
を
〈
生
き
て
い
る
川
〉
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

班目村

壗下村

新宿駒形炭焼所村

沼田村

北窪村

府川村
清水新田

穴
部
新
田

穴
部
村

飯田岡村

蓮
正
寺
村

中
曽
根
村

堀
之
内
村

柳
新
田

新屋村

小
台
村

岩原村

塚原村

和田河原村

竹松村

栢山村

曽比村

宮
台
村

牛
嶋
村

中之名村

円通寺村

延沢村

吉
田
嶋
村

金井嶋村
千
津
嶋
村

岡
野
村

怒
田
村

岩流瀬土手決壊箇所

大口土手決壊箇所

東
側
の
村

西
側
の
村

大
口
水
下
六
カ
村

川音川

海

尺
里
川

ひ
さ
り 

が
わ

酒
匂
川
新
川
通

酒
匂
川
本
川
通

小田原城

 　

大陸プレート

海洋プ
レート

付加体

プランクトンの
死骸やサンゴ礁
などの堆積物

川から運ばれてくる
土砂の堆積物

マントル

海嶺

海溝

付加体の構造

0 1 2 mm／日

古生層

中生層

花崗岩類

第三紀火山群類

第四紀火山群類

関東地方における低水量

流
域
の
地
質
区
分

1.1

1.63

2.86

0.67

1.39

地質と流出特性の関係

決壊した酒匂川の新流路
1720年（享保5）10月「相州酒匂川本川
通川除御普請御願絵図」より、編集部が
作図（明治大学博物館　瀬戸家資料）
赤色部分が移転を余儀なくされた、大口
水下水損六カ村。

足柄平野は三つのプレートの境界にあるため、複雑な地質が形成された。

基本的に地質は古くなるほど締め固められ硬くなるので、水が浸透しにく
いと考えればよい。地質により4倍の開きがあることが数値から読み取れ
る。ただし花崗岩は風化しやすいので保水力は比較的大きくなる。このよ
うな特徴は、平常時の河川の流出特性にも同様の影響を及ぼす。
注：低水量とは、一年のうち275日（9カ月）間これより下がらない水量。

（虫明功臣さんらの研究を島谷幸宏さんがまとめたものです）



に
ぶ
つ
か
っ
た
本
流
が
、
中
土
手
を
直

撃
し
始
め
る
。
中
土
手
が
切
れ
る
と
開

成
町
南
部
か
ら
小
田
原
市
ま
で
水
浸
し

に
な
る
。
死
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要

な
最
後
の
砦
で
あ
る
。
地
元
住
民
に
よ

る
〈
川
倉
〉
の
撤
去
と
松
の
木
に
よ
る

木
流
し
が
敢
行
さ
れ
た
が
、
危
険
は
ま

す
ま
す
高
ま
り
、
半
井
神
奈
川
県
知
事

は
、
つ
い
に
赤
羽
工
兵
隊
と
横
浜
消
防

隊
に
救
援
要
請
を
出
し
た
。

「
し
か
し
中
土
手
を
守
り
抜
い
た
の
は
、

地
元
住
民
パ
ワ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
大

き
な
鋸
を
体
に
縛
り
付
け
、
激
流
の
酒

匂
川
に
命
綱
な
し
で
飛
び
込
ん
で
〈
川

倉
〉
を
切
り
倒
し
た
の
は
、
地
元
吉
田

島
の
15
人
だ
っ
た
の
で
す
。
危
険
で
あ

14水の文化40『大禹の治水』 2012／02

る
が
故
に
、
工
兵
隊
が
た
め
ら
う
中
を

飛
び
込
ん
で
い
っ
た
15
人
の
こ
と
を
郷

土
の
誇
り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
語

り
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
」

こ
の
と
き
壊
れ
た
九
十
間
土
手
は
１

９
４
１
年
（
昭
和
16
）
に
丸
２
年
を
要
し

て
復
旧
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

は
大
口
土
手
が
築
か
れ
て
４
０
０
周
年
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
は
九
十
間
土
手

修
復
70
周
年
の
記
念
の
年
。
こ
う
し
た

節
目
に
は
、
必
ず
過
去
の
経
験
を
生
か

す
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、〈
足
柄
の
歴
史
再

発
見
ク
ラ
ブ
〉
メ
ン
バ
ー
が
運
営
の
強

力
な
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
い
る
。

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
10
月
22
日
に

行
な
わ
れ
た
〈
酒
匂
川
か
す
み
堤
　
九

十
間
土
手
修
堤
70
周
年
を
考
え
る
小
田

原
・
開
成
の
住
民
の
集
い
〉
で
大
脇
さ

ん
は
、
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
）
の
大
水

害
以
降
、
酒
匂
川
の
防
災
意
識
が
次
第

に
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。そ

の
理
由
と
し
て
、
①
三
保
ダ
ム
完

成
（
１
９
７
８
年
〈
昭
和
53
〉）
に
よ
る
洪
水

調
整
機
能
へ
の
過
信
、
②
都
市
化
に
よ

る
か
す
み
堤
消
滅
で
遊
水
地
機
能
が
失

わ
れ
た
こ
と
、
③
そ
し
て
流
域
市
町
村

（
静
岡
県
、
神
奈
川
県
３
市
、
５
町
）
の
連
携
意

識
の
低
下
、
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

特
に
、
①
の
洪
水
調
整
機
能
に
つ
い
て

は
、
酒
匂
川
全
水
量
の
３
分
の
１
に
し

か
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

次
に
控
え
る
大
き
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

上から、1938年（昭和13）の水害で崩れた九
十間土手が修復されて70年が経過。九十間土
手は、かすみ堤として現役で活躍している／
金井島にある瀬戸屋敷には、富士山宝永噴火
のスコリアが一目でわかる〈はぎ取り標本〉
がある／副読本『富士山と酒匂川』を手にし
た佐久間俊治会長と事務局長の大井みちさん。

上から、山から平地に流れ出た酒匂川は、
春日の森土手でコントロールされて河岸段
丘である釜淵にぶつかって、ほぼ直角に流
れを変える。写真向かって右に見える土壁
が釜淵だ／大口土手そばに建立された文命
宮と文命東堤碑。どちらも関東大震災で倒
壊していたのだが、2009年（平成21）に復
元された。文命宮の石は祠部分以外は、新
しい石だ。文命東堤碑の原文は、田中丘隅
が書き、荻生徂徠が推敲したもの。



は
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
文
命
用
水

完
成
80
周
年
だ
。
大
久
保
忠
隣
以
来
３

１
０
年
余
続
い
た
取
水
方
式
が
関
東
大

震
災
で
壊
滅
。
酒
匂
川
か
ら
直
接
取
水

す
る
従
来
の
灌
漑
用
水
は
、
氾
濫
に
よ

っ
て
取
水
口
が
泥
で
詰
ま
っ
た
り
破
壊

さ
れ
る
と
、
修
復
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
び
に
動
員
さ
れ
る
農
民
の

労
苦
は
、
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
幹
線
水
路
を
酒
匂
川
沿
い
に
新

設
し
、
そ
こ
か
ら
灌
漑
用
水
路
に
流
す

画
期
的
な
用
水
シ
ス
テ
ム
が
計
画
さ
れ

た
。
こ
れ
が
、
文
命
用
水
だ
。
山
北
町

の
足
柄
橋
近
く
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
は
、

右
岸
の
開
成
町
側
か
ら
川
底
を
サ
イ
ホ

ン
で
通
し
て
、
左
岸
の
松
田
町
・
大
井

町
・
小
田
原
市
に
送
ら
れ
て
い
る
。
文

命
用
水
に
は
落
差
を
利
用
し
た
水
力
発

電
所
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

15 富士山と酒匂川

「
当
時
は
発
電
に
対
す
る
偏
見
が
あ
っ

て
、
作
高
に
悪
影
響
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
反
対
運
動
が
起
き
ま
し
た
。

幾
多
の
紆
余
曲
折
を
乗
り
越
え
て
、
大

規
模
な
幹
線
水
路
を
新
設
し
た
先
人
た

ち
の
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
」
と

大
脇
さ
ん
。
壊
れ
た
も
の
を
元
通
り
に

復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
自

体
を
見
直
し
た
英
知
と
勇
気
を
称
え
た

い
。

〈
足
柄
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
の
面
白

い
の
は
、
発
見
で
は
な
く
再
発
見
と
い

う
と
こ
ろ
。
地
域
に
は
宝
が
た
く
さ
ん

あ
る
け
れ
ど
、
忘
れ
ら
れ
た
り
、
正
当

に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
磨
け

ば
光
る
石
を
み
つ
け
て
、
輝
か
せ
る
の

が
再
発
見
ク
ラ
ブ
の
役
割
だ
。
楽
し
み

な
が
ら
再
発
見
を
続
け
る
人
た
ち
が
、

今
、
禹
を
媒
介
に
求
心
力
を
発
揮
し
て

い
る
。

『
富
士
山
と
酒
匂
川
』
で
は
、
開
成
町

の
文
命
中
学
校
の
美
術
部
の
生
徒
た
ち

が
挿
絵
を
描
い
て
く
れ
た
。
当
時
、
平

均
年
齢
63
歳
だ
っ
た
〈
足
柄
の
歴
史
再

発
見
ク
ラ
ブ
〉
の
会
員
た
ち
の
孫
世
代

と
の
お
つ
き
合
い
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
郷
土
史
に
興
味
を
持
つ
頼
も
し
い

人
材
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。
酒
匂
川
の
防

災
意
識
を
希
薄
に
し
て
し
ま
っ
た
三
つ

の
原
因
も
、
郷
土
史
を
学
ぶ
こ
と
で

徐
々
に
改
善
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

取
材：

２
０
１
１
年
９
月
25
日

島谷幸宏さんと岡田真美子さんが、地図上からその
重要性に注目していたのが、松田町惣領にある寒田
神社。仁徳天皇創建といわれる由緒のある神社で、
古風土記にも記述がある。かつては相模田神社、佐
武多神社、佐牟太神社等と称した。1654年（承応3）
酒匂川の氾濫により社殿等が流出している。やはり、
治水上の重要地点であろう。かつては、鳥居の前に
酒匂川がきていたと推測される。地図は大正時代の
旧酒匂川流域。
国土地理院2万5千分の1地形図「山北（大正10年測図、大正14年
4月30日発行）」、「秦野（大正10年測図、大正14年7月25日発行」、
「関本（大正5年測図、大正8年4月30日発行」、「国府津（大正5年
測図、大正8年2月22日発行」より編集部で作図
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分
の1地形図を複製したものである。（承認番号　平23情複、第663
号）

寒田神社



う
な
連
座
制
な
ど
を
改
め
て
い
ま
す
。

徳
川
直
轄
地
の
特
殊
性

こ
れ
は
私
の
推
測
な
の
で
す
が
、
近

世
人
の
改
名
に
つ
い
て
の
話
で
す
。
新

撰
組
の
近
藤
勇
は
、
甲
陽
鎮
撫
隊
を
率

い
て
甲
府
城
の
占
拠
に
向
か
う
に
あ
た

っ
て
、
大
久
保
剛
、
土
方
歳
三
は
内
藤

隼
人
と
改
名
し
ま
す
。
一
方
、
東
山
道

軍
参
謀
と
し
て
土
佐
軍
と
因
幡
軍
を
率

い
る
乾
退
助
は
「
入
甲
」
に
あ
た
り
、

板
垣
退
助
と
改
名
し
ま
す
。

大
久
保
は
、
お
そ
ら
く
八
王
子
千
人

同
心
を
代
官
と
し
て
最
初
に
指
図
し
て
、

西
方
か
ら
の
江
戸
攻
撃
を
防
御
す
る
基

盤
を
つ
く
っ
た
大
久
保
長
安

な
が
や
す

（
８
ペ
ー
ジ

参
照
）
、
内
藤
は
江
戸
城
か
ら
府
内
麹
町
、

四
谷
門
を
経
て
多
摩
に
抜
け
る
道
筋
に

屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
譜
代
大
名
内
藤
氏

（
高
遠
藩
）
の
名
字
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

対
す
る
乾
が
選
ん
だ
板
垣
姓
は
、
武
田

信
玄
の
重
臣
、
板
垣
信
形
か
ら
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
摩
地
域
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
将

軍
・
旗
本
領
と
い
う
直
轄
地
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
東
照
神
君
（
家
康
）
、
東

照
大
権
現
へ
の
想
い
、
恩
頼
感
情
が
余よ

所そ

と
比
べ
て
根
強
い
。
そ
の
こ
と
は
、

千
人
同
心
や
新
撰
組
、
農
兵
、
さ
ら
に

は
武
州
一
揆
に
加
わ
っ
た
百
姓
に
も
見

ら
れ
ま
す
。
板
垣
姓
を
名
乗
る
こ
と
で
、

甲
州
に
点
在
す
る
武
田
家
遺
臣
や
領
民

が
徳
川
か
ら
離
れ
、
新
政
府
に
帰
順
す
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丘
隅
を
用
い
た

吉
宗
—
大
岡
ラ
イ
ン

富
士
山
が
１
７
０
７
年
（
宝
永
４
）
に

大
爆
発
し
て
、
噴
火
に
よ
る
降
灰
が
酒

匂
川
に
溜
ま
っ
た
こ
と
で
土
手
が
切
れ
、

足
柄
平
野
は
洪
水
の
常
襲
地
帯
と
な
り

ま
し
た
。
徳
川
吉
宗
は
、
そ
の
治
水
事

業
を
大
岡
越
前
守
忠
相
に
命
じ
、
大
岡

は
田
中
丘
隅
を
復
旧
工
事
の
責
任
者
に

任
じ
ま
し
た
。

田
中
丘
隅
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
そ
の

仕
事
を
見
事
に
や
り
遂
げ
、
災
害
の
再

発
を
防
ぐ
仕
組
み
と
し
て
大
口
土
手
と

岩
流
瀬
土
手
に
中
国
・
夏
王
朝
初
代
の

禹
を
祀
り
ま
し
た
。
大
口
土
手
に
つ
く

ら
れ
た
碑
の
原
文
は
田
中
丘
隅
が
書
き
、

吉
宗
の
命
で
荻お

生
徂
徠

ぎ
�
う
そ
ら
い

が
添
削
し
、
大

岡
が
幕
府
代
表
と
し
て
検
分
に
訪
れ
た

と
い
い
ま
す
。

大
岡
越
前
守
忠
相
は
、
１
７
１
７
年

（
享
保
２
）
か
ら
19
年
間
江
戸
町
奉
行
を

務
め
ま
し
た
が
、
兼
職
の
形
で
１
７
２

２
年
（
享
保
７
）
関
東
地
方
御
用
掛

じ
か
た
ご
よ
う
が
か
り

に
任

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
農
政
担
当

機
関
で
あ
る
勘
定
所
と
競
合
す
る
形
で
、

武
蔵
を
中
心
に
各
地
で
新
田
開
発
な
ど

の
農
政
を
担
当
し
ま
し
た
。

享
保
期
に
は
、
か
な
り
い
ろ
い
ろ
な

政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
歴
史
の
中
の
曲

が
り
角
と
し
て
大
き
な
も
の
で
し
た
。

律
（
刑
法
）
の
見
直
し
も
、
そ
の
一
つ
で

す
。
古
代
の
日
本
は
遣
唐
使
を
派
遣
し

て
、
中
国
の
律
令
政
治
の
仕
組
み
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
室
町
幕
府
の
時
代
は
、

中
国
と
の
間
に
冊
封
・
朝
貢
の
関
係
が

で
き
て
い
た
の
で
す
が
、
貿
易
（
勘
合
貿

易
）
利
益
を
得
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り

ま
し
た
し
、
そ
の
う
ち
に
中
断
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
遣

唐
使
の
廃
止
以
降
、
王
朝
が
交
代
す
る

た
び
に
改
編
さ
れ
た
中
国
の
律
を
学
ん

で
こ
な
か
っ
た
。
４
０
０
年
続
い
た
明

代
の
律
も
、
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
　

日
本
に
そ
う
い
う
こ
と
を
学
ぶ
儒
者

が
育
っ
て
き
た
、
と
い
う
背
景
も
あ
り

ま
す
。
紀
伊
藩
主
徳
川
光
貞
や
加
賀
藩

主
前
田
綱
紀
と
そ
の
周
辺
の
学
者
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
の
が
嚆
矢

こ
う
し

で
す
。
荻

生
徂
徠
な
ど
は
中
国
に
行
っ
た
こ
と
も

な
い
の
に
、
発
音
も
非
常
に
巧
み
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
刑
法
と
い
う
の
は
現
場

の
実
状
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
本
当

の
意
味
で
の
理
解
が
難
し
い
の
で
す
が
、

徂
徠
は
『
明
律
国
字
解
』
を
著
し
て
、

今
の
私
た
ち
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

書
き
下
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

光
貞
の
子
で
あ
る
徳
川
吉
宗
が
８
代

将
軍
に
な
っ
て
か
ら
幕
府
内
部
で
も
、

改
め
て
明
律
な
ど
の
研
究
を
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
大
き
く
い
え
ば
「
寛
刑
化

か
ん
け
い
か

」

が
進
み
ま
し
た
。
今
の
表
現
を
使
え
ば
、

司
法
改
革
で
す
ね
。
戦
国
時
代
の
名
残

で
あ
る
「
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
」
と

い
っ
た
よ
う
な
残
虐
刑
を
ゆ
る
め
、
特

に
遠
隔
の
血
縁
者
で
も
同
罪
に
す
る
よ

深谷 克己
ふかや  かつみ

早稲田大学名誉教授　文学博士

1939年、三重県久居市生まれ。早稲田大学文学研究科史学専攻博士課程修了。

1971年同文学部助手、1974年専任講師、1977年助教授、1982年教授に就任。

1980年、「百姓一揆の歴史的構造」で早稲田大学文学博士。アジア民衆史研

究会代表、早稲田大学アジア歴史文化研究所（総合研究機構プロジェクト研

究所）代表などを歴任。2010年、同大学を定年退職。専門は日本近世史。

主な著書に『百姓一揆の歴史的構造』（校倉書房 1979）、『百姓成立』（塙書

房 1993）、『近世人の研究 ー江戸時代の日記に見る人間像』（名著刊行会 2003）、

『藩政改革と百姓一揆 津藩の寛政期』（比較文化研究所 2004）、『江戸時代の

身分願望ー身上りと上下無しー』（吉川弘文館 2006）ほか

川崎宿名主だった田中丘隅は、

酒匂川改修を見事にやり遂げ、

足柄平野の洪水常襲地帯を復興させました。

中国・夏王朝初代の禹を祀る大口土手の文命宮と

文命東堤碑、岩流瀬土手の文命宮と文命西堤碑は、

災害の再発を防ぐ、丘隅の想いが込められた仕組みです。

献言書『民間省要』を著した丘隅を

認めた時代背景について、深谷克己さんにうかがいました。

田中丘隅を認めた時代



る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す
。
乾
家
は
、

幸
い
に
し
て
板
垣
信
形
の
末
裔
で
も
あ

っ
た
の
で
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
な
改

名
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

八
王
子
千
人
同
心

武
蔵
国
多
摩
郡
八
王
子
（
現
・
八
王
子
市
）
に
配

置
さ
れ
た
郷
士
身
分
の
警
備
組
織
。
徳
川
家
康
の
江

戸
入
府
に
伴
い
、
１
６
０
０
年
（
慶
長
５
）
に
発
足

し
、
甲
州
口
（
武
蔵
・
甲
斐
国
境
）
の
警
備
と
治
安

維
持
が
任
務
と
さ
れ
た
。
初
代
の
統
括
者
は
、
代
官

頭
大
久
保
長
安
。
甲
斐
の
武
田
家
の
滅
亡
後
に
武
田

遺
臣
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
。
甲
斐
が
天
領
に
編
入

さ
れ
、
太
平
が
続
い
て
国
境
警
備
の
役
割
が
薄
れ
る

と
、
日
光
東
照
宮
を
警
備
す
る
日
光
勤
番
が
主
な
仕

事
と
な
っ
た
。

新
撰
組
が
ど
こ
で
崩
壊
し
た
か
を
判

断
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
甲
陽
鎮
撫
隊
を
つ
く
っ
て
最

後
ま
で
応
戦
し
て
い
る
し
、
そ
の
資
金

を
全
部
で
は
な
い
と
し
て
も
、「
大
政

奉
還
」
し
た
後
の
江
戸
城
の
指
揮
者
ク

ラ
ス
が
資
金
を
渡
し
て
い
ま
す
か
ら
、

京
都
で
敗
退
し
た
と
き
が
終
わ
り
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
ろ
に
は
幕
府
の

老
中
会
議
は
崩
壊
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

京
都
で
は
近
藤
に
大
名
格
を
与
え
て
い

ま
す
。

江
戸
城
か
ら
一
番
直
近
の
防
備
線
は

麹
町
、
次
が
多
摩
、
そ
の
先
端
が
八
王

子
で
、
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
の
が
、
甲

府
城
。
陽
と
い
う
の
は
州
と
同
じ
意
味

で
、
甲
州
の
こ
と
。
甲
府
城
を
い
ち
早

く
奪
取
し
て
、
幕
府
の
回
復
を
図
ろ
う

と
し
て
、
近
藤
は
大
久
保
、
土
方
は
内

藤
と
名
乗
っ
た
。
そ
こ
に
私
は
、
彼
ら

が
江
戸
を
守
る
、
と
い
う
意
気
込
み
を

見
る
の
で
す
。

徳
川
が
江
戸
に
入
府
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原

攻
め
で
し
た
。
関
東
の
覇
者
で
あ
る
後

北
条
氏
の
小
田
原
城
に
は
支
城
が
58
も

あ
っ
て
、
江
戸
城
も
八
王
子
城
も
そ
れ

ら
の
一
つ
で
す
。
小
田
原
攻
め
で
は
八

王
子
城
で
玉
砕
型
の
激
戦
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
城
攻
撃
を
担
当
し
た

の
は
、
徳
川
勢
。
で
す
か
ら
家
康
は
、

江
戸
は
西
か
ら
攻
撃
を
受
け
や
す
い
こ

と
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
す
。
　
　

当
時
、
社
会
の
動
揺
が
大
き
く
な
っ

て
悪
ね
だ
り
や
強
盗
な
ど
が
増
え
ま
し

た
が
、
安
全
を
保
障
す
る
領
主
の
力
は

衰
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
各
地
の

豪
農
の
間
で
は
、
自
衛
の
必
要
を
考
え

て
剣
術
稽
古
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

八
王
子
宿
と
高
井
戸
宿
の
中
間
に
置
か

れ
た
日
野
宿
の
名
主
問
屋
の
佐
藤
彦
五

郎
も
、
自
邸
の
一
角
に
出
稽
古
用
の
道

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
天
然
理
心
流
の

剣
士
、
沖
田
総
司
ら
が
出
張
し
て
き
て
、

村
の
若
者
た
ち
に
剣
術
を
教
え
て
い
ま

す
。
農
兵
は
、
洋
式
の
出
で
立
ち
で
銃

砲
の
調
練
を
行
な
い
、
千
人
同
心
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
８
６
６
年
（
慶
応
２
）
の
武
州
一
揆

（
通
称
、
名
栗
の
ぶ
っ
こ
わ
し
）
鎮
圧
や
八
王

子
で
の
薩
摩
浪
士
捕
縛
に
も
尽
力
し
て

い
ま
す
。
日
野
宿
で
は
、
多
摩
を
支
配

し
て
い
た
伊
豆
代
官
の
江
川
太
郎
左
衛

門
の
指
示
で
、
郷
土
防
衛
意
識
を
持
っ

た
在
村
武
装
集
団
も
つ
く
ら
れ
、
江
川

17 田中丘隅を認めた時代

農
兵
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

土
方
歳
三
の
姉
と
結
婚
し
、
新
撰
組

の
支
援
者
で
も
あ
っ
た
彦
五
郎
た
ち
は
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
敗
れ
て
江
戸
に
戻

っ
て
き
た
近
藤
た
ち
を
迎
え
、
兵
糧
隊

と
し
て
農
兵
隊
（
春
日
隊
）
を
組
織
し
、

甲
陽
鎮
撫
隊
に
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

近
世
の
身
分
制

江
戸
時
代
の
身
分
制
の
特
徴
は
、

「
身
分
別
に
支
配
す
る
」、
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
町
奉
行
所
の
役
人
た

ち
は
、
旗
本
に
も
寺
社
に
も
手
が
出
せ

な
い
。
身
分
の
高
低
と
い
う
よ
り
も
、

属
す
る
身
分
集
団
が
違
う
と
監
督
・
監

察
す
る
者
も
違
う
。
こ
れ
を
「
筋
違
い
」

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
身
分
別
支
配
と

い
う
の
が
近
世
的
な
特
徴
で
す
。

御
三
家
の
紀
州
藩
主
か
ら
将
軍
に
な

っ
て
江
戸
に
乗
り
込
ん
で
き
た
吉
宗
は
、

御
三
家
出
身
の
将
軍
と
い
っ
て
も
宗
家

筋
で
は
な
い
。
自
分
一
人
が
乗
り
込
ん

で
も
、
権
力
は
形
成
で
き
な
い
。
そ
こ

で
紀
州
藩
か
ら
二
、
三
百
人
、
家
来
を

引
き
連
れ
て
き
た
。
三
河
以
来
の
旗
本

で
は
な
く
、
新
参
の
旗
本
や
御
家
人
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
諜
報
組
織
で
あ
る
伊

賀
者
も
甲
賀
者
も
信
用
し
な
い
。
御
庭

番
と
い
う
組
織
を
設
け
て
紀
州
出
身
の

者
を
使
う
。
江
戸
城
政
治
で
も
同
じ
で

す
。
や
が
て
江
戸
城
政
治
は
、
紀
州
系

の
人
材
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
が
田
沼
意
次

お
き
つ
ぐ

て
、
解
決
で
き
な
い
問
題
が
増
え
て
き

た
か
ら
で
す
。
明
律
の
研
究
も
中
国
の

真
似
を
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
紛

争
解
決
を
図
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
の

蓄
積
、
特
に
中
国
の
刑
法
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
研
究
し
直
そ
う
と
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
　

裁
判
の
た
め
に
宿
屋
（
公
事
宿
）
に
逗

留
し
て
、
訴
状
を
出
し
判
決
を
待
つ
遠

方
の
百
姓
な
ど
も
多
く
い
ま
し
た
。
訴

訟
代
表
者
を
送
り
出
し
た
村
か
ら
す
る

と
、
非
常
に
費
用
が
か
さ
む
。
そ
う
い

う
状
況
が
、
吉
宗
の
膝
元
の
江
戸
で
生

ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
吉
宗
は
対
応

し
た
わ
け
で
す
。
田
中
丘
隅
も
、
川
崎

宿
名
主
の
と
き
に
、
江
戸
に
訴
訟
で
赴

く
人
の
苦
労
話
を
聞
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

『
民
間
省
要
』
を
著
す
背
景

田
中
丘
隅
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、

長
大
な
意
見
書
で
あ
る
『
民
間
省
要
』

の
解
説
と
し
て
、
法
政
大
学
名
誉
教
授

の
村
上
直
さ
ん
た
ち
が
平
川
家
本
か
ら

ま
と
め
て
い
る
も
の
が
一
番
新
し
く
、

正
確
な
も
の
で
す
。
例
え
ば
「
キ
ュ
ウ

グ
」
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
も
、
本
人

が
書
い
た
よ
う
に
休
に
愚
と
し
た
ほ
う

が
い
い
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

新
政
府
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
、

国
会
開
設
運
動
、
自
由
民
権
運
動
と
い

わ
れ
る
活
動
が
広
ま
っ
た
時
期
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
建
白
の
時
代
と
呼

で
す
。
父
親
が
吉
宗
に
従
っ
て
和
歌
山

か
ら
江
戸
に
来
る
。
そ
の
子
の
意
次
が

吉
宗
以
降
三
代
の
将
軍
の
「
恩
寵
」
で

５
万
石
ク
ラ
ス
の
大
名
に
な
り
、
政
策

を
牽
引
し
ま
し
た
。

吉
宗
が
確
立
し
た
、
い
わ
ば
「
紀
州

王
朝
」
の
顕
著
な
例
が
、
御
三
卿

ご
さ
ん
き
ょ
う

（
吉

宗
が
分
立
し
た
徳
川
氏
の
一
族
。
田
安
徳
川
家
と

一
橋
徳
川
家
と
清
水
徳
川
家
）
で
す
。
吉
宗

の
孫
の
家
治
の
子
で
「
世
子
」
に
決
ま

っ
て
い
た
家
基
が
若
く
し
て
急
死
し
た

こ
と
か
ら
、
さ
っ
そ
く
御
三
卿
の
一
橋

家
か
ら
家
斉
が
出
て
11
代
将
軍
に
な
り

ま
し
た
。

吉
宗
が
目
安
箱
を
江
戸
城
の
評
定
所

近
く
の
門
に
出
し
て
、
投
書
を
大
い
に

奨
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
訴
え

を
捨
文
の
形
に
す
る
こ
と
が
流
行
り
ま

し
た
。
日
本
橋
に
は
目
安
提
出
推
奨
の

高
札
が
出
さ
れ
、
三
つ
内
容
を
奨
め
て

い
ま
す
。
一
は
政
治
向
き
（
お
仕
置
き
筋
）

の
改
革
案
、
二
は
悪
政
の
事
実
（
私
曲
・

非
分
）
事
例
、
三
は
裁
判
の
遅
滞
（
永
々

捨
て
置
き
）
の
言
い
分
で
す
。「
裁
判
が

遅
れ
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
増
え
た

背
景
に
は
、
民
間
の
経
済
活
動
が
活
発

に
な
っ
た
た
め
に
、
訴
訟
が
増
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
と
い
う
よ
り
、

利
害
の
も
つ
れ
か
ら
訴
訟
に
及
ぶ
者
が

増
え
る
一
方
で
、
領
分
を
越
え
る
紛
争

で
は
江
戸
の
評
定
所
で
裁
判
を
行
な
い

ま
し
た
。

吉
宗
が
刑
法
を
改
革
し
よ
う
と
考
え

た
の
は
、
法
と
実
際
と
に
齟
齬

そ
ご

が
で
き



ば
れ
て
多
く
の
人
が
意
見
を
提
出
し
ま

し
た
。
江
戸
時
代
は
、
以
前
は
言
論
な

ど
ほ
ど
遠
い
イ
メ
ー
ジ
と
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
田
中
丘
隅
の
よ
う
に
下
か
ら

意
見
を
出
し
た
事
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

献
言
（
建
言
）
の
時
代
と
い
え
ま
す
。
建

白
も
似
た
言
葉
で
す
が
、
多
少
主
張
の

度
合
い
が
強
い
と
解
さ
れ
る
た
め
、
明

治
以
降
は
、
特
定
の
主
君
の
み
で
な
く

公
に
訴
え
出
る
場
合
に
建
白
と
い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

主
君
か
ら
「
異
見
」（
自
説
を
主
張
す
る

の
で
、
意
見
よ
り
異
見
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
）

を
言
え
、
と
言
わ
れ
て
家
臣
が
主
君
に

建
言
す
る
こ
と
は
諫
言

か
ん
げ
ん

と
い
わ
れ
ま
す
。

主
君
が
家
臣
か
ら
誓
詞
を
徴
す
る
と
き

に
は
、
考
え
た
異
見
を
必
ず
言
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
内
容
を
入
れ

る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
行

政
実
務
を
根
気
良
く
や
る
こ
と
と
合
わ

せ
て
、
戦
国
の
槍
働
き
の
忠
義
（
武
功
）

で
な
く
、
近
世
的
な
忠
義
で
あ
る
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
17
世
紀

の
名
君
と
い
わ
れ
た
池
田
光
政
も
、
既

に
そ
う
し
た
誓
約
を
徴
し
て
い
ま
す
。

池
田
光
政
（
１
６
０
９
〜
１
６
８
２
年
）

西
国
将
軍
と
呼
ば
れ
た
池
田
輝
政
の
孫
。
水
戸

藩
主
の
徳
川
光
圀
、
会
津
藩
主
の
保
科
正
之
と
並

び
、
江
戸
時
代
初
期
の
三
名
君
と
称
さ
れ
て
い
る
。

７
歳
の
と
き
に
42
万
石
の
姫
路
藩
主
で
あ
る

父
・
利
隆
が
死
去
。
幼
少
を
理
由
に
因
幡
鳥
取
藩

32
万
５
０
０
０
石
に
減
転
封
と
な
る
。
叔
父
・
池

田
忠
雄
の
死
去
に
伴
い
、
岡
山
藩
31
万
５
０
０
０

石
へ
移
封
。
幕
府
が
推
奨
し
た
朱
子
学
で
は
な
く
、

陽
明
学
を
信
奉
し
、
陽
明
学
者
の
熊
沢
蕃
山
を
招

聘
し
、〈
諫
め
箱
〉
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
次
第

に
朱
子
学
に
近
づ
き
、
蕃
山
と
齟
齬
が
生
ま
れ
た
。

１
６
４
１
年
（
寛
永
18
）
全
国
初
の
藩
校
と
し

て
花
畠
教
場
及
び
、
１
６
７
０
年
（
寛
文
10
）
庶

民
の
学
校
と
し
て
は
日
本
最
古
の
閑
谷
学
校
を
開

い
た
。
岡
山
郡
代
官
と
し
て
津
田
永
忠
を
登
用
し
、

干
拓
に
よ
る
新
田
開
発
や
百
間
川
（
旭
川
放
水
路
）

の
開
鑿
な
ど
の
治
水
事
業
、
産
業
の
振
興
を
奨
励

し
て
、
教
育
の
充
実
と
質
素
倹
約
を
旨
と
す
る

〈
備
前
風
〉
と
い
わ
れ
る
政
治
姿
勢
を
確
立
し
た
。

田
中
丘
隅
は
、
唐
の
史
官
で
あ
る
呉

兢
が
編
成
し
た
と
さ
れ
る
太
宗
皇
帝

（
李
世
民
）
の
言
行
録
『
貞
観
政
要

じ
ょ
う
が
ん
せ
い
よ
う』（

全
10

巻
40
篇
）
を
意
識
し
て
著
し
た
、
と
自
ら

述
べ
て
い
ま
す
。
政
要
と
は
政
治
の
要

諦
と
い
う
こ
と
。
丘
隅
は
太
宗
を
尊
敬

し
な
が
ら
も
、「
私
は
下
か
ら
物
申
す

野
の
人
間
だ
か
ら
」
と
、
政
要
で
な
く

省
要
と
す
る
と
い
い
、
ま
さ
に
「
民
間
」

か
ら
の
異
見
を
言
上
し
よ
う
と
し
た
の

で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、『
貞
観
政
要
』
を

引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、「
貞
観
の
治
」
や
太
宗
に
つ
い
て

の
知
識
が
丘
隅
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
中
国
で
も
日
本
で
も
、

『
貞
観
政
要
』
は
政
道
の
書
の
代
表
的

な
も
の
な
ん
で
す
ね
。
大
坂
の
陣
で
豊

臣
が
滅
び
た
と
き
に
、
天
皇
や
公
家
を

縛
る
「
禁
中
并
公
家
中
諸
法
度
」
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
第
一
条
で
「
天

子
は
学
問
が
第
一
で
あ
る
」
と
指
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
「
学
問
」
と
し
て
、

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
『
貞
観
政
要
』

で
す
。
日
本
の
近
世
天
皇
は
政
治
の
場

（
民
百
姓
統
治
）
に
は
い
な
い
け
れ
ど
、
民
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百
姓
に
治
者
が
ど
う
臨
む
か
を
学
ぶ
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

家
康
や
吉
宗
が
儒
学
者
に
講
じ
さ
せ

て
『
貞
観
政
要
』
を
学
ん
だ
と
『
徳
川

實
紀
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
唐

の
２
代
目
皇
帝
で
あ
る
太
宗
は
、
玄
武

門
の
変
を
起
こ
し
て
兄
の
李
建
成
と
弟

の
李
元
吉
を
殺
害
し
て
皇
位
に
就
き
ま

す
が
、
あ
る
と
き
吉
宗
の
ま
わ
り
の
医

師
や
儒
者
た
ち
が
秀
吉
と
李
世
民
を
比

べ
、
ど
ち
ら
も
戦
好
き
で
似
た
り
寄
っ

た
り
だ
、
と
い
う
話
を
し
て
い
る
。
別

室
で
彼
ら
の
話
を
聞
い
て
い
た
吉
宗
は
、

「
秀
吉
は
家
を
滅
ぼ
し
た
け
れ
ど
、
李

世
民
は
以
降
の
繁
栄
（
盛
唐
）
の
礎
を
築

い
た
の
だ
か
ら
ま
っ
た
く
違
う
」
と
諭

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
聖
王
の
禹う

の
話
と
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
古
代
中
国
に

は
堯

ぎ
ょ
う

、
舜

し
�
ん

、
禹
と
い
う
伝
説
の
三
皇
帝

が
い
ま
す
。
禹
の
父
親
の
鯀こ

ん

は
堯
の
臣

下
で
天
下
に
洪
水
が
起
こ
っ
た
と
き
に

治
水
工
事
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
９

年
経
っ
て
も
何
の
成
果
も
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
摂
政
の
舜
が
羽
山
（
東
方
辺

境
の
山
）
に
押
し
込
め
て
死
に
い
た
ら
し

め
る
と
同
時
に
、
子
の
禹
を
起
用
し
て

事
業
を
継
が
せ
た
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
親
へ
の
孝
と
王
へ
の
忠
を
ど
う
考
え

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
の
儒

者
た
ち
、
ま
た
治
者
は
、
こ
う
い
う
話

を
引
き
合
い
に
出
し
て
は
、
異
同
を
弁

別
す
る
思
想
を
磨
い
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

人
生
三
分
論
で
生
き
る

お
よ
そ
近
世
の
宿
場
は
、
経
済
的
に

疲
弊
し
て
い
く
の
が
普
通
で
し
た
。
そ

も
そ
も
宿
場
と
い
う
の
は
、
社
会
の
最

上
層
か
ら
最
下
層
ま
で
の
人
間
が
立
ち

寄
る
所
で
す
。
下
は
胡
麻
の
蠅
（
護
摩
の

灰
と
も
。
旅
人
の
姿
を
し
て
、
旅
客
の
持
ち
も
の

を
盗
む
泥
棒
）
や
雲
助
（
宿
場
や
街
道
で
荷
物

運
搬
や
川
渡
し
、
駕
篭
か
き
に
携
わ
っ
た
人
足
）

か
ら
、
大
名
・
公
家
ま
で
が
通
り
、
あ

ら
ゆ
る
身
分
の
人
間
が
行
き
交
い
ま
し

た
。こ

う
い
う
大
変
な
と
こ
ろ
に
、
田
中

丘
隅
は
見
込
ま
れ
て
夫
婦
養
子
と
し
て

入
り
ま
す
。
養
子
に
取
っ
た
東
海
道
川

崎
宿
の
本
陣
名
主
田
中
家
に
し
て
み
れ

ば
、
才
覚
の
あ
り
そ
う
な
人
物
を
選
ば

な
け
れ
ば
、
宿
場
の
破
綻
に
つ
な
が
る

わ
け
で
す
。

宿
場
は
本
陣
や
問
屋
を
兼
ね
る
こ
と

も
あ
り
、
宿
と
し
て
の
仕
事
以
外
に
も
、

宿
駅
の
常
備
人
足
・
馬
、
道
路
・
用
水

施
設
の
管
理
、
荷
物
・
手
紙
の
ス
ム
ー

ズ
な
受
け
渡
し
、
さ
ら
に
は
名
産
や
名

所
に
も
目
を
配
る
と
い
う
よ
う
な
仕
事

が
種
々
雑
多
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
中
で
、
忙
し
い
だ
け
で
な
く
、
宿
経

営
が
全
体
と
し
て
出
超
赤
字
に
陥
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
、
東
海
道
な
ど
の
幹

線
道
路
の
宿
場
の
傾
向
だ
っ
た
の
で
、

公
儀
か
ら
の
財
政
援
助
も
あ
り
ま
し
た
。

丘
隅
は
宿
名
主
と
し
て
、
伝
馬
制
度

の
負
担
や
多
摩
川
の
治
水
、
地
震
な
ど

で
経
済
的
に
疲
弊
し
て
い
た
川
崎
宿
の

立
て
直
し
を
図
り
ま
す
。
多
摩
川
の
河

口
は
今
で
も
六
郷
川
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

そ
こ
の
渡
船
権
を
川
崎
宿
の
請
負
に
す

る
許
可
を
受
け
、
渡
船
賃
の
収
入
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
幕
府
か
ら
宿

救
済
金
３
５
０
０
両
の
支
給
を
受
け
、

川
崎
宿
を
再
興
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
丘
隅
は
死
ぬ
ま
で
宿
場
運

営
と
い
う
よ
う
に
は
考
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
い
た
い
近
世
人
は
、
一
人
前
に

な
る
ま
で
の
25
年
間
、
当
主
と
し
て
家

業
・
家
職
に
打
ち
込
む
40
歳
ま
で
の
15

年
間
、
そ
れ
か
ら
隠
居
し
て
か
ら
の
50

歳
代
ま
で
の
十
余
年
間
、
と
い
う
よ
う

に
考
え
る
の
が
普
通
で
し
た
。
人
生
三

分
論
で
す
ね
。
近
世
に
は
、
こ
の
隠
居

の
第
３
期
に
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
、
社
会
還
元
を
考
え
る
人
た
ち

が
い
ま
し
た
。
人
よ
り
も
長
く
生
き
た

ん
だ
か
ら
命
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
わ

け
で
、
百
姓
一
揆
の
と
き
に
、
処
刑
の

恐
れ
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受
け
た

り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。

田
中
丘
隅
は
、
な
る
べ
く
早
く
隠
居

し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
何
も
風
雅
の
余

生
を
求
め
た
の
で
は
な
く
、
自
分
の
蓄

え
た
見
聞
、
考
え
を
、
学
問
的
に
確
か

な
も
の
に
し
、
農
政
や
民
間
の
問
題
解

決
に
生
か
そ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
の

こ
と
は
、
そ
の
後
の
歩
み
で
わ
か
り
ま

す
。
丘
隅
は
１
７
１
１
年
（
正
徳
元
）
、

50
歳
の
と
き
に
隠
居
。
江
戸
に
遊
学
し
、



儒
学
者
で
古
文
辞
学

こ
ぶ
ん
じ
が
く
　

（
蘐
園
学
派

け
ん
え
ん
が
く
は

）
を

確
立
し
た
荻
生
徂
徠
の
門
に
入
り
、
経

世
済
民
、
つ
ま
り
政
道
論
を
学
び
ま
し

た
。
荻
生
徂
徠
は
、
吉
宗
の
諮
問
に
答

え
た
り
、
提
言
す
る
こ
と
の
で
き
る
立

場
に
い
た
有
力
な
儒
者
で
し
た
。
古
文

辞
と
は
、
明
朝
で
提
唱
さ
れ
た
復
古
的

な
文
学
運
動
の
こ
と
で
、
儒
学
で
い
え

ば
、
宋
代
の
学
問
で
あ
る
朱
子
学
よ
り

も
、
も
っ
と
古
い
時
代
の
儒
教
の
一
語

一
語
か
ら
理
解
し
直
そ
う
と
す
る
立
場

で
す
。

こ
の
時
代
、
幕
府
は
直
轄
地
で
い
ろ

い
ろ
な
人
に
代
官
の
仕
事
を
や
ら
せ
ま

し
た
。
徳
川
氏
の
知
行
分
は
７
０
０
万

石
。
そ
の
内
の
幕
領
、
つ
ま
り
将
軍
の

直
轄
地
は
、
石
高
で
い
う
と
４
０
０
万

石
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
仮
に
５
万
石

ず
つ
に
小
分
け
す
る
と
、
同
時
期
に
80

人
の
幕
領
代
官
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
多
摩
の
佐
藤
彦
五
郎
を
支
援
し
た

江
川
太
郎
左
衛
門
も
、
伊
豆
国
田
方
郡

韮
山
（
現
在
の
静
岡
県
）
を
本
拠
と
し
た
世

襲
代
官
で
、
相
模
、
伊
豆
、
駿
河
、
甲

斐
、
武
蔵
の
天
領
の
代
官
と
し
て
、
民

政
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
百
姓
身
分
だ

っ
た
田
中
丘
隅
も
、
死
の
５
カ
月
前
に

武
蔵
国
内
３
万
石
を
管
轄
す
る
支
配
勘

定
格
に
任
ぜ
ら
れ
、
直
臣
に
な
っ
た
の

で
百
姓
身
分
か
ら
士
分
に
な
る
。
そ
う

し
て
、
蓑
笠
之
助
正
高
を
養
子
に
し
て
、

跡
を
継
が
せ
て
い
ま
す
。

治
水
意
識
の
変
遷

戦
国
時
代
に
は
、
水
の
扱
い
が
一
段

田中丘隅を認めた時代19

と
磨
か
れ
ま
し
た
。
土
手
を
つ
く
り
、

石
垣
を
築
く
よ
う
な
大
土
木
工
事
を
短

時
日
で
や
っ
て
の
け
る
よ
う
に
な
り
、

信
玄
堤
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
土
木
技

術
が
、
一
種
の
軍
事
技
術
と
し
て
発
達

し
た
の
で
す
。

箱
根
用
水
は
、
こ
の
軍
用
技
術
が
民

生
に
応
用
さ
れ
た
好
例
で
す
。

箱
根
（
深
良
と
も
）
用
水

１
６
７
０
年
（
寛
文
10
）
に
完
成
し
た
用
水
路
。

海
抜
７
２
３
ｍ
、
貯
水
量
１
億
７
０
０
０
万
ｔ
の

芦
ノ
湖
の
水
を
駿
河
国
（
現
在
の
静
岡
県
）
駿
東

郡
（
す
ん
と
う
ぐ
ん
）
に
流
し
た
用
水
路
。
湖
尻

水
門
で
湖
水
の
水
位
を
堰
上
げ
、
深
良
水
門
か
ら

取
水
。
総
延
長
約
１
２
８
０
ｍ
、
高
低
差
約
10
ｍ

の
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
で
、
芦
ノ
湖
の
水
を
山
向

こ
う
の
裾
野
市
深
良
地
域
、
黄
瀬
川
へ
と
導
い
た
。

深
良
村
（
現
裾
野
市
）
の
名
主
で
あ
る
大
庭
源

之
丞
は
灌
漑
用
に
芦
ノ
湖
か
ら
箱
根
山
の
外
輪
山

（
湖
尻
峠
下
）
を
貫
通
す
る
隧
道
を
掘
る
こ
と
を
考

え
、
江
戸
商
人
で
あ
る
友
野
与
右
衛
門
に
資
金
協

力
を
要
請
し
た
。
戦
後
、
民
主
主
義
実
践
の
モ
デ

ル
と
し
て
、
小
説
や
映
画
「
箱
根
風
雲
録
」
で
全

国
に
紹
介
さ
れ
た
。

箱
根
用
水
が
つ
く
ら
れ
た
寛
文
年
間

（
１
６
６
１
〜
１
６
７
３
年
）
の
特
徴
は
、
江

戸
の
町
人
資
本
に
あ
り
ま
す
。
溜
ま
っ

た
富
の
投
資
先
と
、
年
貢
の
増
収
を
願

っ
て
新
田
開
発
に
取
り
組
ん
だ
幕
府
や

藩
の
思
惑
と
が
一
致
。
も
ち
ろ
ん
、
成

功
し
た
暁
に
は
既
得
権
益
（
年
貢
米
処
分

権
や
用
水
利
用
料
徴
収
な
ど
）
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
儲
け
だ
け
で
な
く
、
社
会

的
な
正
義
や
公
共
心
も
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。農

業
を
す
る
に
は
、
水
を
い
か
に
導

く
か
と
い
う
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
棚
田
に
人
気
が
あ
っ
て
日
本

の
原
風
景
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
近
世
の
主
た
る
光
景
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
近
世
は
、
大
き
な
河
川
の
護
岸
、

川
筋
の
付
け
替
え
と
い
っ
た
治
水
工
事

を
行
な
い
、
溜
池
や
大
河
の
下
流
、
つ

ま
り
沖
積
平
野
に
用
水
路
を
つ
く
っ
て

水
を
導
き
、
川
の
下
流
の
沖
積
地
を
水

田
化
す
る
と
い
う
政
策
に
転
換
し
た
時

代
で
す
。
新
田
開
発
は
、
17
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
爆
発
的
な
人
口
増
加
の
原

因
と
も
な
り
、
社
会
の
再
生
産
を
支
え

る
基
盤
と
も
な
り
ま
し
た
。
　

し
か
し
、
こ
の
大
開
発
は
、
マ
イ
ナ

ス
面
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
過
剰
開
発

の
弊
害
が
起
き
て
河
川
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
全
国
的
に
洪
水
が
頻
発
し
ま

し
た
。
１
６
６
６
年
（
寛
文
６
）
に
は

「
諸
国
山
川
掟
」
の
幕
令
が
出
さ
れ
、

幕
府
も
新
田
開
発
推
進
か
ら
既
存
の
田

畑
、
つ
ま
り
本
田

ほ
ん
で
ん

を
丁
寧
に
耕
作
す
る

方
向
に
、
農
政
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
あ
、
こ
れ
は
淀
川
水
系
に
限
定

し
た
話
で
す
が
、
そ
れ
で
も
公
儀
（
国
）

の
姿
勢
が
そ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
こ
と
は
事
実
で
す
。
過
剰
に
開
発
が

進
む
と
、
秣
場

ま
ぐ
さ
ば

や
入
会
山
の
不
足
か
ら

紛
争
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
各
藩
で
も

開
発
制
限
令
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。熊

沢
蕃
山
も
、
新
田
開
発
を
批
判
し

て
、
新
田
で
な
く
本
田
を
大
事
に
す
べ

き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
丘
隅
も

『
民
間
省
要
』
で
多
摩
川
の
水
を
取
り

過
ぎ
て
水
が
涸
れ
て
し
ま
っ
た
と
批
判

し
て
い
ま
す
。
17
世
紀
の
半
ば
以
降
、

開
発
と
の
関
係
で
起
こ
る
社
会
問
題
に
、

人
々
が
気
づ
い
て
く
る
の
で
す
。

失
敗
も
あ
る
の
で
す
が
、
と
も
あ
れ

水
と
の
向
き
合
い
方
を
、
中
国
の
故
事

か
ら
も
学
び
、
実
験
的
に
も
経
験
し
、

用
水
に
つ
い
て
の
見
解
を
深
め
て
い
っ

た
の
が
近
世
で
す
。
私
は
、
禹
が
水
を

治
め
た
聖
人
で
あ
る
と
い
う
知
識
は
、

当
時
の
民
間
レ
ベ
ル
に
ま
で
入
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

寺
子
屋
や
家
塾
で
教
わ
っ
た
教
え
子

が
、
師
匠
が
死
ん
だ
際
に
そ
の
遺
徳
を

偲
ん
で
建
て
た
、
筆
子
塚
が
近
年
続
々

と
発
見
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
庶
民
が
い

か
に
勉
強
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
勉
強
熱
心
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
男
な
ら
日
常
の
貨
幣
使
い
や
証

文
・
帳
面
の
必
要
、
女
な
ら
奉
公
に
出

る
際
に
嗜

た
し
な

み
の
た
め
に
読
み
書
き
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貧
し
い
か
ら

奉
公
に
出
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
奉

公
に
出
る
に
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
備
え
が

必
要
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

日
本
に
中
国
の
治
水
の
神
で
あ
る
禹

に
か
か
わ
る
碑
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
に
な
っ
て
、

こ
う
い
う
教
養
や
富
が
庶
民
に
も
備
わ

っ
て
き
た
こ
と
と
、
決
し
て
無
縁
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
１
年
11
月
15
日

〈酒匂堰〉は、今も大井町役場内の図書館横に安置さ
れている。三角屋根の形に組んだのは、中に入ってメ
ンテナンスする際に作業がやりやすいから、また上か
らの圧力に耐えやすいからではないか、と推測。田中
丘隅の酒匂川修復に遡ること約100年、大久保忠隣に
よって成し遂げられた新田開発の遺構だ。



す
る
説
が
あ
り
、
現
存
し
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
正
確
な
位
置
は
確
定
で
き
ま

せ
ん
。

〈
禹
廟
〉
を
つ
く
っ
た
の
は
、
平
安
時

代
初
期
に
設
置
さ
れ
た
令
外
官

り
ょ
う
げ
の
か
ん

で
、
鴨

川
の
堤
防
修
築
を
司
っ
た
防
鴨
河
使

ぼ
う
か
し

と

い
う
役
職
の
中
原
朝
臣
為
兼
（
任
地
か
ら

勢
多
判
官
為
兼
〈
せ
た
の
は
ん
が
ん
た
め
か
ね
〉

と
も
い
わ
れ
る
）
で
す
。

仲
源
寺
縁
起
に
は
、
１
２
２
８
年

（
安
貞
２
）
の
鴨
川
の
氾
濫
時
に
、
為
兼

は
、
後
堀
河
天
皇
の
命
に
よ
り
鴨
川
の

視
察
を
行
な
い
、
川
に
流
さ
れ
た
人
が

地
蔵
堂
に
取
り
つ
い
て
助
か
っ
た
場
面

に
出
く
わ
し
て
地
蔵
尊
座
像
を
安
置
し

た
、
と
あ
り
ま
す
。

為
兼
は
鎌
倉
時
代
の
人
で
、
武
人
で

は
な
く
博
士
、
学
者
の
系
列
。
御
所
に

仕
え
る
学
者
の
系
譜
で
、
儒
学
系
の
明

み
ょ
う

経
道

ぎ
ょ
う
ど
う博

士
と
い
う
称
号
を
持
っ
て
い
て
、

儒
学
の
中
身
に
精
通
し
て
い
る
人
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
禹
が
彼
の
頭
の

中
に
あ
っ
て
、
自
然
に
治
水
と
結
び
つ

い
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
　
　

南
の
〈
禹
廟
〉
だ
け
で
な
く
、
北
の

ほ
う
に
弁
財
天
を
セ
ッ
ト
で
祀
っ
て
い

ま
す
。
私
は
専
門
外
な
の
で
す
が
、
こ

れ
も
中
国
の
儒
教
と
関
係
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
鴨
川
の
禹
廟
に
つ

い
て
い
え
ば
、
中
原
為
兼
が
儒
学
に
精

通
し
文
献
か
ら
知
識
を
得
て
治
水
神
と

し
て
禹
廟
を
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
可
能
性
が
高
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

古
代
・
中
世
の
災
害
意
識

京
の
都
で
は
、
桓
武
天
皇
が
７
９
４

年
（
延
暦
13
）
に
行
な
っ
た
平
安
京
へ
の

遷
都
以
来
１
２
０
０
年
間
、
地
震
や
洪

水
が
何
度
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
古
代

や
中
世
の
人
た
ち
に
と
っ
て
災
害
と
は
、

異
界
か
ら
く
る
恐
ろ
し
い
も
の
、
神
の

怒
り
で
し
た
。

災
害
に
は
水
害
も
あ
る
し
、
疫
病
も

大
き
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
旱
魃

か
ん
ば
つ

、
落

雷
、
火
事
、
地
震
も
怖
か
っ
た
の
で
す
。

こ
う
い
う
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害

と
か
、
疾
病
と
い
う
厄
災
は
、
す
べ
て

異
界
か
ら
き
た
異
物
な
の
で
す
。

そ
れ
ら
が
時
々
く
る
。
そ
れ
は
も
う

恐
ろ
し
い
も
の
で
、
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。

で
も
防
ぎ
た
い
か
ら
、
祈
祷
を
し
た
り
、

天
や
神
を
敬
っ
た
。
寺
院
や
密
教
が
発

展
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。
本
当
は
皆
、
災
害
忌
避
な
の
で
す
。

支
配
階
級
の
人
た
ち
に
と
っ
て
み
れ

ば
、
支
配
す
る
た
め
に
も
災
害
は
起
こ

っ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、
少
し
で
も
祈

る
。
そ
れ
で
も
深
刻
な
災
害
に
な
っ
た

ら
天
皇
は
謝
る
の
で
す
。
私
の
不
徳
の

致
す
と
こ
ろ
だ
と
。
そ
し
て
、
人
々
に

お
布
施
を
し
た
。
税
金
を
安
く
す
る
と

か
、
食
料
を
配
る
と
か
。
ひ
ど
い
場
合

は
元
号
を
変
え
て
縁
起
を
か
つ
ぐ
。

だ
か
ら
何
と
か
し
て
災
害
の
前
兆
を

つ
か
も
う
と
重
用
し
た
の
が
、
安
倍
晴

明
ら
陰
陽
師

お
ん
み
ょ
う
じ

で
す
。
そ
し
て
厄
災
が
起

儒
教
思
想
と
禹

京
都
に
お
け
る
禹
廟
の
初
出
は
、

『
相
国
寺
蔭
涼
軒
日
録
』（
１
４
８
８
年
〈
長

享
２
〉）
で
す
。
鴨
川
の
四
条
南
の
松
原

橋
に
〈
禹
廟
〉（
廟：

祖
先
の
霊
を
祀
る
所
や

神
々
の
祠
）
が
あ
る
、
と
出
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
現
存
し
ま
せ
ん
。
１
６
８

６
年
（
貞
享
３
）
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌

『
雍
州
府
志

よ
う
し
�
う
ふ
し

』
に
も
２
カ
所
に
掲
載
さ

れ
、『
洛
中
洛
外
図
』（
上
杉
家
本
・
町
田
家

本
）
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
旧
五
条
大
橋
、
現
在
の
松
原

橋
に
あ
っ
た
と
い
う
説
に
対
し
て
、
四

条
橋
東
詰
に
あ
っ
た
神
明
社
（
現
在
の
南

座
と
仲
源
寺
の
間
）
と
す
る
説
、
四
条
橋
東

詰
の
仲
源
寺
（
浄
土
宗
知
恩
院
派
。
通
称
目
疾

〈
め
や
み
〉
地
蔵
と
し
て
現
存
）
と
す
る
説
、

四
条
橋
東
詰
大
和
橋
畔
の
弁
財
天
社
と
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時間・空間で読み解く鴨川
禹の廟はなぜ つくられたのか

物事は一方向からだけ見ても、理解できません。

自然地理学を専攻してきた植村善博さんは、

空間だけではなくて、時間軸、歴史軸も見て、

時空を両方理解しないと地域理解はできない、といいます。

京の都という特別な位置に存在する鴨川に、

かつて存在したといわれる〈禹廟〉がなぜつくられ、

そして消えていったのかという謎解きも、

時空を読み解くことで、ほぐれていくかもしれません。

植村 善博
うえむら よしひろ

佛教大学歴史学部歴史文化学科教授 　文学博士

1969年立命館大学文学部地理学科卒業 、1971年立命館大学大

学院文学研究科地理学専攻修士課程修了 。1973年から高等学

校教諭を経て、1993〜1998年佛教大学文学部助教授。2002年

博士号取得（文学　立命館大学）。2011年より現職。

主な著書に『京都の地震環境』（ナカニシヤ出版 1999）、『比

較変動地形論ープレート境界域の地形と第四紀地殻変動』（古

今書院 2001）、『図説ニュージーランド・アメリカ比較地誌』

（ナカニシヤ出版 2004）、『台風23号災害と水害環境』（海青社

2005）、『京都の治水と昭和大水害』（文理閣 2011）ほか



違
う
よ
う
な
気
が
す
る
。
密
教
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
禹
が
周
知
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
が
、
禹
は
必

ず
し
も
災
害
神
、
治
水
神
で
は
な
い
と

思
う
の
で
す
。

特
に
、
清
廉
潔
白
な
天
子
。
要
す
る

に
勤
勉
で
、
仕
事
の
た
め
に
頑
張
っ
た

と
か
、
お
酒
も
飲
ま
な
い
で
政
務
に
専

念
し
た
と
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の

が
強
く
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

だ
か
ら
例
え
ば
日
本
書
紀
で
は
孝
徳

天
皇
が
、
古
事
記
で
は
元
明
天
皇
が
、

禹
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
禹

と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
立
派
な
人
だ
っ
た

と
評
価
さ
れ
る
。
清
廉
潔
白
で
政
務
に

精
通
し
て
精
進
す
る
人
と
い
う
意
味
で

禹
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
割
と
そ
れ
が

続
い
て
、
お
そ
ら
く
平
安
時
代
中
期
く

ら
い
ま
で
は
治
水
神
で
は
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
禹
が
治
水
神
と
し
て
伝
わ
っ

て
き
た
と
い
う
の
は
、
今
は
ま
だ
、
は

っ
き
り
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
別
の
ル

ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

日
本
に
は
古
代
か
ら
、
別
に
瀬
織
津

せ
お
り
つ

姫
の
よ
う
な
治
水
神
が
い
た
の
で
、
禹

は
受
け
入
れ
ら
れ
て
な
い
の
で
は
な
い

か
。
須
佐
之
男
命

す
さ
の
お
の
み
こ
と

だ
っ
て
水
の
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
神
道
で
広
く

見
ら
れ
る
の
が
瀬
織
津
姫
を
祀
っ
た
神

社
で
、
か
な
り
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

神
道
系
の
治
水
神
が
あ
る
中
で
、
禹

が
入
っ
て
く
る
と
、
あ
る
意
味
、
外
来

神
が
侵
食
し
て
く
る
わ
け
で
し
ょ
。

伝
統
的
な
日
本
神
道
の
治
水
神
と
、

外
来
の
新
参
の
文
化
が
地
域
や
流
域
の

中
で
ど
う
い
う
風
に
共
存
し
て
い
る
の

か
、
は
た
ま
た
反
目
し
て
い
る
の
か
。

そ
う
い
う
目
で
禹
を
見
て
い
っ
た
ら
、

面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

五
条
大
橋
に
置
か
れ
た
理
由

松
原
橋
、
つ
ま
り
旧
五
条
大
橋
に

〈
禹
廟
〉
が
で
き
た
理
由
は
、
い
く
つ

か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
規
模
ま
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
水
害
が
あ
っ
た
こ
と

も
き
っ
か
け
で
し
ょ
う
。

京
都
の
人
た
ち
か
ら
い
う
と
、
鴨
川

の
西
側
、
平
安
京
が
あ
り
人
が
住
ん
で

い
る
所
は
、
俗
な
世
界
。
そ
し
て
鴨
川

を
渡
る
東
の
地
区
は
聖
な
る
世
界
。
だ

か
ら
、
お
寺
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
う

い
う
聖
と
俗
と
い
う
分
け
方
は
、
か
な

り
明
瞭
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
つ
の

境
界
、
ま
さ
に
別
世
界
と
境
す
る
川
が

鴨
川
で
、
本
来
は
鴨
川
を
越
え
て
、
人

は
住
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
長
い
間
、

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
は
東
海
道
で
三
条
が
賑
わ
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
古
代
は
む
し
ろ
五
条
が
中

心
で
人
の
通
り
が
多
か
っ
た
。
西
側
に

抜
け
て
行
く
街
道
も
あ
る
し
、
清
水
寺

を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
お
寺
に
詣
で

る
た
め
の
信
仰
の
道
が
あ
っ
て
、
あ
の

時
代
で
い
う
と
京
都
の
中
で
一
番
人
通

り
の
多
い
橋
と
い
え
ば
五
条
大
橋
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
牛
若
丸
も
、
ま
あ
、

橋
は
ど
こ
で
も
よ
く
っ
て
、
賑
や
か
な
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こ
っ
た
ら
、
坊
さ
ん
に
祈
祷
し
て
も
ら

っ
て
鎮
め
る
。
そ
の
祈
祷
と
い
う
こ
と

で
、
天
皇
か
ら
支
援
を
得
て
発
展
し
た

の
が
密
教
で
す
。

桓
武
天
皇
は
、
政
治
に
介
入
し
て
き

て
け
し
か
ら
ん
と
南
都
仏
教
を
批
判
し

ま
し
た
。
そ
う
い
う
桓
武
に
う
ま
く
入

り
込
ん
で
信
用
を
得
た
の
は
、
最
澄
と

か
空
海
と
か
で
す
。
密
教
は
ま
さ
に
そ

う
い
う
災
害
思
想
や
儀
式
を
中
国
で
勉

強
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

密
教
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

禹
の
こ
と
は
、
最
澄
も
空
海
も
当
然

学
ん
で
き
た
は
ず
で
す
。
具
体
的
に
書

い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
遣
隋
使
や
遣
唐
使
に
な
っ

て
仏
典
を
学
び
に
行
っ
た
人
た
ち
は
、

民
衆
の
生
活
と
か
は
あ
ま
り
考
え
て
い

な
く
て
、
必
死
に
、
と
に
か
く
仏
教
と

か
密
教
の
奥
義
を
極
め
て
、
仏
典
を
日

本
に
持
ち
帰
る
こ
と
だ
け
が
目
的
な
の

で
す
。
運
が
良
け
れ
ば
早
く
帰
れ
る
し
、

悪
け
れ
ば
20
年
、
30
年
か
か
っ
た
上
に
、

帰
り
の
船
が
沈
ん
で
命
を
落
と
す
人
も

い
っ
ぱ
い
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、
最
澄

も
空
海
も
、
仏
典
を
も
ら
っ
て
帰
国
で

き
た
ラ
ッ
キ
ー
な
人
で
し
た
。

密
教
の
人
た
ち
と
い
う
の
は
、
真
剣

に
災
害
と
向
き
合
っ
た
と
思
う
の
で
す

よ
。
で
は
、
密
教
の
人
た
ち
が
日
本
に

禹
を
伝
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
確
証
は

な
い
け
れ
ど
、
私
は
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と



都
の
中
心
が
移
動
し
て

〈
禹
廟
〉
が
現
存
し
な
い
の
は
、
必
要

性
が
薄
れ
て
祀
ら
れ
な
く
な
っ
て
消
滅

し
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
陰

陽
師
の
よ
う
な
人
た
ち
が
力
を
失
う
と

か
、
予
兆
を
つ
か
ん
で
拝
む
こ
と
に
価

値
を
見
出
さ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。
日
本
に
お
け
る

文
革
み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

「
鴨
川
の
治
水
神
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研

究
紀
要
』
第
32
号
２
０
０
０
）
を
書
か
れ
た

考
古
学
者
の
山
田
邦
和
さ
ん
は
「
豊
臣

秀
吉
が
陰
陽
師
を
嫌
っ
て
」
と
書
い
て

い
ま
す
。
確
証
が
な
い
か
ら
わ
か
ら
な

い
で
す
が
、
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
山
田
さ
ん
は
〈
禹
廟
〉
の
存
在

し
た
期
間
を
室
町
中
期
か
ら
１
６
３
３

年
（
寛
永
10
）
と
推
定
し
、
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
京
都
改
修
に
よ
っ
て
、
五
条
中
州

に
あ
っ
た
法
成
寺
や
晴
明
塚
、〈
禹
廟
〉

な
ど
は
取
り
払
わ
れ
て
、
姿
形
を
変
え

て
四
条
に
移
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

少
な
く
と
も
、
目
に
見
え
る
五
条
大

橋
の
下
な
り
、
中
島
に
あ
っ
た
〈
禹
廟
〉

は
消
え
る
け
れ
ど
、
で
も
そ
の
後
継
み

た
い
な
も
の
が
神
明
社
で
あ
り
、
目
疾

地
蔵
に
姿
を
変
え
て
、
四
条
に
移
っ
て

い
く
ん
で
す
。
古
い
地
図
で
見
る
と
、

神
明
社
は
仲
源
寺
の
境
内
の
一
部
に
あ

り
ま
す
。
今
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

お
そ
ら
く
移
っ
た
当
初
は
禹
の
後
継
と

し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
が
通
る
目
立
つ
場
所
が
北
に
移
動

し
て
、
京
都
の
町
全
体
の
構
造
が
五
条

中
心
で
は
な
く
て
、
四
条
中
心
に
変
わ

っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
移
っ
て
い
く
の

で
す
。
人
が
集
ま
り
、
人
出
が
一
番
賑

や
か
な
所
。
そ
こ
に
や
は
り
禹
も
寄
っ

て
く
る
の
で
す
よ
。
人
が
好
き
な
の
で

す
よ
。
だ
か
ら
私
は
、
秀
吉
に
潰
さ
れ

な
く
て
も
自
然
に
移
っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
人
目
の

目
立
つ
所
へ
行
き
た
が
っ
て
、
四
条
に

き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
風
に
、

私
は
逆
転
し
て
考
え
て
き
た
の
で
す
。

来
る
べ
き
時
と
所
に
、
禹
は
出
て
く

る
な
、
と
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
今
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、
禹
に

再
び
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

災
害
の
神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

地
殻
変
動
で
つ
く
ら
れ
た

京
都
盆
地

私
は
自
然
地
理
学
を
専
攻
し
て
い
ま

す
が
、
空
間
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
は

り
時
間
軸=

歴
史
軸
も
見
て
、
時
空
を

両
方
理
解
し
な
い
と
地
域
理
解
は
で
き

な
い
、
と
い
う
の
が
持
論
で
す
。

時
空
の
理
解
に
は
史
料
解
読
が
基
本

的
な
こ
と
で
す
が
、
空
間
は
地
図
を
見

る
こ
と
で
理
解
が
進
み
ま
す
。
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う
。禹

の
廟
を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、
人
の

往
来
が
あ
っ
て
目
に
触
れ
や
す
く
、
陰

陽
師
の
よ
う
な
集
団
が
管
理
し
て
く
れ

る
場
所
が
都
合
が
よ
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

五
条
の
橋
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
で
す

か
ね
。

そ
う
い
う
場
所
に
、
な
ぜ
か
理
由
は

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
法
成
寺
と
い
う

安
倍
晴
明
に
ま
つ
わ
る
お
寺
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
晴
明
塚
が

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

陰
陽
師
の
塚
と
か
寺
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
当
時
、
陰
陽
師
が
住
ん
で
い
た

地
区
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

〈
禹
廟
〉
が
つ
く
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
、

既
に
陰
陽
師
が
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ

鴨
川

賀
茂
川 高

野
川

花
折
断
層

桃
山
断
層

樫
原
断
層

亀岡断層

越
畑
断
層

光
明
寺
断
層

天王
山断
層

桂
川

宇治川

木津川
淀
川

二条城

京都駅

巨椋池干拓地

夏禹王廟
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で
す
。

だ
か
ら
鴨
川
の
禹
の
話
も
、
こ
う
い

う
時
代
の
中
で
ど
ん
な
位
置
に
あ
る
か
、

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
場
所
の
特

定
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
性
の
中
で
と

ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
安
時
代
に
水
害
が
多
い
の
に
は
、

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
私
は
平
安
京
を
つ

く
る
と
き
に
周
辺
の
森
を
伐
採
し
た
こ

と
が
一
番
大
き
い
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
材
木
を
集
め
た
範
囲
は
、
京
都

北
部
の
丹
波
の
山
地
で
あ
る
こ
と
は
記

載
に
あ
る
こ
と
で
す
。

主
た
る
理
由
は
、
山
の
森
林
の
乱
伐
。

そ
の
た
め
、
瞬
間
的
に
大
量
に
水
と
土

砂
が
流
出
し
て
く
る
と
い
う
状
況
に
な

る
。
洪
水
が
起
こ
る
の
は
平
均
雨
量
で

は
な
く
て
、
そ
の
頻
度
と
強
さ
（
集
中
度
）

が
大
事
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
、
梅
雨
も
あ
る
け
れ

ど
台
風
が
大
き
く
支
配
し
て
い
る
の
で
、

史
料
を
そ
こ
ま
で
く
わ
し
く
分
析
す
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
台
風
の
襲
来

頻
度
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

堆
積
か
ら
浸
食
へ

中
世
に
い
っ
た
ん
水
害
が
減
る
の
は
、

西
日
本
に
顕
著
な
一
般
的
現
象
で
す
。

実
は
、
だ
い
た
い
西
暦
１
１
０
０
年

か
ら
１
２
０
０
年
、
平
安
時
代
と
鎌
倉

時
代
の
境
界
付
近
で
、
川
が
１
ｍ
か
ら

1.5
ｍ
浸
食
す
る
、
掘
り
込
む
時
代
が
あ

る
の
で
す
よ
。
近
畿
地
方
と
か
西
日
本

23 時間・空間で読み解く鴨川

京
都
の
町
の
歴
史
か
ら
い
う
と
、
西

は
農
業
地
帯
だ
か
ら
、
あ
ま
り
人
が
住

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
桂
川
は

記
録
も
少
な
い
。
　
　

古
い
扇
状
地
で
地
盤
が
硬
く
安
定
し

て
い
た
中
央
部
に
平
安
京
が
設
定
さ
れ

た
の
で
す
が
、
右
京
の
西
側
に
は
、
蛇

行
河
川
で
あ
る
桂
川
が
、
し
ょ
っ
ち
�

う
洪
水
を
起
こ
す
場
所
を
広
く
取
り
込

ん
で
い
た
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
右
京
は
早
い
時
期
に
衰
え
て

い
っ
て
、
平
安
京
の
道
も
す
ぐ
に
土
に

埋
も
れ
て
、
や
が
て
水
田
に
な
っ
て
い

っ
た
。
右
京
が
早
く
衰
退
し
た
分
だ
け
、

住
居
と
人
口
は
鴨
川
を
越
え
て
東
へ
東

へ
と
移
動
を
続
け
て
い
る
。

鴨
川
に
は
、
平
安
京
以
来
ず
っ
と
川

辺
に
人
が
住
ん
で
き
た
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

水
害
の
頻
度
と
そ
の
理
由

水
害
を
１
０
０
０
年
ス
パ
ン
で
見
る

た
め
に
、
も
う
一
つ
別
な
話
を
し
ま
し

ょ
う
。
鴨
川
の
水
害
と
い
う
の
は
、
ず

っ
と
同
じ
頻
度
で
は
な
く
て
、
多
い
時

期
と
少
な
い
時
期
が
繰
り
返
し
て
い
る

の
で
す
よ
。
河
角
龍
典
さ
ん
と
い
う
人

が
ち
�
ん
と
デ
ー
タ
を
出
し
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
は
水
害
の
頻
度
が
高
か
っ

た
。
鎌
倉
か
ら
室
町
ぐ
ら
い
ま
で
は
割

と
少
な
く
て
、
安
土
桃
山
ぐ
ら
い
か
ら

ま
た
増
え
る
。
こ
れ
は
鴨
川
の
洪
水
を

考
え
る
場
合
に
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

京
都
盆
地
の
地
図
を
見
て
く
だ
さ
い

（
22
ペ
ー
ジ
）
。
西
も
東
も
北
も
山
地
に
囲

ま
れ
て
、
南
だ
け
開
け
て
い
る
盆
地
で

す
。
こ
の
盆
地
の
境
に
は
活
断
層
が
あ

っ
て
京
都
盆
地
は
囲
わ
れ
て
い
る
。
数

千
年
や
、
数
万
年
に
一
回
地
震
が
起
こ

っ
て
、
そ
の
度
に
山
は
１
ｍ
ぐ
ら
い
盛

り
上
が
る
し
、
盆
地
は
１
ｍ
ぐ
ら
い
ず

り
落
ち
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
繰

り
返
し
て
き
て
、
大
き
な
骨
格
が
で
き

た
の
で
す
。
こ
う
い
う
盆
地
を
、
変
動

盆
地
と
い
い
ま
す
。
地
殻
変
動
が
な
け

れ
ば
こ
の
盆
地
も
存
在
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
京
都
に
限
ら
ず
、
近
畿
地

方
の
内
陸
に
あ
る
南
北
に
細
長
い
盆
地

は
す
べ
て
同
じ
起
源
を
持
っ
て
い
る
の

で
す
。
大
阪
平
野
、
近
江
盆
地
、
奈
良

盆
地
、
三
重
県
の
伊
勢
湾
と
か
ね
。

そ
れ
で
鴨
川
の
流
路
が
西
か
ら
東
へ

徐
々
に
振
っ
て
く
る
の
は
、
地
殻
変
動

に
拠
る
と
こ
ろ
が
一
番
大
き
い
。
活
断

層
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
け
れ
ど
、

東
側
の
花
折
断
層
の
ほ
う
が
大
き
い
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
盆
地
の
底
が
花
折

断
層
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
、
ど
ん
ど
ん

傾
き
な
が
ら
下
が
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
川
は
南
東
へ
滑
っ
て
い
く
。

地
殻
変
動
が
続
く
限
り
西
か
ら
東
へ
と

低
い
方
へ
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
傾
向

が
あ
っ
て
、
鴨
川
が
今
一
番
低
い
所
に

き
て
い
る
の
は
、
理
に
適
っ
た
位
置
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

履
歴
が
残
る
鴨
川

京
都
に
は
東
側
は
鴨
川
、
西
側
は
桂

川
と
い
う
大
き
な
川
が
２
本
流
れ
て
い

ま
す
が
、
桂
川
は
自
然
堤
防
を
形
成
し

た
蛇
行
河
川
、
鴨
川
は
扇
状
地
河
川
で

性
質
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
そ
こ
に
つ
く
ら
れ
た
地
形
も
違
う

し
、
川
が
洪
水
を
起
こ
し
た
場
合
の
災

害
の
在
り
よ
う
も
違
う
わ
け
で
す
。
そ

の
辺
か
ら
京
都
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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河床の高さ

平
安
京
建
設
に
伴
な
う
森
林
の
伐

採
や
温
暖
期
の
多
雨
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。

鴨
川
の
下
方
浸
食
が
進
み
河
床
が

低
下
し
谷
を
つ
く
っ
た
た
め
洪
水

が
波
及
し
に
く
く
な
っ
た
。

谷
が
砂
礫
の
堆
積
に
よ
り
埋
め
ら

れ
て
天
井
川
化
し
、
再
び
氾
濫
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
た
。

１
９
３
５
年（
昭
和
10
）の
京
都
大

水
害
を
受
け
、
大
規
模
な
浚
渫
改

修
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。

1200年間の鴨川の河床高と洪水頻度
植村善博著『京都の治水と昭和大水害』（文理閣 2011）掲載の

河角龍典さん研究資料をもとに編集部で作図



れ
で
ま
た
、
堤
防
を
か
さ
上
げ
す
る
、

と
い
う
い
た
ち
ご
っ
こ
で
天
井
川
が
で

き
ま
し
た
。
黄
河
も
、
何
千
年
か
に
わ

た
っ
て
堤
防
を
固
定
し
よ
う
と
し
て
き

た
か
ら
、
天
井
川
に
な
っ
た
の
と
同
じ

な
の
で
す
。

近
畿
の
天
井
川
っ
て
い
う
の
は
、
こ

の
よ
う
に
し
て
17
世
紀
か
ら
18
世
紀
の

間
に
ほ
と
ん
ど
全
部
で
き
て
し
ま
う
。

何
百
年
も
か
か
っ
た
の
で
は
な
く
て
、

１
０
０
年
ぐ
ら
い
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
で
き
た
。
そ
れ
は
人
間
と
自
然
の
、

共
存
と
対
立
の
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。

守
ら
れ
て
き
た
鴨
川

水
害
の
頻
度
が
一
番
上
が
っ
た
の
は
、

や
は
り
幕
末
、
明
治
維
新
期
、
近
畿
で

は
ほ
と
ん
ど
の
川
で
、
幕
末
か
ら
明
治

維
新
期
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
１
８

０
０
年
代
（
19
世
紀
ご
ろ
）
か
ら
、
ガ
ー

ン
と
一
気
に
増
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
鴨
川
は
あ
ま
り
、
傾
向
が

明
瞭
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
江

戸
時
代
か
ら
、
幕
府
が
京
都
所
司
代
な

ど
を
置
い
て
、
人
民
支
配
の
た
め
に
川

へ
の
対
策
と
工
事
を
行
な
っ
て
き
た
か

ら
で
す
。

や
は
り
ど
う
し
て
も
天
皇
の
お
膝
元

で
あ
り
大
き
な
町
だ
っ
た
の
で
、
桂
川
、

鴨
川
の
改
修
は
幕
末
で
も
力
を
入
れ
て

や
っ
て
い
た
の
で
す
。
京
都
を
治
め
る

と
い
う
の
は
幕
府
に
と
っ
て
大
事
な
メ

ン
ツ
で
も
あ
っ
て
、
大
き
な
改
修
を
や

24水の文化40『大禹の治水』 2012／02

っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
一
番
典

型
的
な
の
は
寛
文
の
改
修
、
寛
文
新
堤

の
建
設
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
今
で
も
部
分
的
に
残
っ
て
い
ま
す
。

寛
文
新
堤

１
６
６
３
年
（
寛
文
３
）
の
洪
水
で
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
１
６
７
０
年

（
寛
文
10
）
に
つ
く
ら
れ
た
石
堤
。
以
降
、
左
右
に

河
原
が
広
が
る
自
然
河
川
だ
っ
た
鴨
川
の
流
路
が
固

定
さ
れ
、
現
在
の
鴨
川
景
観
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。

鴨
川
は
、
当
時
、
１
㎞
も
の
広
い
幅

を
持
つ
扇
状
地
河
川
。
鴨
川
が
細
い
の

は
、
堤
防
で
川
を
閉
じ
込
め
て
、
少
し

で
も
人
間
が
住
む
場
所
を
つ
く
ろ
う
と

土
地
利
用
を
よ
り
効
率
的
に
し
て
い
っ

た
結
果
で
す
。
都
市
域
で
被
害
が
大
き

い
と
予
想
さ
れ
る
所
は
、
ど
う
し
て
も

堤
防
で
守
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

逆
に
農
村
地
域
だ
っ
た
ら
、
堤
防
を

つ
く
る
よ
う
な
投
資
を
す
る
よ
り
は
、

霞
堤
と
か
で
守
っ
て
、
む
し
ろ
水
が
流

れ
込
む
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
霞
堤
で
な

く
て
も
竹
林
を
配
置
し
て
も
い
い
わ
け

で
す
。
農
村
に
は
む
し
ろ
水
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
、
洪
水
受
容
型
の
考
え
が

見
ら
れ
る
の
で
す
。
地
力
を
回
復
す
る

た
め
に
土
を
更
新
し
て
く
れ
る
と
い
う

風
に
考
え
れ
ば
、
あ
ふ
れ
る
こ
と
は
否

定
材
料
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
都
市
域
か
農
村
か
と
い
う
問
題

だ
け
で
は
な
く
て
、
河
川
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、
権
力
者
が
権
力
を
誇
示
す
る

た
め
の
道
具
で
あ
り
、
支
配
の
手
段
な

の
で
す
。

秀
吉
が
土
木
好
き
だ
と
い
う
の
も
、

の
ほ
と
ん
ど
の
川
で
、
そ
う
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
気
候
が
寒
冷
化
し
て
、

海
面
が
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
川
は

土
砂
を
運
ん
で
堆
積
し
て
い
た
の
が
、

海
面
が
下
が
っ
た
こ
と
で
、
川
は
浸
食

に
変
わ
っ
て
川
底
を
掘
り
込
む
の
で
す

よ
。
だ
か
ら
段
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

に
川
が
少
々
あ
ふ
れ
て
も
段
丘
の
上
に

は
氾
濫
し
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
、

中
世
は
洪
水
が
少
な
い
の
で
す
。

土
木
技
術
の
向
上
と
天
井
川

秀
吉
時
代
か
ら
再
び
洪
水
が
増
え
ま

す
。
人
口
が
増
え
た
こ
と
と
、
秀
吉
は

土
木
魔
で
、
橋
は
つ
く
る
、
城
を
つ
く

っ
て
新
し
い
都
市
を
造
成
す
る
な
ど
、

大
土
木
工
事
を
ガ
ン
ガ
ン
や
り
ま
す
。

こ
れ
も
相
当
に
乱
伐
・
乱
開
発
し
た
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
人
口
が
増
え
る
と
、
や
は

り
山
間
地
を
開
発
し
て
新
田
や
新
畑
を

つ
く
る
。
木
が
茂
っ
て
い
る
所
や
山
地

斜
面
を
切
り
開
く
と
、
ど
う
し
て
も
土

壌
の
流
出
が
増
え
て
、
谷
底
に
礫
や
砂

が
溜
ま
り
あ
ふ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
度
は
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
堤
防

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
。
技
術
が
向
上
し

て
、
強
い
堤
防
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
堤
防
と
堤
防
の
間
（
堤
外
）
だ
け

に
川
の
氾
濫
が
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
す

る
と
、
ま
す
ま
す
河
床
が
上
が
る
。
そ

人
々
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
洪
水
を
防

い
で
、
貸
し
を
つ
く
る
支
配
の
た
め
。

人
民
の
生
活
に
直
結
す
る
か
ら
、
す
ご

い
支
配
力
を
持
ち
得
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
太
閤
様
と
い
わ
れ
る
の
は
、
ま
さ

に
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
弘
法
様

（
空
海
）
が
有
名
な
の
は
、
香
川
県
な
ど

各
地
で
池
を
つ
く
っ
て
、
旱
魃

か
ん
ば
つ

を
防
い

だ
か
ら
で
す
し
。
人
民
に
と
っ
て
は
、

自
分
た
ち
に
最
も
大
事
な
こ
と
を
し
て

く
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
英

雄
に
も
な
る
し
、
信
仰
に
も
結
び
つ
い

て
く
る
の
で
す
。

雨
季
の
水
は
激
し
く
、
大
量
に
流
れ

る
。
と
こ
ろ
が
雨
が
少
な
い
冬
に
な
る

と
、
扇
状
地
河
川
で
あ
る
鴨
川
は
、
河

底
が
全
部
砂
利
だ
か
ら
水
は
ザ
ル
み
た

い
に
地
下
へ
浸
透
し
て
い
く
。
お
そ
ら

く
水
は
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
く
ら
い

の
川
原
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
人
工
的
に
浸
み
込
ま
な
い
よ

う
に
し
た
の
は
、
明
治
以
降
の
河
川
改

修
に
よ
り
ま
す
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）

の
水
害
の
後
に
は
、
床
張
り
と
い
う
工

事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
川
床
に
い
ろ

ん
な
材
料
を
入
れ
て
地
下
に
浸
み
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
、
水
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
大
半
の
水
は

も
っ
と
も
っ
と
地
下
へ
浸
み
込
ん
で
、

水
量
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。

戦
後
の
京
都
治
水

京
都
、
特
に
鴨
川
の
特
殊
性
が
顕
著

に
現
わ
れ
た
も
の
に
、
十
五
年
戦
争
直

前
期
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
の
大
水
害

と
治
水
計
画
が
あ
り
ま
す
。

軍
備
増
強
の
た
め
に
国
債
を
発
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
軍
事
資
金
を
集
め
る

の
で
す
が
、
鴨
川
の
改
修
予
算
は
そ
の

中
に
含
ま
れ
て
通
る
の
で
す
。
京
都
の

治
水
は
、
そ
う
い
う
軍
国
主
義
の
進
行

と
い
う
時
代
的
な
制
約
を
背
負
っ
て
い

る
の
で
す
。
高
橋
是
清
が
大
蔵
大
臣
の

と
き
に
は
半
分
く
ら
い
し
か
国
家
予
算

を
回
さ
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
を
、
説

得
し
て
い
る
内
に
高
橋
が
二
・
二
六
事

件
で
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

軍
備
増
強
と
一
体
に
な
っ
て
、
京
都
の

治
水
予
算
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

戦
争
中
に
も
２
回
く
ら
い
洪
水
が
あ

っ
て
堤
防
が
壊
れ
た
り
し
ま
す
が
、
そ

う
い
う
も
の
は
国
の
お
金
で
補
修
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
京
都
は
帝
都
と
い
う

暗
黙
の
了
解
が
あ
る
の
と
、
こ
う
い
う

非
常
事
態
だ
か
ら
川
を
放
っ
て
お
い
た

ら
国
民
の
戦
意
を
喪
失
す
る
か
ら
と
、

京
都
に
金
を
回
し
て
、
川
を
改
修
さ
せ

た
の
で
す
。
金
を
取
っ
て
く
る
大
義
名

分
は
天
皇
陛
下
の
お
膝
元
、
帝
都
で
す
。

し
か
も
、
懸
案
の
都
市
計
画
も
一
緒

に
や
っ
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
。
少
し

欲
張
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
疏
水
を
埋

め
て
道
路
を
通
し
、
京
阪
電
車
を
地
下

鉄
化
し
よ
う
と
ね
。
そ
う
い
う
都
市
計

画
や
景
観
の
問
題
ま
で
含
め
て
改
修
事

業
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
予
算

が
膨
大
に
膨
れ
上
が
っ
た
。



四条大橋のそばに現存する仲源寺には、目疾地蔵尊が祀られて
いる。顔が判別できないほどすり減っているのは、何度も水害
に遭遇したからだろうか、との思いが湧いてくる。

25 時間・空間で読み解く鴨川

所
も
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫
、
要

す
る
に
河
川
が
溢
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

支
流
や
下
水
・
排
水
溝
が
あ
ふ
れ
る
と

い
う
形
で
氾
濫
が
起
こ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
一
番
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
で
も
内
水
氾
濫
が
、
真
剣
な
課
題

に
な
っ
て
い
て
、
地
下
鉄
と
か
ビ
ル
の

地
下
街
や
地
下
駐
車
場
の
浸
水
被
害
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か
と
い
う
方
法

が
な
か
な
か
な
く
て
、
運
動
場
と
か
公

共
施
設
の
地
下
に
貯
水
タ
ン
ク
を
つ
く

っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
と

う
て
い
間
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
私
は
、
ど
う
し
た
ら
市
民
が

水
害
の
危
険
を
自
覚
す
る
か
、
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
。

鴨
川
が
今
の
よ
う
に
美
し
い
川
に
な

っ
て
、
京
都
の
シ
ン
ボ
ル
に
ま
で
な
っ

た
の
は
、
自
然
に
な
っ
た
わ
け
じ
�
な

い
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
の
治
水
事

業
と
い
う
の
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

の
京
都
の
鴨
川
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
こ
で
堤
防

が
切
れ
た
の
か
、
ど
こ
の
場
所
に
、
ど

ん
な
工
事
を
し
た
の
か
と
い
う
の
は
、

記
録
に
留
め
、
市
民
が
知
っ
て
お
く
べ

き
で
す
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
の
水

害
と
改
修
事
業
を
記
念
す
る
も
の
、
河

川
改
修
事
業
完
工
の
碑
な
ど
、
戦
時
下

の
影
響
で
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
ま
せ

ん
。

こ
う
い
う
経
緯
の
の
ち
、
１
９
３
８

年
（
昭
和
13
）
に
鉄
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
地
下
鉄
は
完
全
に
挫
折
し
て
し
ま

い
ま
す
。
全
部
完
結
さ
せ
る
べ
き
だ
っ

た
の
が
、
社
会
が
変
化
し
た
た
め
に
完

全
に
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

単
に
川
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

こ
う
い
う
川
と
人
と
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
川
の
有
り
様
を
理
解
す
る
上
で

大
切
な
の
で
す
。

災
害
の
記
憶
を
学
び
と
し
て

確
か
に
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
の
、

大
水
害
以
降
、
鴨
川
に
関
し
て
い
う
と
、

大
被
害
を
出
す
よ
う
な
水
害
は
一
度
も

起
こ
っ
て
い
な
い
。
昭
和
10
年
の
大
水

害
の
治
水
事
業
と
い
う
の
は
非
常
に
大

き
な
、
決
定
的
な
役
割
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
京
都
の
大
水
害

６
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
鴨
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
死

傷
者
12
名
（
桂
川
や
天
神
川
な
ど
他
河
川
の
洪
水
も

含
め
た
京
都
市
全
域
で
は
83
名
）
を
出
し
、
家
屋
や

橋
梁
が
多
数
流
失
す
る
な
ど
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

鴨
川
改
修

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
の
洪
水
を
契
機
と
し
て
、

翌
年
か
ら
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
ま
で
、
抜
本
的

な
河
川
改
修
を
実
施
。
最
近
で
は
「
花
の
回
廊
」
整

備
（
三
条
か
ら
七
条
間
）、
通
水
能
力
の
低
い
陶
化

橋
付
近
の
河
川
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
た
。

し
か
し
河
道
計
算
の
結
果
、
ま
だ
危

険
な
場
所
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
鴨
川
は
安
全
だ
と
考
え
て
い

る
人
は
い
な
い
し
、
起
こ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
辺
で
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
場

災
害
と
恵
み
の
装
置

川
を
怖
が
っ
た
り
災
害
の
話
が
中
心

で
す
が
、
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、

や
は
り
京
都
の
水
、
川
っ
て
い
う
の
は
、

京
都
の
文
化
を
支
え
て
き
た
。
京
都
は

鴨
川
の
水
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
茶
道

が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
酒
も
、
豆

腐
と
い
っ
た
食
文
化
も
同
様
で
す
。
友

禅
と
い
う
織
物
だ
っ
て
、
川
の
き
れ
い

な
水
で
洗
っ
て
こ
そ
色
が
出
る
と
い
わ

れ
る
わ
け
で
す
。

ま
さ
に
京
都
の
い
ろ
い
ろ
な
伝
統
文

化
は
川
、
特
に
鴨
川
の
水
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
京
都
に
は
自
然

系
の
博
物
館
が
一
つ
も
な
い
で
し
ょ
う
。

歴
史
や
文
化
財
を
展
示
す
る
博
物
館
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
に
。

や
は
り
川
の
災
害
と
恵
み
を
し
っ
か

り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
装
置
と
し

て
、
鴨
川
博
物
館
な
り
治
水
展
示
館
が

必
要
で
す
。

災
害
史
と
い
う
立
場
か
ら
い
う
と
、

津
波
や
地
震
の
記
念
碑
や
慰
霊
碑
は
た

く
さ
ん
存
在
し
て
そ
の
意
味
が
あ
る
。

そ
れ
ら
に
近
い
も
の
が
、
水
害
に
お
け

る
禹
廟
で
す
。
ま
だ
あ
ま
り
注
目
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
は
重
要
な
シ

ン
ボ
ル
、
そ
し
て
文
化
財
に
な
り
得
る

と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
１
年
12
月
６
日



片
品
川
の
氾
濫

片
品
村
は
、
群
馬
県
の
北
東
部
の
県

境
に
位
置
し
、
北
は
新
潟
県
と
福
島
県

に
、
東
は
栃
木
県
に
接
し
て
い
ま
す
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
火
山
群
の
活
動

に
よ
っ
て
で
き
た
湖
沼
や
湿
原
が
多
く

点
在
し
ま
す
。
尾
瀬
沼
南
方
と
鬼
怒
沼

山
（
２
１
４
１
ｍ
）
西
方
に
源
を
発
し
た

片
品
川
が
深
い
河
岸
段
丘
を
形
成
し
、

そ
の
周
囲
に
集
落
が
発
達
し
ま
し
た
。

片
品
川
は
、
支
流
の
笠
科

か
さ
し
な

川
や
塗ぬ

り

川
、

大
滝
川
と
合
流
し
て
、
沼
田
市
の
南
で

利
根
川
に
注
ぐ
、
長
さ
約
61
㎞
の
川
で

す
。
こ
の
片
品
川
に
笠
科
川
が
合
流
し

た
辺
り
は
、
谷
あ
い
か
ら
の
流
れ
が
平

野
に
開
け
た
、
古
仲
と
い
う
地
区
で
す
。

そ
の
古
仲
地
区
に
、
中
国
の
岣
嶁
碑

ご
う
ろ
う
ひ

と

ほ
ぼ
同
じ
碑
文
が
刻
ま
れ
た
〈
大
禹
皇

帝
碑
〉
が
、
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

岣
嶁
碑

湖
南
省
長
沙
市
の
何
致
と
い
う
人
が
１
２
１
２
年

（
南
宋
）
に
地
元
庶
民
の
案
内
で
、
石
壁
の
上
に
刻

ま
れ
た
文
字
を
確
認
。
何
致
は
禹
王
碑
で
あ
る
と
確

信
し
て
、
長
沙
の
岳
麓
山
に
復
刻
。
時
代
は
下
り
、

明
代
の
長
沙
太
守
の
藩
鎰
と
い
う
人
物
が
こ
れ
を
写

し
た
碑
を
つ
く
り
、
中
国
各
地
（
雲
南
・
大
理
／
四

川
・
北
川
／
江
蘇
南
京
／
栖
霞
山
／
河
南
・
禹
州
／

陝
西
・
西
安
碑
林
／
浙
江
・
紹
興
／
湖
北
・
武
漢
）

か
ら
出
土
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
話
は
不
確
か
な
伝
承
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、

研
究
が
進
み
、
越
の
朱
句
に
よ
る
刻
石
（
前
４
５
６

シ
リ
ー
ズ
里
川

年
）
で
、
信
仰
の
山
で
あ
る
湖
南
省
の
南
嶽
衡
山
へ

の
祭
祀
の
文
章
で
あ
る
と
す
る
説
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。１

９
６
３
年
（
昭
和
38
）
に
書
か
れ
た

村
史
に
は
、
大
禹
皇
帝
碑
の
こ
と
が
載

っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
学
校
で

教
わ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
碑
の
そ
ば
の
片
品
北
小
学
校
に

は
拓
本
が
あ
っ
て
、
中
国
の
偉
い
人
の

こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
あ
る
年
代
ま
で
は
「
禹
王

様
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
か
ら
、

ち
�
ん
と
教
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

早
稲
田
大
学
に
問
い
合
わ
せ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
殊
な
文
字
で
す

か
ら
専
門
家
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ

た
そ
う
で
す
。
中
国
で
聞
い
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
あ
れ
は
書
い
た
人
が
独
自

の
表
現
を
し
た
文
字
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
で
す
か
ら
、
本
人
で
な
い
と
本

当
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

時
代
背
景
と
し
て
は
、
水
害
だ
け
じ

�
な
く
て
凶
作
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
日

光
白
根
山
の
噴
火
が
起
き
、
天
明
の
飢き

饉き
ん

と
呼
ば
れ
た
時
代
。
食
べ
る
に
も
困

っ
て
、
あ
げ
く
の
果
て
は
間
引
き
と
い

う
悲
惨
な
こ
と
も
起
き
た
。
当
時
の
沼

田
の
殿
様
が
、
こ
れ
は
人
道
上
良
く
な

い
こ
と
だ
か
ら
や
め
る
よ
う
に
、
と
い

っ
た
と
い
う
古
文
書
も
残
っ
て
い
ま
す
。

片
品
が
属
す
る
沼
田
３
万
石
は
独
立
し
た
藩
で
は

な
く
、
松
代
藩
の
分
領
（
分
地
）
だ
っ
た
。
１
６
５

６
年
（
明
暦
２
）
沼
田
領
は
松
代
藩
か
ら
独
立
し
て

正
式
に
沼
田
藩
と
な
り
、
真
田
信
利
が
初
代
藩
主
と
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４
８
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な
っ
た
が
、
悪
政
を
敷
い
た
た
め
改
易
と
な
り
廃
藩
、

天
領
と
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
本
多
正
永
が
入
り
、
再

び
沼
田
藩
が
立
藩
、
黒
田
家
を
経
て
、
土
岐
家
の
所

領
と
な
る
。

片
品
は
尾
瀬
沼
を
背
後
に
控
え
、
水

が
豊
富
で
す
。
戸
倉
は
谷
が
深
い
の
で

水
害
に
は
遭
わ
な
い
ん
で
す
が
、
古
仲

に
き
て
一
気
に
土
地
が
開
け
る
の
で
川

の
水
が
広
が
っ
て
水
害
が
起
き
る
。
し

か
も
片
品
川
と
笠
科
川
が
合
流
し
て
水

量
も
増
え
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
田
畑
を
流
さ
れ
て
、

年
貢
を
納
め
る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
で
し
た
。
田
畑
が
流
さ
れ
る
と
い
っ

て
も
、
ほ
か
は
傾
斜
地
ば
か
り
で
田
ん

ぼ
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
た
土
を

盛
っ
て
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
か
ら
、
星
野

と
い
う
地
元
出
身
の
関
守
の
一
族
の
誉よ

市
郎

い
ち
ろ
う

さ
ん
と
い
う
人
が
、
水
害
を
治
め

る
た
め
の
碑
を
建
立
し
よ
う
と
一
大
決

心
を
し
て
、
会
津
の
藩
校
の
親
章
先
生

（
姓
は
不
明
）
に
大
禹
皇
帝
碑
の
碑
文
を

書
い
て
も
ら
い
に
行
っ
た
。
私
の
お
袋

は
古
仲
の
出
身
な
の
で
、
私
の
先
祖
も

誉
市
郎
さ
ん
と
相
談
し
合
っ
た
一
人
だ

と
思
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
に
働
き

か
け
て
、
み
ん
な
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

何
年
も
か
か
っ
て
石
碑
建
立
を
実
現
さ

せ
て
い
ま
す
。

関
東
以
北
の
最
高
峰
で
あ
る
日
光
白

根
の
２
５
７
８
ｍ
を
は
じ
め
と
し
て
、

２
０
０
０
ｍ
超
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
山
が
全
部

火
山
系
。
山
が
急
峻
で
表
土
が
浅
い
か

ら
、
降
っ
た
雨
が
す
ぐ
に
流
れ
下
る
ん

で
す
。
誉
市
郎
さ
ん
の
意
に
反
し
て
、

そ
れ
以
降
も
た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
古
仲
が
近
代
土
木
技
術

で
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ご
く

最
近
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

高
低
差
を
用
い
た
水
力
発
電

片
品
川
は
水
害
も
引
き
起
こ
し
ま
し

た
が
、
プ
ラ
ス
の
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

実
は
片
品
村
に
は
七
つ
の
水
力
発
電
所

が
あ
っ
て
、
日
光
白
根
水
系
に
丸
沼
、

一
ノ
瀬
、
白
根
発
電
所
と
三
つ
。
次
に

戸
倉
、
そ
の
下
に
栓
ノ
滝
、
鎌
田
。
鎌

田
発
電
所
と
い
う
の
は
、
片
品
川
と
大

滝
川
の
両
方
の
水
を
集
め
て
使
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
幡
谷
で
七
つ
。

普
通
、
水
力
発
電
所
と
い
う
と
ダ
ム

を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
ダ
ム
で

は
な
く
導
水
管
で
持
っ
て
い
っ
て
、
落

差
を
利
用
し
て
発
電
し
て
い
ま
す
。
い

っ
た
ん
落
と
し
た
水
で
７
回
も
発
電
し

て
、
沼
田
市
利
根
町
に
持
っ
て
い
っ
て

も
う
一
度
使
っ
て
、
最
後
は
吹
割

ふ
き
わ
り

の
滝

の
所
で
川
に
戻
し
て
い
ま
す
。
川
の
水

が
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
導
水

管
で
引
っ
張
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。

片
品
村
の
七
つ
の
発
電
所
で
、
６
万

４
０
０
０
世
帯
分
の
発
電
を
し
て
い
ま

す
。
仮
に
１
世
帯
が
１
年
間
に
10
万
円

分
の
電
気
代
を
払
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

東
京
電
力
は
片
品
川
で
64
億
円
の
利
益
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大禹皇帝碑

禹王碑

を
得
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
の

発
電
所
は
ま
っ
た
く
無
人
で
で
き
ま
す

か
ら
、
無
人
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

３
６
５
日
、
半
永
久
的
に
発
電
し
て
、

お
よ
そ
64
億
円
も
の
利
益
を
毎
年
生
み

出
す
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
片
品
川
が
生

み
出
し
て
く
れ
る
大
き
な
恵
み
で
す
。

東
京
電
力
は
、
利
益
の
一
部
を
環
境
保

全
の
た
め
に
使
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
千
人
を
受
け
入
れ
る

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
で
一

躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
一

人
が
９
月
29
日
に
帰
ら
れ
て
終
了
し
ま

し
た
。

片
品
村
は
、
上
尾
市
や
蕨
市
と
防
災

協
定
を
結
ん
で
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で

震
災
が
起
き
た
当
日
に
、
担
当
課
長
に
、

上
尾
市
と
蕨
市
と
日
光
市
に
被
害
が
な

か
っ
た
か
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
は
表
土
が
浅
く
て
岩
盤
な
ん
で
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
に
内
閣
府
が
発

表
し
た
地
震
マ
ッ
プ
で
見
て
も
、
強
い

ん
で
す
。
30
年
以
内
に
震
度
６
以
上
の

地
震
が
く
る
確
率
と
い
う
の
が
0.1
％
程

度
な
ん
で
す
よ
。
と
言
い
ま
す
の
も
、

地
震
を
経
験
し
た
人
た
ち
が
避
難
先
で

ま
た
地
震
に
遭
う
と
い
う
ん
じ
ゃ
気
の

毒
で
す
か
ら
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
安
心
し

て
生
活
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
確
信
が

あ
っ
た
。
そ
れ
と
こ
こ
で
は
計
画
停
電

も
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

そ
れ
で
３
月
14
日
の
朝
、
い
つ
も
の

散
歩
コ
ー
ス
を
１
時
間
歩
き
な
が
ら
、

ど
う
い
う
風
な
ら
や
れ
る
か
、
頭
の
中

で
組
み
立
て
た
ん
で
す
。

私
が
村
長
に
就
任
し
た
６
年
前
は
、

こ
の
村
の
財
政
も
破
綻
状
態
。
そ
れ
を

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
３
月
の
時
点
で

プ
ラ
ス
に
し
た
。
村
長
の
手
当
て
も
群

馬
県
内
の
35
市
町
村
中
一
番
低
く
抑
え

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
１

億
円
を
使
っ
て
被
災
者
を
受
け
入
れ
さ

せ
て
も
ら
っ
て
も
文
句
は
出
な
い
だ
ろ

う
、
と
。
そ
れ
で
す
ぐ
に
幹
部
会
議
を

開
い
て
１
０
０
０
人
を
１
カ
月
間
受
け

入
れ
る
、
と
申
し
出
ま
し
た
。

私
は
最
初
か
ら
、
被
災
者
を
体
育
館

な
ん
か
に
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
な
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
民
宿
旅
館
連
合

会
長
の
と
こ
ろ
に
話
を
持
っ
て
い
き
、

そ
れ
か
ら
県
庁
に
向
か
い
ま
し
た
。

私
が
安
心
し
た
の
は
、
そ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
矢
先
に
「
被
災
者
に
何
か

し
て
あ
げ
た
い
」
と
相
談
が
携
帯
電
話

に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
て
「
も
う
、

そ
の
方
向
で
動
い
て
い
る
か
ら
」
と
答

え
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
て
来
ら
れ
る
人
た
ち
の
ほ

う
は
、「
群
馬
の
そ
ん
な
所
ま
で
は
」

と
言
っ
て
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
原
発
事
故
の
避
難
勧
告

で
、
17
日
に
双
葉
町
か
ら
２
０
０
０
人
、

南
相
馬
か
ら
１
０
０
０
人
の
受
け
入
れ

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
３
０

０
０
人
は
無
理
で
す
か
ら
、
福
島
県
庁
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に
調
整
を
お
願
い
し
南
相
馬
の
１
０
０

０
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
18

日
に
は
23
台
の
大
型
バ
ス
が
到
着
し
、

９
３
８
人
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
実
際
に
問
題
が
出
て

く
る
わ
け
で
す
よ
。
一
番
は
、
医
療
、

薬
の
問
題
な
ど
で
す
。
し
か
も
19
、
20
、

21
日
が
連
休
だ
っ
た
。
村
に
一
つ
の
医

院
に
あ
ん
ま
り
大
勢
押
し
掛
け
た
ん
で
、

19
日
の
午
前
中
で
薬
が
お
し
ま
い
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
隣
村
の
医
院

に
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
運
が

良
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
医
院
の
ご
夫

妻
が
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
だ
っ

た
か
ら
、
よ
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
燃
料
不
足
。
ボ
イ
ラ
ー

が
焚
け
な
く
な
る
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
沼
田
の
Ｊ
Ａ
が
な
ん
と

か
し
て
く
れ
た
。
そ
の
内
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
動
き
始
め
て
く
れ
て
。

い
ろ
ん
な
問
題
が
起
き
ま
し
た
が
、

職
員
に
最
初
か
ら
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

っ
て
や
る
こ
と
じ
�
な
い
ん
だ
か
ら
、

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
恐
れ
る
な
」

と
発
破
を
か
け
た
ん
で
す
よ
。
よ
く
言

い
ま
す
が
、
火
事
場
の
馬
鹿
力
。
み
ん

な
や
る
気
を
出
し
て
く
れ
て
、
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
遺
産
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け

寄
付
を
申
し
出
て
く
れ
た
人
が
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
人
だ
っ
た
ん
で
「
今

は
金
よ
り
燃
料
の
ほ
う
が
有
り
難
い
」

と
言
っ
て
、
灯
油
を
給
食
セ
ン
タ
ー
と

保
育
園
に
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
民
宿
旅
館
の
組
合
も
六
つ
あ
っ

て
、
最
初
は
45
軒
、
最
終
的
に
は
90
軒

強
の
宿
泊
施
設
が
受
け
入
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
も
、
小
さ
い
村

だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
が
顔
見
知
り
で
や

れ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
５
０
０

０
人
の
村
で
１
０
０
０
人
の
被
災
者
を

受
け
入
れ
た
と
、
全
国
か
ら
励
ま
し
や

共
感
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
全
部
取
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
こ
の
村
の
宝
で
す
。

避
難
さ
れ
た
方
と
宿
の
人
と
の
は
、

今
で
も
お
つ
き
合
い
が
続
い
て
い
る
よ

う
で
す
か
ら
、
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）

８
月
開
催
の
名
水
サ
ミ
ッ
ト
や
10
月
開

催
の
尾
瀬
片
品
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
に
も
、

是
非
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

片
品
っ
て
い
う
村
は
、
も
と
も
と
人

情
が
厚
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。
茅
葺

き
屋
根
の
屋
根
替
え
な
ん
て
い
う
の
も
、

村
中
総
出
で
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
厳

し
い
自
然
環
境
が
育
ん
で
く
れ
た
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
尾
瀬
や

ス
キ
ー
と
い
っ
た
自
然
資
源
に
頼
る
部

分
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
禹
皇

帝
碑
は
全
国
で
も
貴
重
な
文
化
遺
産
。

歴
史
や
文
化
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、

片
品
の
住
民
が
地
元
に
誇
り
を
持
っ
て

く
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
１
年
11
月
14
日

片品村五千人の心意気29

右ページ：片品川流域図。
落差を生かして、小水力発
電所が何カ所もつくられて
いる。
左ページ：村営の〈花咲の
湯〉には、温泉とレストラ
ンと土産物屋が。レストラ
ンの厨房では、地元の主婦
が腕を奮い、地場産品を中
心に心のこもった献立を提
供している。普段は椅子席
だけだが、冬になるとコタ
ツが2組入り、まったりと
くつろぎたい人に大人気。



大
禹
謨
発
見
の

ド
ラ
マ

高
松
・
栗
林
公
園
と
西
嶋
八
兵
衛

古川 京司
ふるかわ たかし

香川県栗林公園観光事務所所長

1958年生、香川県高松市出身。1984年、大阪

大学法学部卒業後、香川県入庁。瀬戸内国際

芸術祭推進室等を経て、2011年４月より現職。

不
思
議
な
石
〈
大
禹
謨
〉

香
川
県
・
高
松
の
栗
林
公
園
の
商
工

奨
励
館
と
い
う
建
物
の
中
庭
に
、「
大だ

い

禹
謨

う
ぼ

」
と
彫
ら
れ
た
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

た
石
が
あ
り
ま
す
。
大
そ
れ
た
石
碑
と

い
う
の
で
は
な
く
、
穏
や
か
な
丸
み
を

帯
び
た
自
然
石
で
す
。
こ
の
〈
大
禹
謨
〉

が
、
今
、
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
禹
謨

『
書
経
』
中
の
「
大
禹
謨
」
と
い
う
問
答
集
の
題
名
。

一
般
に
「
偉
大
な
禹
の
は
か
り
ご
と
（
政
策
）」
と

解
さ
れ
る
が
、
謨
に
は
「
は
か
り
ご
と
（
政
策
）」

と
い
う
意
味
と
合
わ
せ
て
、「
君
主
に
対
す
る
臣
下

の
言
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。『
書
経
』
中
の
「
大

禹
謨
」
は
後
者
の
意
味
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

大
禹
謨
っ
て
い
わ
れ
て
も
、
一
般
の

人
に
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
大
は

わ
か
る
け
ど
、
禹
も
謨
も
わ
か
ら
な
い
。

そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
禹

王
碑
探
求
家
の
大
脇
良
夫
先
生
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
全
国
各
地
に
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
禹
を
祀
っ
た
も
の
が
あ
る
な

ん
て
、
ち
っ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
脇
先
生
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
石
が
、
他

の
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
う
ち
の

〈
大
禹
謨
〉
に
は
、
す
ご
い
力
が
あ
る

ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
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讃
岐
（
現
在
の
香
川
県
）
は
藩
政
が
奮
わ

な
い
上
に
、
地
震
や
干
ば
つ
な
ど
の
災

害
が
相
次
い
だ
た
め
、
伊
勢
の
津
藩
主

で
あ
る
藤
堂
高
虎
は
、
家
臣
の
西
嶋
八

兵
衛
を
讃
岐
建
て
直
し
に
遣
わ
し
ま
し

た
。物

語
の
舞
台
と
な
っ
た
高
松
は
、
い

わ
ゆ
る
難
波
津
や
奈
良
、
京
都
に
も
近

く
、
瀬
戸
内
海
を
使
っ
て
西
か
ら
攻
め

て
く
る
の
を
監
視
す
る
西
日
本
の
要
所

で
す
。
１
５
８
７
年
（
天
正
15
）
生
駒
氏

が
入
封
、
香
東
郡
野
原
郷
に
城
を
構
え
、

高
松
と
命
名
。
生
駒
氏
は
秀
吉
の
朝
鮮

出
兵
に
も
参
陣
し
戦
功
を
上
げ
た
大
名

で
、
守
り
の
重
要
性
を
意
識
し
て
の
拝

領
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
高
松
は
野
原

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
港
町
と
し
て
栄
え

て
い
た
よ
う
で
す
。

生
駒
家
３
代
目
の
正
俊
は
、
津
藩
主

藤
堂
高
虎
の
娘
を
正
室
に
し
ま
し
た
。

高
虎
が
出
家
し
て
高
野
山
で
隠
棲
し
た

の
を
、
秀
吉
の
使
い
と
し
て
初
代
の
生

駒
親
正
が
説
得
し
、
下
山
さ
せ
た
と
い

う
因
縁
も
あ
り
ま
す
。
正
俊
が
亡
く
な

っ
た
と
き
に
嫡
男
の
高
俊
が
幼
少
だ
っ

た
た
め
に
、
高
虎
は
外
戚
の
祖
父
と
し

て
後
見
人
と
な
る
な
ど
、
津
藩
藤
堂
家

と
高
松
藩
生
駒
家
は
関
係
が
深
か
っ
た

の
で
す
。

西
嶋
八
兵
衛
、

讃
岐
に
派
遣
さ
れ
る

〈
大
禹
謨
〉
を
つ
く
っ
た
の
は
、
西
嶋

八
兵
衛
之
友

ゆ
き
と
も

と
い
う
治
水
家
で
す
。

西
嶋
八
兵
衛
之
友
（
１
５
９
６
〜
１
６
８
０
年
）

遠
州
（
現
・
静
岡
県
）
浜
松
で
生
ま
れ
る
。
名
は

之
友
。
八
兵
衛
は
通
称
。
17
歳
で
伊
勢
の
津
藩
主
藤

堂
高
虎
に
仕
え
た
。
水
利
、
土
木
、
経
済
、
書
道
に

優
れ
た
八
兵
衛
は
、
高
虎
の
命
で
１
６
２
５
年
（
寛

永
２
）
〜
１
６
３
９
年
（
寛
永
16
）
の
14
年
間
讃
岐

に
住
ん
で
、
讃
岐
高
松
藩
生
駒
家
の
領
国
経
営
に
参

画
し
た
。
讃
岐
の
実
状
を
高
虎
に
報
告
し
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
溜
め
池
の
改
修
や
築
造
、
香
東
川

（
こ
う
と
う
が
わ
）
の
東
流
を
締
め
切
っ
て
、
西
流

１
本
に
す
る
大
規
模
な
治
水
事
業
に
取
り
組
み
、
新

田
開
発
を
実
現
し
た
。
讃
岐
を
離
れ
て
か
ら
は
、
城

和
奉
行
や
伊
賀
奉
行
を
務
め
た
。



渇水で取りざたされることの多い香川県・高松ですが、

市内を流れる香東川は、扇状地の暴れ川で

伊勢・津藩から派遣された

西嶋八兵衛によって治められました。

そのときに記念として建立された〈大禹謨〉が、

流転の運命の末、栗林公園内に鎮座しています。

香東川の旧・河川を生かした庭園であり、

高松藩12万石の傑作といわれる栗林公園が、

〈大禹謨〉安住の地になるまでの軌跡を追います。

西
嶋
八
兵
衛
に
よ
る

香
東
川
の
締
め
切
り

香
川
県
は
降
水
量
が
少
な
く
、
47
都

道
府
県
中
、
最
も
面
積
が
狭
い
県
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
溜
め
池

の
１
割
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
溜

め
池
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

西
嶋
八
兵
衛
は
、
溜
め
池
の
基
盤
整

備
に
取
り
組
み
、
１
１
８
４
年
（
元
暦
元
）

以
来
、
決
壊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た

満
濃
池
（
ま
ん
の
う
町
）
を
４
年
が
か
り

で
復
旧
。
龍
満
池
（
高
松
市
香
川
町
）
、
小

田
池
（
高
松
市
川
部
町
）
、
山
大
寺
池
（
三
木

町
）
、
三
郎
池
（
高
松
市
三
谷
町
）
、
瀬
丸
池

（
三
豊
市
高
瀬
町
）
、
亀
越
池
（
ま
ん
の
う
町
）
、

仁
池
（
丸
亀
市
綾
歌
町
）
な
ど
、
わ
ず
か
数

す
。八

兵
衛
は
香
東
川
の
東
流
を
締
め
切

っ
て
、
西
流
に
１
本
化
。
東
の
旧
流
路

付
近
に
新
田
開
発
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

こ
の
工
事
は
想
像
以
上
に
大
変
で
、
締

め
切
っ
た
下
流
地
域
で
は
長
期
に
わ
た

っ
て
伏
流
水
が
湧
き
出
た
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
地
方
で
は
湧
水
の
こ

と
を
出
水

で
す
い

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
香
東
川
の
締
め
切
り
を
成
功

さ
せ
た
八
兵
衛
は
、
安
全
を
祈
願
し
て

〈
大
禹
謨
〉
と
刻
ん
だ
石
を
鎮
斎
し
ま

し
た
。
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
八
兵
衛
が
滞
在
し
た
14
年
間
の
半

ば
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
、
場
所

は
香
川
町
善
海
辺
り
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
１
６
４
０
年
（
寛
永
17
）
重

臣
の
争
い
に
端
を
発
し
た
生
駒
騒
動
が

起
こ
り
、
讃
岐
生
駒
家
は
出
羽
国
由
利

郡
矢
島
（
現
・
秋
田
県
）
に
改
易
に
な
り

ま
し
た
。

西
嶋
八
兵
衛
は
、
水
不
足
に
悩
む
讃

岐
に
、
満
濃
池
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
溜
め
池
の
築
堤
や
改
修
を
行
な
っ
た

恩
人
で
す
。
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
生
駒
家
の
時

代
の
人
な
の
で
、
そ
の
後
そ
ん
な
に
評

価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
、〈
大
禹
謨
〉
の
こ
と
は
、
長
ら
く

忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。私

も
小
中
高
と
香
川
県
出
身
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
小
学
校
で
西
嶋
八
兵
衛

の
こ
と
を
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。
正
直
言
う
と
、
栗
林
公
園
の
仕
事

を
始
め
て
か
ら
初
め
て
知
っ
た
く
ら
い

で
す
。
た
だ
、
今
は
自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
所
を
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も
載

っ
て
い
て
、
何
を
し
た
か
と
い
う
こ
と

が
ち
ゃ
ん
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
禹
謨
発
見
の
ド
ラ
マ

西
嶋
八
兵
衛
も
〈
大
禹
謨
〉
も
、
す

っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
時

代
は
下
っ
て
１
９
１
２
年
（
大
正
元
）
、

香
東
川
で
大
洪
水
が
起
こ
り
、
上
中
津

か
み
な
か
つ

の
堤
防
が
決
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

大禹謨発見のドラマ31

年
で
九
十
余
り
の
溜
め
池
の
築
造
・
改

修
を
行
な
い
ま
し
た
。

生
駒
家
が
高
松
城
（
玉
藻
城
）
を
築
城

し
た
当
時
、
香
東
川

こ
う
と
う
が
わ

は
大
野
郷
（
高
松
市

一
宮
団
地
付
近
）
か
ら
二
股
に
分
か
れ
、

東
の
流
れ
が
城
下
町
付
近
を
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
堆
積
し
た
土
砂
で
川
底
が

浅
く
な
っ
た
た
め
、
雨
が
降
る
度
に
洪

水
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

香
東
川
と
い
う
の
は
、
香
川
県
中
部

を
流
れ
、
延
長
３
万
２
９
８
９
ｍ
、
流

域
面
積
１
１
３
・
２
h
の
二
級
河
川
で

す
。
奥
山
に
あ
る
樺
川

か
ば
が
わ

と
い
う
里
に
香

り
高
い
樺
の
古
木
が
あ
っ
た
た
め
に

馥
郁

ふ
く
い
く

と
し
た
香
り
の
水
が
流
れ
た
、
と

い
う
伝
説
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い

わ
れ
、
県
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま



の
冬
に
県
が
施
工
し
た
川
普
請
の
際
に
、

な
ん
と
埋
没
し
て
い
た
〈
大
禹
謨
〉
を

大
野
中
津
の
住
民
が
偶
然
、
掘
り
起
こ

し
た
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
と
き
に
は

字
が
彫
っ
て
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
と
に
な
っ
て
川
原
栄
吉
さ
ん
と
宮

武
彌
八
さ
ん
と
い
う
二
人
の
若
者
が
文

字
に
気
づ
き
、
知
人
の
平
木
幸
助
さ
ん

と
も
相
談
し
て
、
右
岸
の
旧
・
安
原
街

道
の
薬
師
如
来
の
隣
に
安
置
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ
の
〈
大
禹
謨
〉
発
見
か
ら
間
も
な

く
、
香
川
県
内
で
西
嶋
八
兵
衛
顕
彰
の

機
運
が
盛
り
上
が
り
、
な
ん
と
死
後
２

３
５
年
も
経
っ
た
１
９
１
５
年
（
大
正
４
）、

香
川
県
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
正
五
位

に
追
贈
さ
れ
ま
し
た
。
三
重
県
庁
で
、

子
孫
の
方
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
大
禹
謨
〉
発
見
の
ド
ラ
マ
は
ま
だ
続

き
ま
す
。
元
・
四
番
丁
小
学
校
校
長
だ

っ
た
平
田
三
郎
と
い
う
人
が
、
大
野
折

口
に
疎
開
し
て
『
一
宮
村
史
』
を
調
査

し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
１
９
４
５

年
（
昭
和
20
）
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
、
川か

わ

部な
べ

橋
北
３
０
０
ｍ
右
岸
に
あ
る
河
畔
の

草
む
ら
で
、
ふ
と
目
を
留
め
ま
し
た
。

そ
こ
に
埋
も
れ
て
い
た
石
に
〈
大
禹
謨
〉

と
刻
ま
れ
て
い
た
の
を
発
見
し
た
の
で

す
。
川
普
請
で
見
つ
か
っ
た
〈
大
禹
謨
〉

は
、
い
つ
の
間
に
か
再
び
顧
み
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

平
田
先
生
は
漢
学
の
素
養
が
深
く
、

郷
土
史
家
と
し
て
香
東
川
の
歴
史
に
も

興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
こ
の

三
文
字
が
示
す
意
義
に
気
づ
き
、
写
真

に
撮
っ
て
西
嶋
八
兵
衛
終
焉
の
地
で
あ

る
伊
賀
上
野
の
市
長
に
筆
跡
鑑
定
を
依

頼
。
三
重
県
郷
土
史
の
権
威
で
あ
る
村

治
円
次
郎
さ
ん
か
ら
、「
西
嶋
八
兵
衛

の
筆
跡
に
似
て
い
る
」
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。

平
田
先
生
が
勤
務
し
た
四
番
丁
小
学

校
は
、
奇
し
く
も
讃
岐
生
駒
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
龍
松
山
法
泉
寺
の
真
向
か
い
。

平
田
先
生
が
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）
に

亡
く
な
っ
て
こ
の
事
実
は
忘
れ
去
ら
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
す
夫
人
が

平
田
先
生
の
友
人
で
西
嶋
八
兵
衛
研
究

家
の
福
家
惣
衛
さ
ん
に
遺
稿
を
渡
し
た

こ
と
で
、「
治
水
の
神
を
祭
る
民
族
」

（『
新
香
川
』
１
９
５
８
年
〈
昭
和
33
〉
２
月
号
）

と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

県
立
香
川
中
央
高
校
の
西
側
を
北
に

進
む
と
、
野
球
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
裏

辺
り
の
道
端
に
、
南
に
向
い
て
〈
中
津

の
薬
師
堂
〉〈
大
禹
謨
〉〈
牛
の
墓
〉
が

三
つ
、
今
で
も
仲
良
く
並
ん
で
い
ま
す
。

で
も
、
こ
の
〈
大
禹
謨
〉
は
レ
プ
リ
カ

で
、
本
物
は
栗
林
公
園
に
あ
り
ま
す
。

面
白
い
も
の
で
す
よ
ね
、
お
話
だ
け

で
は
な
く
、
一
つ
の
石
が
〈
モ
ノ
〉
と

し
て
あ
り
、
こ
ん
な
ち
っ
ち
ゃ
な
石
が

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
価
値
を
持
っ
て

い
る
な
ん
て
。

あ
れ
だ
け
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る

中
で
掘
り
起
こ
さ
れ
て
、「
石
に
何
か

字
が
彫
っ
て
あ
る
」
っ
て
見
つ
け
ら
れ

る
の
も
奇
跡
的
で
す
し
、
そ
れ
を
ま
た

平
田
先
生
が
「
お
お
、
こ
れ
は
！
」
っ

て
再
発
見
す
る
…
な
ん
て
い
う
奇
跡
が

何
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
、
運
命
的
に
こ

こ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

〈
大
禹
謨
〉
栗
林
公
園
に
遷
座

で
は
、
薬
師
如
来
の
隣
に
あ
っ
た

〈
大
禹
謨
〉
が
、
な
ぜ
今
、
栗
林
公
園

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
元
・
栗
林
公
園
所
長
の
藤
田

勝
重
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
ま
す
。
１
９

６
１
年
（
昭
和
36
）
〈
大
禹
謨
〉
の
存
在

を
知
っ
た
藤
田
さ
ん
は
、
伊
賀
上
野
に

在
住
す
る
稲
住
佳
生
さ
ん
に
再
度
、
筆

跡
鑑
定
を
進
め
る
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
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上：栗林公園内の商工奨励館中庭に安置された〈大禹謨〉。西嶋八兵衛の筆跡
であるといわれている。商工奨励館は、1899年（明治32）につくられた唐破
風の建物。漆器をはじめとする県内産品を展示即売している。
下：県立香川中央高校そばにある〈中津の薬師堂〉。一時、〈大禹謨〉はこの
横に安置されていた。今置かれているのは、〈大禹謨〉のレプリカだ。



た
。
西
嶋
八
兵
衛
の
子
孫
を
訪
ね
、
伊

賀
上
野
に
赴
い
て
西
嶋
八
兵
衛
の
真
筆

を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
し
ま
し
た
。
村
治
円
次
郎
さ

ん
に
よ
っ
て
真
筆
と
の
鑑
定
を
得
た
藤

田
さ
ん
は
、
帰
途
、
伊
勢
神
宮
に
立
ち

寄
り
、
神
宮
文
庫
で
〈
大
禹
謨
〉
の
出

典
を
『
書
経
』（
尚
書
）
に
見
出
し
ま
す
。

藤
田
さ
ん
は
、
こ
う
し
て
〈
大
禹
謨
〉

が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
確
認

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
香
川
町

教
育
委
員
長
の
二
川
一
美
さ
ん
に
、
も

う
二
度
と
〈
大
禹
謨
〉
が
見
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
適
切
な
保
全
を
お
願
い
し

た
ん
で
す
。

安
住
の
地
の
条
件
と
し
て
、
香
東
川

に
因
む
場
所
で
あ
る
こ
と
、
老
若
男
女

た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
、

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
１
９

６
２
年
（
昭
和
37
）
７
月
７
日
、〈
大
禹

謨
〉
は
栗
林
公
園
内
の
商
工
奨
励
館
の

中
庭
に
遷
座
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年

（
平
成
24
）
は
、〈
大
禹
謨
〉
が
発
見
さ
れ

て
１
０
０
年
、
遷
座
し
て
50
年
の
記
念

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

高
松
藩
12
万
石
の
最
高
傑
作

栗
林
公
園
を
誰
が
つ
く
っ
た
の
か
と

い
う
の
は
謎
で
す
が
、
西
嶋
八
兵
衛
の

讃
岐
時
代
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
れ
ば
、

そ
う
い
っ
た
謎
に
も
迫
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
元
亀
、
天
正
の
こ
ろ
、

当
地
の
豪
族
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
西
南
地

区
（
小
普
陀
付
近
）
に
築
庭
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

寛
永
年
間
（
１
６
２
５
年
ご
ろ
）
讃
岐
高
松

藩
主
生
駒
高
俊
公
に
よ
っ
て
南
湖
一
帯

が
造
園
さ
れ
、
１
６
４
２
年
（
寛
永
19
）

生
駒
家
に
代
わ
っ
て
高
松
に
入
封
し
た

松
平
頼
重
公
（
水
戸
の
徳
川
光
圀
公
の
兄
）

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

栗
林
公
園
は
、
５
代
藩
主
頼
恭
公
に

至
る
百
余
年
の
間
、
歴
代
藩
主
が
修
築

を
重
ね
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ

ば
高
松
藩
12
万
石
が
残
し
た
最
高
傑
作
。

明
治
維
新
ま
で
２
２
８
年
間
に
わ
た
り

松
平
家
11
代
の
下
屋
敷
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

紫
雲
山
を
背
景
に
、
六
つ
の
池
と
13

の
築
山
が
〈
一
歩
一
景
〉
と
い
わ
れ
る

変
化
に
富
ん
だ
情
景
を
生
み
出
し
ま
す

が
、
豊
か
な
出
水

で
す
い

は
、
西
嶋
八
兵
衛
が

締
め
切
っ
た
香
東
川
の
東
流
跡
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

西
嶋
八
兵
衛
は
も
ち
ろ
ん
、
讃
岐
だ

け
で
活
躍
さ
れ
た
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
の
拠
点
は
伊
賀
上
野
で
す
し
、

小
堀

こ
ぼ
り

遠
州

え
ん
し
�
う

と
も
姻
戚
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
江
戸
の
庭
園
づ
く
り
で
も

一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
堀
遠
州

（
１
５
７
９
〜
１
６
４
７
年
）

本
名
は
政
一
（
ま
さ
か
ず
）。
遠
州
は
、
武
家
官

位
の
遠
江
守
に
由
来
す
る
。
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
前
期
に
か
け
て
の
大
名
、
茶
人
、
建
築
家
、

作
庭
家
。
備
中
松
山
藩
２
代
藩
主
、
の
ち
近
江
小
室

藩
初
代
藩
主
。

父
正
次
は
、
浅
井
長
政
の
家
臣
で
あ
り
縁
戚
で
も

あ
っ
た
が
、
浅
井
滅
亡
後
は
羽
柴
秀
吉
に
取
り
立
て

ら
れ
、
秀
吉
の
弟
秀
長
に
仕
え
た
。
大
和
国
郡
山
移

封
に
伴
な
い
、
秀
長
は
山
上
宗
二
や
千
利
休
に
師
事
。

政
一
も
小
姓
と
し
て
影
響
を
受
け
た
。
秀
長
と
嫡
子

秀
保
の
没
後
は
秀
吉
直
参
と
な
っ
て
伏
見
に
移
り
、

古
田
織
部
に
茶
道
を
学
ぶ
。

私
た
ち
は
小
堀
遠
州
を
声
高
に
言
い

た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
確

定
す
る
史
料
が
な
い
。
大
き
な
政
権
交

代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
生
駒
家
の
時

代
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

の
で
す
。

１
０
０
年
間
も
か
か
っ
て
で
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
も
の
す
ご
く
統
一
感

が
あ
る
お
庭
に
な
っ
て
い
る
。
継
ぎ
足

し
継
ぎ
足
し
で
作
ら
れ
た
感
じ
は
、
ぜ

ん
ぜ
ん
見
受
け
ら
れ
な
い
。
で
す
か
ら

ど
う
考
え
て
も
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
あ
っ
た
の
だ
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ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の

デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
と
い
う
人
物
は
、

そ
の
当
時
そ
ん
な
に
は
い
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
ベ
ー
ス
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
我
々
の
想
い

と
し
て
は
、
小
堀
遠
州
に
い
く
ん
で
す

ね
。小

堀
遠
州
と
い
う
の
は
象
徴
的
な
言

い
方
で
す
け
れ
ど
、
西
嶋
八
兵
衛
を
キ

ー
マ
ン
と
し
て
、
栗
林
公
園
と
当
時
の

最
先
端
の
文
化
人
た
ち
と
の
か
か
わ
り

は
、
き
っ
と
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
知
事
と
呼
ば
れ
た

金
子
正
則

香
川
県
に
讃
岐
時
代
か
ら
の
文
化
的

素
養
が
あ
っ
た
た
め
か
、
デ
ザ
イ
ン
知

事
と
呼
ば
れ
た
金
子
さ
ん
と
い
う
知
事

が
就
任
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
日
本

を
代
表
す
る
建
築
家
の
丹
下
健
三
に
設

計
を
依
頼
し
て
、
旧
県
庁
を
つ
く
っ
た

の
も
金
子
正
則

ま
さ
の
り

さ
ん
で
す
。

金
子
正
則

（
１
９
０
７
〜
１
９
９
６
年
）

館
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
庭
は
、「
昭

和
の
小
堀
遠
州
」
と
呼
ば
れ
た
中
根
金

作
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
た
も
の
で
す
。

和
田
邦
坊

（
１
８
９
９
〜
１
９
９
２
年
）

香
川
県
出
身
、
本
名
は
邦
夫
。
１
９
２
６
年
（
大

正
15
）
東
京
日
日
新
聞
社
に
入
社
、
時
事
漫
画
を
描

く
。
ユ
ー
モ
ア
小
説
「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
ヒ
ゲ
が
あ

る
」
を
執
筆
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
１
９
３
８
年

（
昭
和
13
）
退
社
後
は
帰
郷
し
、
画
家
と
し
て
活
躍
。

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
讃
岐
民
芸
館
長
。
商
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
顔
を
持
つ
邦
坊
は
、
讃
岐
民
芸

館
の
た
め
に
凝
っ
た
内
・
外
装
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
買
い
物
袋
の
図
案
も
手
掛
け
た
。

金
子
知
事
は
栗
林
公
園
が
大
好
き
で
、

こ
こ
が
文
化
の
中
心
、
文
化
サ
ロ
ン
的

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
）
か
ら
６
期
24
年
の
間
、

香
川
県
知
事
を
務
め
た
。
香
川
県
丸
亀
市
出
身
。
東

京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
、
司
法
官
試

補
と
な
る
。
敗
戦
翌
年
に
東
京
控
訴
院
部
長
と
な
っ

た
が
翌
日
付
で
退
職
し
、
丸
亀
市
で
弁
護
士
を
開
業
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
香
川
県
副
知
事
に
就
任
。

在
任
中
、
吉
野
川
か
ら
香
川
用
水
を
引
い
た
り
、
香

川
医
科
大
学
の
開
設
を
推
進
す
る
な
ど
し
た
。
香
川

県
庁
舎
（
現
・
東
館
）
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
中
学

の
先
輩
で
あ
る
猪
熊
弦
一
郎
画
伯
の
助
言
で
丹
下
健

三
に
設
計
を
任
せ
た
。
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
や
ジ
ョ
ー

ジ
・
ナ
カ
シ
マ
ら
芸
術
家
と
も
親
交
が
あ
り
、「
政

治
と
は
デ
ザ
イ
ン
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
と

さ
れ
る
。

そ
う
い
う
知
事
が
い
た
の
で
、
栗
林

公
園
の
所
長
に
西
嶋
八
兵
衛
研
究
を
さ

れ
た
藤
田
勝
重
さ
ん
を
任
命
さ
れ
た
り
、

彫
刻
家
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
ア
ト
リ

エ
を
構
え
る
な
ど
、
高
名
な
文
化
人
が

香
川
に
多
く
集
ま
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
讃
岐
民
具
連
と
い
う
運
動
が

あ
っ
て
、
県
で
蒐
集
し
た
民
具
を
展
示

す
る
讃
岐
民
芸
館
が
栗
林
公
園
内
に
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
で
新
聞
の
挿
絵

を
描
い
て
い
た
和
田
邦
坊

く
に
ぼ
う

が
郷
里
に
戻

り
、
初
代
館
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
県
立
の
民
芸
館
と
い
う
の
は
全

国
で
も
珍
し
い
の
で
す
。
ジ
ョ
ー
ジ
・

ナ
カ
シ
マ
の
家
具
を
ラ
イ
セ
ン
ス
製
作

し
て
い
る
桜
製
作
所
が
県
内
に
あ
る
こ

と
に
因
み
、
そ
の
作
品
を
集
め
た
家
具
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１
６
４
４
年
（
正
保
元
）
に
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
大
切
に
し
た
証

し
と
も
言
え
ま
す
ね
。

高
松
の
上
水
道
が
、
１
６
５
３
年

（
承
応
２
）
玉
川
兄
弟
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
江
戸
の
上
水
道
よ
り
も
早
く
で
き

た
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

郷
土
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

香
川
に
住
む
誇
り
の
よ
う
な
も
の
が
醸

成
さ
れ
た
ら
な
、
と
思
い
ま
す
。

結
局
、
大
切
な
の
は
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。
た
だ
見
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
重
要
。〈
大

禹
謨
〉
発
見
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
香
川

と
栗
林
公
園
を
牽
引
し
て
く
れ
る
力
を

持
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

金
子
知
事
が
〈
朝
の
栗
林
公
園
を
散

歩
す
る
会
〉
と
い
う
の
を
主
宰
し
た
の

で
す
が
、
時
の
香
川
県
の
財
界
人
や
裁

判
所
長
官
と
か
が
一
斉
に
集
ま
り
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
が
す
ご
い
の
で
す
。
大

禹
謨
と
い
う
お
酒
も
、
そ
の
時
代
に
で

き
て
い
ま
す
。
散
歩
会
は
、
い
ま
だ
に

続
い
て
い
ま
す
。

禹
で
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

観
光
と
い
う
と
、
表
面
的
な
感
じ
が

し
ま
す
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。〈
大
禹
謨
〉
を
通
し
て
、
西

嶋
八
兵
衛
を
き
っ
か
け
に
し
た
郷
土
史

か
ら
の
奥
行
き
と
、
日
本
全
国
か
ら
中

国
と
も
つ
な
が
る
よ
う
な
広
が
り
の
両

方
が
で
き
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

栗
林
公
園
に
は
、
県
外
か
ら
の
観
光

客
は
ず
い
ぶ
ん
来
ら
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
県
民
の
来
場
者
は
、
そ
の
内
の
一

割
く
ら
い
。
平
成
に
な
っ
て
す
ぐ
動
物

園
が
閉
鎖
に
な
り
、
栗
林
公
園
の
み
で

集
客
し
よ
う
と
い
う
方
針
に
な
っ
て
動

物
園
と
か
美
術
館
と
か
い
っ
た
集
客
し

や
す
い
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
園
外
に

出
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
、
苦
戦

を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
栗
林
公
園
は
、
特
に
重
要

な
文
化
財
庭
園
と
い
う
こ
と
で
、「
特

別
名
勝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

世
界
的
に
有
名
な
旅
行
ガ
イ
ド
の
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
」
か
ら
は
最
高
評
価
の
三
つ

星
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
日
本
庭
園
専
門
誌
で
は
２
０

１
１
年
（
平
成
23
）
日
本
庭
園
ラ
ン
キ
ン

グ
３
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
庭
園
な
ん
で
す
。
ぜ
ひ
地
元
の

皆
さ
ん
に
も
そ
の
価
値
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
地
は
一
回
行
っ
た
ら
も
う
行
か

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
い
。
で
も
、

栗
林
公
園
は
、
庭
園
そ
の
も
の
の
美
し

さ
に
加
え
、
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
面

白
い
謂
わ
れ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
も
４
月
に
こ
ち
ら
に
赴
任
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
レ
ク
チ

ャ
ー
を
お
願
い
し
た
ら
、
本
当
に
興
味

深
い
話
ば
か
り
で
、
栗
林
公
園
を
見
直

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
禹
謨
や
西
嶋

八
兵
衛
の
こ
と
な
ど
も
、
聞
い
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
う
い
っ

た
話
を
聞
い
て
、
初
め
て
栗
林
公
園
の

面
白
さ
が
わ
か
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

大禹謨発見のドラマ35

取
材：

２
０
１
１
年
12
月
５
日

は
な
い
。
こ
れ
は
若
い
人
に
も
通
じ
る

と
思
い
ま
す
よ
。
こ
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
西
嶋
八
兵
衛
顕
彰
と
大
禹
謨
の
物

語
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
、
２
０

１
３
年
（
平
成
25
）
第
３
回
禹
王
サ
ミ
ッ

ト
の
会
場
と
し
て
立
候
補
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
禹
王
碑
を
研
究
中
の
郷
土

史
家
を
は
じ
め
、
韓
国
、
中
国
に
も
そ

の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

松
平
頼
重
公
が
来
た
と
き
に
１
万
３

０
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た
高
松
の
人
口
は
、

25
年
後
に
は
２
万
人
に
な
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
港
町
と
し
て
繁
栄

し
、
そ
こ
で
蓄
え
ら
れ
た
富
が
消
費
も

促
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

日
本
初
の
上
水
道
は
、
早
川
を
水
源

と
す
る
小
田
原
城
下
の
も
の
で
す
が
、

高
松
の
上
水
道
は
、
頼
重
公
に
よ
っ
て
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孟
子
は
「
禹
の
水
を
治
む
る
は
、
水
の
道
な

り
」
と
言
っ
て
い
る
。
禹
は
黄
河
に
お
い
て
大

治
水
工
事
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
た
だ
水
の

本
性
に
従
っ
て
、
水
に
逆
ら
わ
ず
流
す
べ
き
所

に
流
し
た
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
黄
河
を

制
す
る
者
は
、
中
国
を
制
す
」、
こ
れ
は
初
め

て
黄
河
の
治
水
に
成
功
し
た
禹
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
黄
河
は
暴
れ
黄
竜
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
夏
に
は
激
し
い
雨
が
洪
水
を
起
こ
し
、
そ

の
洪
水
に
よ
っ
て
山
西
省
・
陝
西
省
地
域
に
は

大
量
の
黄
土
の
泥
が
流
れ
込
み
、
こ
の
泥
が
黄

河
の
川
底
を
浅
く
し
て
、
氾
濫
の
原
因
と
な
る
。

ジ
ュ
リ
ア
・
ウ
オ
ー
タ
ー
ロ
ー
著
『
黄
河
』

（
偕
成
社
１
９
９
５
）
に
、
禹
の
治
水
方
法
は
、

川
底
を
さ
ら
っ
て
多
く
の
水
が
流
れ
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
大
量
の
水
を
分
散
さ
せ
る
運
河
ま

で
つ
く
っ
た
と
あ
る
。
工
事
に
は
大
勢
の
人
を

使
い
、
13
年
間
か
け
て
行
な
っ
た
。
お
か
げ
で

そ
の
後
何
百
年
洪
水
を
免
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ

以
後
の
古
代
王
朝
で
も
禹
の
治
水
方
法
を
踏
襲

す
る
が
、
政
治
が
不
安
に
な
る
と
、
治
水
事
業

は
疎
か
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
後
洪
水
は
頻
繁

に
生
じ
た
。
Ｋ
・
Ｊ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
著
『
黄
河
』

（
帝
国
書
院
１
９
８
７
）
は
、
上
記
の
書
『
黄
河
』
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《黄河は流れる》

と
同
様
に
児
童
書
で
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
書

か
れ
て
い
る
。

黄
河
の
流
れ
は
、
標
高
４
３
０
０
ｍ
の
チ
ベ

ッ
ト
高
原
を
源
と
し
、
蘭
州
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
へ
。
オ
ル
ド
ス
草
原
の
防
風
林
を
過
ぎ
、

山
西
省
・
陝
西
省
の
険
し
い
峡
谷
の
黄
土
高
原

で
渭
河
と
汾
河
と
合
流
し
、
そ
の
後
東
に
向
き

を
変
え
、
峡
谷
地
帯
三
門
峡
を
流
れ
、
三
門
峡

ダ
ム
を
通
っ
て
華
北
平
原
へ
流
れ
る
。
華
北
平

原
は
海
面
す
れ
す
れ
の
低
い
平
原
で
、
大
量
の

泥
が
堆
積
し
天
井
川
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
川

が
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
後
河
口
ま

で
の
８
０
０
㎞
あ
ま
り
、
黄
河
は
た
だ
１
本
の

川
と
し
て
流
れ
る
。
夏
に
は
大
洪
水
を
起
こ
す

が
、
一
方
肥
え
た
土
地
が
拡
が
る
華
北
平
原
は

中
国
農
業
の
中
心
地
で
も
あ
る
。
最
後
に
は
渤

海
に
流
れ
込
み
５
４
６
４
㎞
の
長
い
旅
を
終
え

る
。
流
域
面
積
75
万
h
、
支
流
約
40
本
、
年
間

流
出
量
４
８
０
億
k
、
年
間
16
億
ｔ
の
土
砂
を

運
び
、
大
小
80
の
水
力
発
電
所
と
１
７
４
の
貯

水
池
が
あ
り
、
延
長
６
３
０
０
㎞
、
流
域
面
積

１
８
０
万
h
の
長
江
に
次
い
で
、
中
国
第
２
位

の
河
川
で
あ
る
。

黄
河
の
流
れ
を
歩
む
紀
行
書
は
い
く
つ
か
発

行
さ
れ
て
い
る
。
江
本
嘉
伸
著
『
黄
河
源
流
行
』

（
読
売
新
聞
社
１
９
８
６
）、
黄
河
万
里
行
編
集

グ
ル
ー
プ
編
『
黄
河
万
里
行
』（
恒
文
社
１
９
８

４
）、
田
川
純
三
著
『
大
黄
河
を
ゆ
く
』（
中
央

公
論
社
１
９
８
９
）、
朝
日
新
聞
黄
河
取
材
班
著

『
黄
河
行
』（
朝
日
新
聞
社
１
９
８
１
）。
小
松
左

京
著
『
黄
河
—
中
国
文
明
の
旅
』（
徳
間
書
店

１
９
８
６
）
は
、
１
９
８
５
年
５
月
か
ら
約
３

カ
月
か
け
て
の
旅
で
、
黄
河
の
中
国
文
明
４
０

０
０
年
の
歴
史
を
た
ど
る
。
河
南
省
鄭
州
の
悪

名
高
い
暴
れ
河
を
は
じ
め
、
陝
西
省
西
安
十
二

王
朝
の
古
都
、
青
海
省
日
月
山
脈
農
牧
二
大
文

化
の
分
水
嶺
、
青
海
湖
ア
ジ
ア
で
最
高
所
に
位

置
す
る
大
湖
、
寧
夏
回
族
自
治
区
・
内
蒙
古
自

治
区
黄
土
高
原
、
山
西
省
・
山
東
省
晋
陝
峡
谷

壺
口
瀑
布
・
黄
河
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
黄
河
河
口

龍
頭
よ
り
鉄
尾
へ
至
る
旅
を
綴
る
。
旅
を
終
え

て
小
松
左
京
は
「
黄
河
と
い
う
河
の
途
方
も
な

い
雄
大
さ
と
、
そ
の
地
理
的
な
、
歴
史
的
変
化
、

さ
ら
に
各
地
域
で
の
社
会
や
技
術
と
の
か
ら
み

あ
い
の
複
雑
さ
は
、
日
本
で
は
到
底
想
像
も
で

き
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
治
水
と
い
っ
て
も
、

巨
大
な
河
の
、
源
流
、
上
流
、
中
流
、
下
流
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
性
格
の
計
画
を

そ
れ
ぞ
れ
に
密
接
に
関
連
づ
け
な
が
ら
行
わ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
の
作
業
の
複
雑
さ
と
厖
大
さ
に

気
が
遠
く
な
り
そ
う
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
政
府
は
、
革
命
後
、
い
く
つ
か
の
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
こ
の
老
大
河
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
基
本
的
に
成
功
し
つ
つ
あ
る
事

は
た
し
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
松
が
た
ど
っ
た
黄
河
の
流
れ
５
４
６
４
㎞

は
ま
た
４
０
０
０
年
と
い
う
歴
史
を
浮
か
び
出

さ
せ
る
。
そ
の
時
代
時
代
に
よ
る
社
会
情
勢
に

伴
う
中
で
黄
河
の
洪
水
と
の
戦
い
、
そ
し
て
黄

河
の
文
明
を
も
論
じ
ら
れ
る
。
濱
川
栄
著

『
中
国
の
古
代
の
社
会
と
黄
河
』（
早
稲
田
大
学

出
版
部
２
０
０
９
）
で
は
、「
中
国
の
社
会
は
、

黄
河
が
形
成
し
た
肥
沃
な
低
平
地
の
開
墾
や
、

黄
河
お
よ
び
そ
の
支
流
・
分
流
を
利
用
し
た
灌

漑
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
河
川
や
運
河
を
利
用
し

た
人
的
・
物
的
交
流
な
ど
に
よ
り
、
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
中
国
の
社
会
は
不
断
に
発
生
す
る

黄
河
の
氾
濫
・
決
壊
と
の
果
て
し
な
い
戦
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
国
社
会

の
変
転
の
背
景
に
、
黄
河
と
の
戦
い
が
無
視
で

き
な
い
要
素
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
春
秋
・
戦
国
時
代
、

宋
代
、
明
・
清
代
な
ど
の
中
国
古
代
帝
国
の
成

立
に
果
た
し
た
黄
河
の
役
割
、
西
門
豹
建
造

説
・
史
起
建
造
説
に
よ
る
戦
国
・
秦
代
の
大
規
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砂
を
利
用
し
て
生
産
を
発
展
さ
せ
た
。

１
９
６
３
年
黄
河
中
流
地
区
の
土
壌
保
全
事

業
を
推
進
し
、
土
壌
保
全
事
業
の
結
果
、
土
砂

流
失
地
区
が
減
少
し
、
農
業
生
産
が
改
善
さ
れ

た
。
灌
漑
面
積
は
80
万
ha
か
ら
３
５
０
万
ha
と

拡
大
し
た
。
水
力
発
電
ダ
ム
は
、
三
門
峡
ダ
ム

を
初
め
天
橋
ダ
ム
、
青
銅
ダ
ム
、
八
盤
峡
ダ
ム
、

塩
鍋
峡
ダ
ム
な
ど
が
完
成
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
黄
河
流
域
は
降
水
量
が
少

な
い
。
黄
河
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
縁
に
位

置
し
、
流
域
の
年
平
均
降
水
量
は
わ
ず
か
４
５

０
㎜
に
過
ぎ
ず
、
流
下
の
途
中
に
は
草
が
ま
ば

ら
な
乾
燥
地
帯
や
草
木
も
生
え
な
い
砂
漠
を
抱

え
て
い
る
。
加
え
て
１
９
７
０
年
代
以
降
、
水

資
源
開
発
が
進
み
、
中
流
に
お
い
て
灌
漑
用
水

等
を
大
量
に
取
水
し
た
結
果
、
断
流
現
象
が
起

こ
り
、
流
れ
が
河
口
ま
で
達
し
な
く
な
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
に
は
毎
年
の
よ
う
に
断
流
と

な
り
、
１
９
９
７
年
に
は
断
流
日
数
が
２
２
６

日
間
に
も
な
る
異
常
事
態
が
生
じ
た
。
断
流
が

続
く
こ
と
に
よ
っ
て
河
口
の
渤
海
の
環
境
は
悪

化
し
た
。
こ
の
断
流
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
田

信
著
『
大
河
失
調
』（
岩
波
書
店

２
０
０
９
）、

勉
誠
出
版
編
・
発
行
『
ア
ジ
ア
遊
学
75

黄
河

は
流
れ
ず
』（
２
０
０
５
）、
福
嶌
義
宏
著
『
黄

河
断
流
—
中
国
巨
大
河
川
を
め
ぐ
る
水
と
環
境

問
題
』（
昭
和
堂
２
０
０
８
）、
福
嶌
義
宏
・
谷

口
真
人
編
『
黄
河
の
水
環
境
問
題
—
黄
河
断
流

を
読
み
解
く
』（
学
報
社
２
０
０
８
）
が
あ
る
。

『
黄
河
の
水
環
境
問
題
』
で
は
、
断
流
に
つ
い

て
、
黄
河
流
域
の
社
会
経
済
発
展
と
水
資
源
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
黄
河
流
域
の
大
規

模
灌
漑
農
業
、
黄
土
高
原
の
地
理
学
的
・
気
候

学
的
特
徴
を
捉
え
、
さ
ら
に
人
工
衛
星
と
水

文
・
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
た
黄
河
流
域
の
土
地

利
用
・
水
収
支
及
び
土
砂
流
出
解
析
が
成
さ
れ

て
い
る
。
な
か
な
か
解
決
方
法
が
見
出
せ
な
い

が
、
２
０
０
２
年
「
新
水
法
」
が
発
布
さ
れ
、

各
大
型
灌
漑
地
域
に
は
節
水
努
力
が
課
さ
れ
、

違
反
し
た
場
合
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

「
南
水
北
調
」
と
呼
ば
れ
る
長
江
か
ら
の
導
水

計
画
が
あ
り
、
南
の
長
江
か
ら
最
終
的
に
は
合

計
４
８
８
億
k
が
輸
送
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
は

黄
河
の
水
質
問
題
が
生
じ
る
と
指
摘
す
る
。

お
わ
り
に
、
李
国
英
・
芦
田
和
男
・
澤
井
健

二
・
角
哲
也
編
著
『
生
命
体
「
黄
河
」
の
再
生
』

（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
２
０
１
１
）
を
挙
げ
る
。

李
国
英
は
、
河
川
を
広
義
の
生
命
体
と
し
て
定

義
す
る
。
即
ち
、
生
命
体
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
移

動
、
物
質
循
環
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、

河
川
の
水
文
循
環
過
程
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
、

物
質
循
環
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
陸
地
と
海

洋
の
水
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
水
蒸

気
と
な
り
、
大
気
と
混
合
し
て
地
球
の
引
力
を

克
服
し
て
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
。
こ

の
過
程
で
土
壌
侵
食
・
土
石
の
運
搬
・
堆
積
に

よ
り
水
成
地
形
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
生
息
地
と

し
て
進
化
し
て
多
く
の
生
き
も
の
を
育
み
、
恵

み
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
黄

河
の
健
全
な
生
命
の
維
持
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
黄
河
治
水
の
終
極
目
標
と
し
て
、
河

川
を
生
命
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
侵
略
し

な
い
よ
う
に
、
過
度
な
水
資
源
利
用
を
慎
み
、

汚
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
生
態
系
を
守
り
、

土
砂
堆
積
を
制
御
し
て
、
危
険
を
回
避
す
る
必

要
性
が
述
べ
て
あ
る
。
具
体
的
に
、
黄
河
再
生

に
向
け
て
、
黄
河
の
調
水
調
砂
、
黄
河
の
粗
粒

土
砂
制
御
、
黄
河
下
流
河
道
の
整
備
方
針
を
論

じ
る
。

以
上
、
黄
河
に
関
す
る
書
に
つ
い
て
い
く
つ

か
紹
介
し
て
き
た
が
、
黄
河
は
年
間
16
億
ｔ
の

土
石
問
題
、
断
流
現
象
、
流
域
の
砂
漠
化
、
水

質
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
流
域
に
約
２
０

０
０
万
ha
の
耕
地
、
人
口
１
億
人
余
を
支
え
て

い
る
。
黄
河
は
１
億
人
余
の
生
活
の
中
を
今
も

流
れ
て
い
る
。

模
灌
漑
機
構
及
び
鄭
国
渠
灌
漑
を
め
ぐ
る
諸
問

題
、
武
帝
期
の
黄
河
の
決
壊
な
ど
の
前
漢
時
代

の
黄
河
問
題
、
両
漢
交
代
期
の
黄
河
決
壊
と
社

会
状
況
、「
王
景
の
治
水
」
以
降
の
黄
河
下
流

域
と
黄
河
問
題
、
黄
河
下
流
域
の
古
代
帝
国
形

成
期
な
ど
を
論
じ
る
。

吉
岡
義
信
著
『
宋
代
黄
河
史
研
究
』（
御
茶
の

水
書
房
１
９
７
８
）
は
、
北
宋
期
（
９
６
０
〜
１

１
２
７
年
）
１
６
７
年
間
の
黄
河
に
関
す
る
治

水
の
研
究
で
あ
る
。
１
０
４
８
年
河
川
決
壊
に

よ
っ
て
、
過
去
１
０
０
０
年
間
東
流
し
て
い
た

黄
河
が
北
流
し
て
新
局
面
を
迎
え
た
。
繰
り
返

す
決
壊
と
そ
の
治
水
に
は
、
河
北
等
北
方
六
路

の
30
万
人
と
多
大
な
物
資
と
が
投
入
さ
れ
る
。

こ
こ
に
黄
河
治
水
技
術
は
国
家
的
要
請
に
応
じ
、

堤
防
の
護
岸
工
事
に
お
い
て
、
画
期
的
発
展
を

遂
げ
る
。
吉
岡
は
長
江
を
「
経
済
の
河
」
と
す

る
な
ら
、
黄
河
は
「
政
治
の
河
」
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
し
、
そ
れ
は
宋
代
の
黄
河
は
皇
帝

を
中
心
に
中
央
集
権
的
官
僚
制
度
に
よ
り
、
そ

の
治
水
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と
言
う
。
さ
ら

に
、
鶴
間
和
幸
編
著
『
黄
河
下
流
域
の
歴
史
と

環
境
』（
東
方
書
店
２
０
０
７
）
で
は
、
中
国
大

陸
の
東
に
拡
が
る
朝
鮮
半
島
と
日
本
を
つ
な
ぐ

海
域
、
即
ち
東
ア
ジ
ア
に
海
の
文
明
が
伝
播
し

た
の
は
古
代
の
黄
河
下
流
域
か
ら
始
ま
っ
た
と
、

論
じ
る
。

さ
て
、
戦
前
に
お
け
る
黄
河
に
関
す
る
書
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
大
阪
毎
日
新
聞
社

編
・
発
行
『
大
黄
河
』（
１
９
３
８
）
は
、
黄
河

の
歴
史
、
地
質
、
鉱
産
資
源
、
河
口
の
移
動
、

舟
、
果
物
、
魚
類
、
古
伝
説
等
を
捉
え
て
い
る
。

小
越
平
陸
著
『
黄
河
治
水
』（
政
教
社
１
９
２
９
）

は
、
大
正
11
年
に
黄
河
を
踏
査
し
、
黄
河
の
治

水
の
困
難
性
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
治
水
に
は

全
水
域
を
測
量
し
、
測
候
所
を
設
け
、
雨
量
や

解
氷
量
を
測
り
、
水
量
の
増
減
を
測
り
、
海
の

深
浅
を
測
り
、
風
向
を
測
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

し
、
治
水
の
根
本
は
植
林
で
あ
る
と
い
う
。
黄

河
流
域
は
夏
季
に
は
豪
雨
と
な
り
、
冬
季
に
は

異
常
な
る
乾
燥
を
示
し
、
水
位
、
流
水
量
の
増

減
は
常
に
極
め
て
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
気
象

調
査
に
つ
い
て
、
胡
煥
庸
編
『
黄
河
誌
気
象
篇
』

（
東
亜
研
究
所

１
９
４
０
）
が
あ
る
。
福
田
秀

夫
・
横
田
周
平
著『
黄
河
治
水
に
関
す
る
資
料
』

（
コ
ロ
ナ
社
１
９
４
１
）
は
、
既
に
黄
河
を
治
水

の
観
点
か
ら
国
際
連
盟
が
調
査
し
た
、
フ
リ
ー

マ
ン
と
ト
ッ
ド
、
エ
リ
ア
ッ
セ
ン
の
報
告
を
紹

介
し
て
い
る
。
洪
水
の
原
因
の
一
つ
堤
防
の
弱

点
に
つ
い
て
、
防
禦
線
が
非
常
に
長
い
こ
と
、

異
な
る
地
点
で
堤
防
の
質
が
違
う
こ
と
、
関
係

諸
省
に
権
力
を
及
ぼ
し
得
る
中
央
の
権
威
あ
る

監
督
機
関
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
資
金
の
無
い

こ
と
、
そ
し
て
、
黄
土
を
大
量
に
搬
出
す
る
黄

河
と
そ
の
支
流
に
固
有
な
沖
積
現
象
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
原
に
お
け
る
治
水

工
事
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
堤
防

組
織
の
強
化
と
同
時
に
平
水
時
を
固
定
す
る
方

法
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

１
９
４
９
年
毛
沢
東
に
よ
る
中
華
人
民
共
和

国
成
立
後
、
黄
河
の
水
害
を
根
治
し
、
水
利
開

発
に
よ
る
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。
上
流
で
は

ダ
ム
に
よ
る
水
力
発
電
、
中
下
流
で
は
灌
漑
と

水
運
の
発
展
、
黄
土
高
原
は
水
土
保
持
に
よ
り

河
道
へ
の
泥
の
流
出
を
和
ら
げ
る
計
画
で
あ
る
。

黄
河
水
利
委
員
会
治
黄
研
究
組
編
著
『
黄
河
の

治
水
と
開
発
』（
古
今
書
院
１
９
８
９
）
で
は
、

黄
河
委
員
会
が
成
立
し
、
黄
河
が
戦
争
時
期
の

地
域
的
治
水
か
ら
全
流
域
の
統
一
的
な
治
水
と

開
発
を
論
じ
る
。
低
く
て
破
損
さ
れ
た
昔
の
堤

防
は
千
里
の
堤
防
と
し
て
高
く
強
化
さ
れ
、
堤

防
に
生
え
る
木
や
草
な
ど
で
堤
防
が
保
護
さ
れ
、

表
法
先
前
に
は
水
防
林
、
堤
防
天
端
に
は
並
木

が
植
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
ダ
ム
に
よ
る
治
水
、

河
道
掘
削
、
低
水
路
の
安
定
、
更
に
水
利
工
事

に
お
い
て
砂
防
と
排
砂
が
な
さ
れ
、
洪
水
と
土

水の文化書誌37
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夏
王
朝
と
禹

中
国
の
伝
統
と
い
う
の
は
長
い
歴
史

と
深
く
て
広
い
内
容
が
あ
り
ま
す
。
神

話
の
時
代
か
ら
確
か
な
歴
史
時
代
に
か

け
て
、
中
国
に
は
夏
殷
周

か
い
ん
し
�
う

と
い
う
三
代

の
王
朝
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
王
朝

か
お
う
ち
ょ
う

（
紀
元
前
２
１
０
０
年
こ
ろ
か
ら
紀
元

前
１
６
０
０
年
こ
ろ
。
以
下
、
紀
元
前
は
前
と
略

記
）
は
、
中
国
の
史
書
に
は
初
代
の
禹う

か
ら
末
代
の
桀け

つ

ま
で
17
代
、
ほ
ぼ
４
７

１
年
続
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
、
伝
説
上
の
王
朝
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
、
実
在
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
字
史
料
が
発
掘
さ
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
文
献
史
料

の
い
う
夏
王
朝
が
実
在
し
た
こ
と
を
直

接
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
中
国
現
代

の
歴
史
学
界
や
考
古
学
界
で
は
実
在
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
王
朝
を
開
い
た
人
物
が
禹
で

し
た
。『
尚
書
』（
後
世
で
は
『
書
経
』
と
呼
ば

れ
る
）
「
堯
典

ぎ
ょ
う
て
ん

」
に
よ
れ
ば
、
堯
帝
の
時

代
に
大
洪
水
が
起
こ
っ
た
の
で
、
堯
帝

は
禹
の
父
親
で
あ
る
鯀こ

ん

に
治
水
を
命
じ

ま
し
た
。
し
か
し
９
年
た
っ
て
も
成
果

が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
『
尚

書
』「
洪
範
」
に
は
、
鯀
が
洪
水
を
ふ

さ
ご
う
と
し
た
と
き
に
五
行
を
乱
し
た

の
で
殺
さ
れ
た
、
と
あ
り
ま
す
。『
山せ

ん

海
経

が
い
き
ょ
う』「

海
内
経
」
に
は
、
帝
の
息
壌

そ
く
じ
ょ
う

（
自
然
に
盛
り
上
が
っ
て
く
る
土
）
を
盗
ん
で

洪
水
を
ふ
さ
い
だ
が
、
帝
の
怒
り
を
買

っ
て
殺
さ
れ
た
、
と
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
鯀
の
治
水
事
業
は
失
敗
し

た
わ
け
で
す
。

鯀
の
事
業
を
受
け
継
い
で
治
水
に
当

た
っ
た
の
が
息
子
の
禹
で
す
。
禹
は
鯀

が
誅
さ
れ
た
と
き
に
、
鯀
の
腹
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
鯀
も
禹
も
も
と
は
水
神
で
、
鯀
は

亀
、
禹
は
龍
の
化
身
で
あ
り
、
亀
信
仰

部
族
か
ら
龍
信
仰
部
族
に
勢
力
が
交
代

し
た
の
だ
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

鯀
の
治
水
方
法
は
「
堙い

ん

」
と
い
い
、

水
没
地
帯
を
埋
め
立
て
る
方
法
、
禹
の

治
水
方
法
は
「
疏そ

」
と
い
い
、
水
路
を

切
り
拓
き
、
堤
防
を
築
い
て
洪
水
を
流

す
方
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
禹
は
ま

た
「
堙
」
方
式
も
採
用
し
て
お
り
、
両

者
の
間
で
基
本
的
に
は
大
差
が
な
い
、

と
す
る
議
論
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
鯀
は
失
敗
者
と
な
り
禹

は
成
功
者
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
簡
単
に
結
論
を
出
せ
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
民
族
や
部

族
間
闘
争
の
反
映
、
信
仰
形
態
の
違
い
、

神
話
の
伝
承
系
統
の
相
違
、
後
世
の
歴

史
家
ら
に
よ
る
合
理
づ
け
な
ど
が
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
治
水

事
業
や
自
然
観
察
の
経
験
を
蓄
積
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
堙
」
よ
り
も
「
疏
」

の
方
が
水
の
性
質
に
適
合
し
て
お
り
、

「
疏
」
こ
そ
が
治
水
の
基
本
な
の
だ
、

と
い
う
認
識
が
一
般
化
し
た
、
と
い
う

こ
と
は
言
え
そ
う
で
す
。

ず
っ
と
後
世
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

禹の治水と中国史の流れ
日本にとって、中国は社会制度やもろもろの文化の手本であり、長らく、師と仰ぐ対象でした。

しかし、中国文明の基層を理解するのはなかなか難しいことです。そこで、長い歴史を持ち、

深くて広い中国文明の基層を分析し、理解することによって、

禹の問題についても理解を深めたいと思います。

蜂屋 邦夫
はちや くにお
東京大学名誉教授　文学博士

1938年東京生まれ。1963年東京大学教養学部教養学科アメリカ分科卒

業、1968年同大学院人文科学研究科比較文学比較文化博士課程満期退学、

同年東京大学東洋文化研究所助手、1974年助教授、1975年より同大学

院人文科学研究科（1995年に人文社会系研究科と改称）担当、1987年

教授、1993年文学博士、1999年定年退官。1999年大東文化大学国際関

係学部教授、2009年定年退職。中国思想史、特に老荘思想、道教が専門。

主な著書に『中国の思惟』（法蔵館 1985）、『老荘を読む』（講談社 1987）、

『金代道教の研究—王重陽と馬丹陽—』（汲古書院 1992）、『中国思想と

は何だろうか』（河出書房新社 1996）、『荘子＝超俗の境へ』（講談社選

書メチエ 2002年）、『老子』（岩波文庫 2008年）ほか 。

中国・紹興にある大禹陵。紹興は水路
が網の目のように走る水郷都市で、春
秋時代越国が会稽という名で都にした
所。大禹陵は会稽山の広大な敷地にあ
るが、新しくつくられた建物や像が多
く、本来の姿を想像するのは難しい。
大禹陵碑の雄渾な筆致は、明代の紹興
府知事 南大吉が記したものだという。
会稽山の頂きに立つ巨大な像以外に
も、たくさんの禹王像があるが、左ペ
ージの写真はギリシャ彫刻を思わせ
る、一風変わった禹王像だ。
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前
４
世
紀
ご
ろ
、
中
国
の
戦
国
時
代
に

活
躍
し
た
孟
子
は
、
楊
朱

よ
う
し
�

と
い
う
人
物

を
批
判
し
て
、「
楊
朱
と
い
う
奴
は
、

脛す
ね

の
毛
を
一
本
抜
け
ば
天
下
が
救
わ
れ

る
と
い
う
場
合
で
も
、
そ
の
毛
一
本
さ

え
抜
か
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の

意
味
は
、
楊
朱
は
自
分
の
こ
と
し
か
考

え
な
い
奴
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

楊
朱

（
約
前
３
９
５
年
〜
前
３
３
５
年
）

戦
国
時
代
の
思
想
家
。
楊
子
、
楊
子
居
と
も
呼
ば
れ

る
。
儒
家
や
墨
家
に
対
抗
し
、
個
人
の
生
命
を
重
視

し
、
他
人
を
侵
害
し
な
い
と
い
う
個
人
主
義
的
な
為

我
説
を
唱
え
た
。
孟
子
は
楊
朱
の
思
想
を
異
端
と
し

て
極
力
排
撃
し
た
。『
孟
子
』『
荘
子
』『
韓
非
子
』

な
ど
に
断
片
的
な
学
説
が
残
る
。

孟
子
の
言
葉
に
は
拠
り
所
が
あ
り
、

禹
が
泥
の
中
を
這
い
回
っ
て
治
水
に
苦

心
し
、
そ
の
た
め
に
脛
の
毛
が
み
な
抜

け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
前
提
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
脛
の
毛
を

抜
く
」
と
い
う
言
葉
だ
け
を
と
ら
え
た

な
ら
、
そ
れ
だ
け
で
社
会
が
救
わ
れ
る

と
い
う
わ
け
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

は
自
分
を
犠
牲
に
し
て
労
働
す
る
と
い

う
意
味
に
と
ら
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
禹
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
け
れ

ば
意
味
は
通
じ
ま
せ
ん
。

堯
帝
の
後
を
嗣
い
だ
舜
帝
か
ら
、
治

水
の
功
績
に
よ
り
、
禹
は
帝
位
を
譲
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
代
々
禹
の
子
孫

が
帝
位
を
嗣
い
だ
の
で
、
こ
こ
に
中
国

最
初
の
世
襲
王
朝
（
夏
王
朝
）
が
成
立
し

ま
し
た
。
禹
の
治
水
事
業
は
中
国
人
の

間
に
伝
説
と
な
っ
て
継
承
さ
れ
、
今
日

で
も
中
国
各
地
に
禹
王
廟
が
残
っ
て
い

ま
す
。

日
本
に
も
、
禹
に
か
か
わ
る
碑
や
地

名
が
20
以
上
も
あ
る
と
聞
い
て
驚
き
ま

し
た
。
我
が
先
祖
た
ち
に
と
っ
て
い
か

に
治
水
事
業
が
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た

か
、
日
本
人
が
い
か
に
中
国
の
歴
史
・

伝
説
に
学
ん
だ
か
が
わ
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
禹
は
、
後
世
、
堯
・
舜
・

禹
・
殷
（
商
が
正
称
。
後
半
は
殷
を
都
と
し
た

の
で
、
一
般
的
に
は
殷
と
呼
ば
れ
る
）
の
湯

王
・
周
の
文
王
・
武
王
と
並
べ
て
聖
人

と
し
て
尊
敬
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
そ
う

し
た
系
列
を
尊
崇
し
た
の
は
儒
家
の
人

た
ち
で
し
た
。
な
ぜ
儒
家
の
人
々
は
禹

を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
尊
敬
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
に
は
儒
家
独
特
の
見
方
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
儒
家
の
思
想
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

伝
統
社
会
の
基
層
は
宗
族
制

儒
家
は
孔
子
が
始
め
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
孔
子
自
身
は

「
述
べ
て
つ
く
ら
ず
、
信
じ
て
古

い
に
し
えを

好

む
」（『
論
語
』
述
而
）
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
は
な
に
も
創
造
的
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
昔
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
」
と
い
う
の
で

す
か
ら
、
孔
子
か
ら
儒
家
が
始
ま
っ
た

と
い
う
の
は
本
来
お
か
し
な
言
い
方
な

ん
で
す
。
孔
子
が
言
っ
た
「
い
に
し
え
」

と
い
う
の
は
周
の
初
め
の
こ
と
で
、
具

体
的
に
い
え
ば
周
公
（
周
公
旦
）
の
教
え



の
宗
族
内
で
の
位
置
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
く
る
日
常
の
行
動
ル
ー
ル
、
言
い
換

え
れ
ば
「
礼
」
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
伝

統
が
、
中
国
の
人
た
ち
に
「
関
係
こ
そ

が
大
事
な
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
植
え

つ
け
ま
し
た
。
私
は
１
９
８
０
年
（
昭

和
55
）
以
降
、
何
度
も
中
国
に
行
き
ま

し
た
が
、
行
く
た
び
に
痛
感
す
る
の
は
、

人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
り
込

ま
な
け
れ
ば
、
何
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

宗
族
制
に
は
「
礼
」
の
秩
序
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
礼
は
、
君
臣
の
間
で
の

作
法
、
諸
侯
や
臣
下
同
士
の
訪
問
の
儀

式
、
冠
婚
葬
祭
の
式
次
第
な
ど
ま
で
含

む
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
大

切
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
形
式
を
成
り

立
た
せ
て
い
る
気
持
ち
（
道
徳
）
だ
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
孔
子
は
人
と
し
て
最

も
大
切
な
気
持
ち
は
「
仁
」
だ
と
考
え

ま
し
た
が
、
仁
の
気
持
ち
は
、
実
は
親

や
兄
に
対
す
る
気
持
ち
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
親
に
対
す
る
孝
、

兄
に
対
す
る
悌
で
す
。
孝
悌
の
う
ち
、

特
に
大
事
な
の
は
孝
で
す
。
孝
と
は
、

具
体
的
に
言
え
ば
父
母
に
対
し
て
食
べ

も
の
や
飲
み
も
の
を
捧
げ
て
大
切
に
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
孝

を
一
番
の
基
本
に
し
て
出
て
く
る
徳
目

が
仁
な
ん
で
す
ね
。
仁
を
大
切
に
し
た

と
い
う
の
は
、
や
は
り
目
上
の
者
に

「
仕
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な

り
ま
す
。
仁
と
は
、
親
に
対
す
る
孝
を
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で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
制
度
や
法
の

規
定
、
文
化
の
在
り
方
な
ど
、
一
切
合

切
を
周
公
が
基
を
創
っ
た
、
と
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
崩
れ
て
き
た
か
ら
孔
子

は
周
公
の
精
神
に
立
ち
戻
っ
た
社
会
に

し
よ
う
、
と
い
う
努
力
を
し
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
こ
れ
は
孔
子
の
考
え
で
あ

っ
て
、
実
際
に
周
公
が
こ
う
い
う
こ
と

を
や
っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
す
。

周
は
前
11
世
紀
後
半
か
ら
前
２
５
６

年
ま
で
の
王
朝
で
、
前
半
の
前
８
世
紀

初
め
こ
ろ
ま
で
を
西
周
と
い
い
、
そ
の

後
を
東
周
と
い
い
ま
す
。
西
周
は
西
安

の
そ
ば
に
あ
る
鎬
京
と
い
う
所
を
都
と

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
か
ら
来
た
異

民
族
に
圧
迫
さ
れ
て
、
洛
陽
近
辺
に
都

を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
を
東
周

と
い
い
ま
す
。
東
周
の
前
半
、
前
５
世

紀
半
ば
ま
で
を
春
秋
時
代
と
い
い
、
そ

の
あ
と
を
戦
国
時
代
と
い
い
ま
す
。
周

王
の
権
威
は
春
秋
く
ら
い
ま
で
は
何
と

か
保
た
れ
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
に
な

る
と
周
は
洛
陽
を
中
心
と
す
る
小
地
方

権
力
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

孔
子
は
春
秋
の
末
期
に
生
ま
れ
、
失

わ
れ
て
ゆ
く
周
の
秩
序
を
何
と
か
し
て

回
復
し
よ
う
と
努
力
を
し
た
の
で
す
。

孔
子
の
考
え
た
周
の
秩
序
は
宗
族
制

そ
う
ぞ
く
せ
い

と

封
建
制
の
形
で
保
た
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
宗
族
と
い
う
の
は
、
祖
父
—
父
—

自
分
（
男
）
—
息
子
—
孫
と
い
う
よ
う

な
男
子
の
系
統
、
つ
ま
り
男
系
一
族
を

指
す
言
葉
で
す
。
宗
族
制
は
、
宗
族
の

結
束
を
強
く
す
る
祖
先
崇
拝
と
、
成
員

禹が山を削り拡幅したといわれる龍門は、別名禹門口とも呼
ばれている。かつては両岸に禹廟がいくつも建っていたが、
日本軍によってことごとく破壊された。今は、大禹廟跡であ
ることを示す碑亭がひっそりと建つのみ。黄河は黄土高原の
黄土を削り、下流へと運んでいく。俗に「水一斗土六升」つ
まり、1斗の水に6升の土が含まれる、といわれる。
禹門口を案内してくれた張仲勛さんが、河津博物館（文物局）
で保管している禹王碑の見学に立ち会ってくれた。向かって
左は、王芳さん。



に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。
し
か
し
、

儒
教
に
は
必
ず
し
も
い
わ
ゆ
る
宗
教
と

は
い
え
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
社
会
体

制
で
あ
り
、
道
徳
で
あ
り
、
政
治
理
念

で
す
ね
。
キ
リ
ス
ト
教
と
か
仏
教
と
は

違
い
ま
す
ね
。

た
だ
し
、
先
祖
の
神
霊
を
拝
む
わ
け

で
す
か
ら
、
似
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

元
来
、
天
を
拝
み
、
先
祖
を
拝
み
、
食

べ
も
の
や
飲
み
も
の
を
捧
げ
て
神
と
し

て
祀
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
面
か

ら
い
っ
た
ら
宗
教
と
言
っ
て
言
え
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
微
妙
な
と
こ
ろ

で
す
ね
。

封
建
制
と
郡
県
制

宗
族
制
と
並
ん
で
、
周
の
大
事
な
制

度
と
し
て
封
建
制
が
あ
り
ま
し
た
。
封

建
制
は
、
周
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
と
き
、

武
王
が
一
族
の
者
や
功
臣
に
「
そ
な
た

は
、
こ
こ
に
国
を
建
て
ろ
」
と
土
地
を

与
え
て
で
き
た
制
度
で
す
。
土
地
に
封

じ
て
国
を
建
て
る
か
ら
封
建
と
い
う
の

で
す
。
周
の
人
た
ち
は
、
殷
を
滅
ぼ
し

た
の
は
殷
王
が
暴
虐
で
天
（
最
高
の
神
さ

ま
で
あ
る
天
帝
の
こ
と
）
を
侮
っ
て
き
ち
ん

と
祀
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ

で
天
は
、
天
を
よ
く
祀
っ
て
い
る
周
に
、

殷
に
代
わ
っ
て
王
朝
を
開
け
と
い
う
天

命
を
与
え
た
の
だ
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

天
を
祀
る
と
い
う
の
は
、
王
が
、
定

め
ら
れ
た
日
時
に
決
ま
っ
た
場
所
で
、

決
ま
っ
た
手
順
を
踏
ん
で
飲
食
物
を
捧
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一
般
的
な
人
と
人
の
関
係
に
ま
で
拡
大

し
て
い
っ
た
考
え
方
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

禹
は
治
水
事
業
を
成
功
さ
せ
た
点
が

評
価
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
孝
の
徳

目
を
身
に
つ
け
て
い
た
点
で
も
評
価
さ

れ
ま
し
た
。『
論
語
』「
泰
伯
」
に
は
、

孔
子
の
言
葉
と
し
て
「
禹
は
吾
れ
間
然

す
る
こ
と
な
し
。
飲
食
を
菲う

す

く
し
て
孝

を
鬼
神
に
致
し
…
」
と
い
う
発
言
が
見

え
ま
す
。「
禹
は
、
文
句
の
付
け
よ
う

が
な
い
。
自
分
の
飲
食
物
を
粗
末
な
も

の
に
し
て
、
先
祖
の
御
霊
に
孝
行
し
た
」

と
い
う
意
味
で
す
。
先
祖
に
孝
行
す
る

と
い
う
の
は
、
先
祖
の
神
霊
に
飲
食
物

を
捧
げ
て
、
立
派
に
お
祀
り
を
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
存
命
中
の
親
に
対

し
て
も
、
亡
く
な
っ
た
先
祖
に
対
し
て

も
、
飲
食
物
を
捧
げ
る
と
い
う
の
が
孝

だ
っ
た
の
で
す
ね
。
禹
は
儒
教
の
聖
人

と
し
て
も
尊
敬
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

宗
族
の
「
宗
」
と
い
う
の
は
、
家
の

中
で
先
祖
の
神
霊
が
祀
っ
て
あ
る
大
事

な
所
、
と
い
う
意
味
で
す
。
で
す
か
ら
、

大
本

お
お
も
と

の
意
味
に
な
り
ま
す
。
清
朝
の
末

期
に
日
本
か
ら
宗
教
と
い
う
言
葉
が
入

っ
て
き
た
と
き
に
、
中
国
人
に
は
レ
リ

ジ
ョ
ン
な
ん
て
い
う
発
想
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、
一
番
大
事
な
教
え
、

と
い
う
意
味
で
と
ら
え
ま
し
た
。
そ
し

て
中
国
で
一
番
大
事
な
教
え
と
は
、
い

っ
た
い
何
だ
ろ
う
、
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
儒
教
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
儒
教
は
宗
教
で
あ
る
、
と
い
う
風



春秋時代
紀元前770～403年

晋 魯

燕

鄭曹

蔡
周

秦

楚
呉
越

陳

衛

宋

斉

西周の勢力圏
紀元前11世紀～771年

殷の勢力圏
紀元前16～11世紀

初期の領域

戦国時代
紀元前403～221年

魏
長城

燕
趙

韓
秦

楚

斉

げ
て
行
な
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
を

周
の
人
は
徳
と
呼
び
ま
し
た
。
封
建
制

の
根
底
に
は
王
の
徳
が
あ
っ
た
の
で
す
。

武
王
や
周
公
が
、
殷
に
は
徳
が
な
く
周

に
は
徳
が
あ
る
と
強
調
し
た
こ
と
は

『
尚
書
』
の
中
に
出
て
き
ま
す
。
た
だ
、

歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
そ
の
全
部
を

信
じ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
。孔

子
も
周
に
は
徳
が
あ
っ
た
か
ら
天

命
を
受
け
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
一
所

懸
命
宣
伝
し
た
ん
で
す
。
こ
の
徳
は
後

世
の
道
徳
の
徳
と
は
違
っ
て
、
神
に
飲

食
物
を
捧
げ
て
祀
る
と
い
う
意
味
で
す

が
、
先
祖
の
神
霊
を
祀
る
こ
と
も
徳
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
徳
を
道
徳
の
意
味
に
ま
で
深
め
た

の
は
孔
子
で
し
た
。

孔
子
の
考
え
で
は
、
封
建
制
と
宗
族

制
の
秩
序
が
き
ち
ん
と
保
た
れ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
し
た
。
徳
に
基
づ
く
封

建
制
の
理
念
、
祖
先
崇
拝
や
親
孝
行
を

中
心
と
し
た
宗
族
の
ま
と
ま
り
、
こ
れ

ら
を
き
ち
ん
と
維
持
し
よ
う
と
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
天
を
祀
っ
て
い
い
の

は
周
王
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
人
が
や

っ
た
ら
越
権
行
為
な
ん
で
す
。
天
を
祀

る
の
と
同
様
、
地
を
祀
る
の
も
、
天
下

の
名
山
を
祀
る
の
も
周
王
だ
け
。
そ
れ

ら
の
祀
り
を
、
い
つ
、
ど
う
い
う
風
に

し
て
祀
る
か
と
い
う
規
定
も
、
事
細
か

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
封
建
制
や

宗
族
制
の
秩
序
の
中
心
が
、「
祀
る
」

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
儒

と
い
う
の
は
祀
り
を
担
当
す
る
人
と
い

う
意
味
で
、
そ
う
い
う
人
を
総
称
し
て

儒
家

じ
�
か

と
い
っ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
孔
子
が
生
き
た
春
秋
の

末
ご
ろ
に
は
、
封
建
制
の
秩
序
が
だ
い

ぶ
崩
壊
し
て
い
ま
し
た
。
諸
侯
同
士
が
、

周
王
の
命
令
も
待
た
ず
に
勝
手
に
戦
争

を
し
、
本
来
は
周
王
か
ら
封
建
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
他
国
を
滅
ぼ
し
、
自
国
の

領
地
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。
春
秋

の
初
め
に
は
国
が
１
４
０
ぐ
ら
い
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
春
秋

末
期
に
は
40
ぐ
ら
い
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
次
の
戦
国
時
代
に
な
る
と
さ
ら
に

減
っ
て
、
主
な
国
は
七
雄
（
秦
・
楚
・

斉
・
燕
・
趙
・
魏
・
韓
）
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。
周
王
の
権
威
も
ま
っ
た

く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
国
に
近
い
国
を
滅
ぼ
し
た
ら
自
国

に
く
っ
つ
け
ま
す
。
つ
ま
り
県
で
す
。

県
の
本
字
は
縣
で
、
こ
れ
は
懸
と
同
じ

意
味
で
、
ぶ
ら
下
が
る
、
と
い
う
意
味

を
持
ち
ま
す
。
本
国
に
ぶ
ら
下
げ
た
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
時
代
が
進
ん
で
大

規
模
な
戦
争
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
と
、
本
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
国
々
を

征
服
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。

そ
う
し
た
場
合
、
そ
の
地
域
を
ま
と
め

て
統
括
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
郡
で
す
。
ま
と
ま
っ
た
多
く
の
も
の

と
い
う
意
味
で
、
群
と
同
じ
意
味
で
す
。

日
本
の
行
政
系
統
で
す
と
某
県
某
郡
と

な
り
ま
す
け
れ
ど
、
中
国
は
県
よ
り
も
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三門峡ダムは、1960年（昭和35）西安の下
流につくられた。当時は中国最大のダムだ
ったが、流入する泥を少なく見積もるとい
う計画ミスのために、貯水池に大量の泥が
溜まった上、発電所のタービンも能力不足
に陥ってしまった。今では、土砂を流し出
すトンネルやタービンの性能を上げるなど
の努力で、ダムとしての機能を維持してい
るが、発電量は当初計画の５分の１に留ま
っているという。ページ中央：ダム堰から
下流へ。左ページ上：上流のダム湖。下は
ダム湖畔。右：三門峡ダムのサイトにある
大禹は、筋骨隆々。

王朝の流域図 『グローバルワイド　最新世界史図表　二訂版』（第一学習社 2008改訂11版）をもとに編集部で作図



三国時代
220～280年

魏

蜀
呉

漢代初期の郡国制
前漢：紀元前202年～紀元後7年　後漢：紀元後25～220年

郡県制 封建制

秦の領域
紀元前247～210年

長城

紀元前247年
（秦王政元年）紀元前221年

（天下統一時）

最大領域

西晋の領域
280年ごろ

西晋
265～316年

郡
の
ほ
う
が
ず
っ
と
格
が
上
で
す
。

こ
の
よ
う
に
統
治
に
際
し
て
郡
と
県

を
つ
く
り
出
し
て
い
っ
た
の
が
、
郡
県

ぐ
ん
け
ん

制せ
い

で
す
。
郡
や
県
に
は
本
国
か
ら
官
僚

を
派
遣
し
て
統
治
さ
せ
ま
し
た
。
封
建

制
の
根
底
に
は
徳
が
あ
り
、
然
る
べ
き

血
筋
の
者
が
国
君
と
し
て
統
治
す
る
の

で
す
が
、
郡
県
制
で
は
統
治
の
能
力
こ

そ
が
重
要
で
、
時
代
の
要
請
は
徳
か
ら

能
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

秦
の
天
下
統
一
は
法
家
の
力

戦
国
の
七
雄
の
中
で
勝
ち
残
っ
た
の

は
秦
で
し
た
。
秦
の
始
皇
帝
は
前
２
２

１
年
に
全
国
を
統
一
し
て
秦
王
朝
を
開

き
ま
し
た
。
始
皇
帝
は
郡
県
制
を
徹
底

し
て
推
し
進
め
、
統
一
後
は
中
国
全
体

を
36
の
郡
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
秦
は
、

は
じ
め
か
ら
郡
県
制
の
国
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
向
へ
と
強

力
に
推
し
進
め
た
人
物
が
い
た
の
で
す
。

孝
公
（
前
３
６
１
〜
前
３
３
８
年
在
位
）
の
時

代
に
活
躍
し
た
商
鞅

し
�
う
お
う（

約
前
３
９
０
〜
前
３

３
８
年
）
と
い
う
人
物
で
す
。

商
鞅
は
衛
の
人
で
し
た
が
、
秦
に
行

っ
て
孝
公
に
仕
え
ま
し
た
。
商
鞅
が
進

め
た
政
策
は
法
令
を
最
も
重
視
す
る
も

の
で
、
商
鞅
は
法
家
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

「
人
民
に
知
識
を
持
た
せ
る
必
要
は
な

い
。
国
の
政
策
と
し
て
は
農
業
だ
け
を

や
る
」
と
し
て
、
商
業
や
工
業
を
徹
底

的
に
否
定
し
ま
し
た
。
商
業
で
金
儲
け

を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
み
ん
な
が
そ

ち
ら
に
頭
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
、
農

業
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
ま
た
、
議
論

に
優
れ
た
人
を
官
僚
と
し
て
採
用
す
る

の
も
ダ
メ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、

み
ん
な
議
論
ば
か
り
し
て
農
業
を
や
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
工
芸
品
を
つ
く

る
の
も
い
け
な
い
。
工
芸
品
が
い
く
ら

立
派
で
も
国
は
強
く
な
ら
な
い
、
と
い

う
わ
け
で
す
。
で
も
、
人
は
み
ん
な
豊

か
に
な
り
た
い
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら

元
気
な
農
民
は
兵
隊
に
な
っ
て
、
そ
の

功
績
の
み
に
賞
を
与
え
る
、
と
い
う
考

え
で
強
国
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
貴
族
が
勝
手
な
こ
と
を
す

る
な
ん
て
い
う
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か

で
す
。
こ
う
し
た
政
策
を
貫
徹
す
る
た

め
に
、
商
鞅
は
法
と
い
う
も
の
を
非
常

に
重
視
し
ま
し
た
。
法
を
犯
し
た
人
間

は
厳
罰
に
処
し
ま
し
た
。
罪
を
犯
し
た

者
だ
け
で
は
な
く
、
一
族
す
べ
て
に
連

帯
責
任
を
負
わ
せ
た
の
で
す
。
政
府
の

政
策
と
し
て
は
、
十
の
う
ち
九
は
罰
、

褒
め
る
の
は
一
だ
け
で
す
。
あ
る
と
き

皇
太
子
が
法
を
犯
し
ま
し
た
が
、
ま
さ

か
皇
太
子
を
罰
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
の
で
、
後
見
役
の
公
子
虔
を
罰
し
、

教
育
係
の
額
に
入
墨
を
施
し
ま
し
た
。

の
ち
に
公
子
虔
が
ま
た
規
律
を
犯
し
ま

し
た
の
で
鼻
削
ぎ
の
刑
に
し
ま
し
た
。

秦
の
人
々
は
法
を
守
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
商
鞅
は
大
い
に
憎
ま
れ
ま
す
。

商
鞅
は
宰
相
と
な
り
、
秦
は
強
国
に
な

り
ま
し
た
が
、
孝
公
が
亡
く
な
る
と
、

皇
太
子
が
即
位
し
て
恵
文
王
と
な
り
、

43 禹の治水と中国の歴史の流れ



公
子
虔
は
商
鞅
は
反
逆
を
謀
っ
て
い
る

と
告
発
し
ま
し
た
。
商
鞅
は
秦
の
都
か

ら
逃
亡
し
、
途
中
で
宿
に
泊
ま
ろ
う
と

し
ま
す
が
、
宿
の
主
人
は
「
商
鞅
様
の

法
令
で
、
手
形
を
持
た
な
い
旅
人
を
泊

め
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
」
と
断
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
商
鞅
は
い
っ
た
ん
魏
に

逃
げ
ま
す
が
追
放
さ
れ
、
封
地
の
商
で

秦
の
討
伐
軍
に
攻
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
ま

し
た
。
恵
文
王
の
命
令
で
遺
骸
は
車
裂

き
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
非
常
に
恨
ま
れ
た
人
物

で
す
が
、
商
鞅
の
お
蔭
で
秦
は
た
い
へ

ん
強
い
国
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
法
家
の
路
線
を
受
け
継
い
で
い
っ
た

か
ら
、
始
皇
帝
も
天
下
統
一
で
き
た
の

で
す
。
始
皇
帝
が
行
な
っ
た
こ
と
の
一

つ
に
焚
書
坑
儒
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
書
物
を
焼
き
、
儒
者
を
穴
埋
め
に

す
る
と
い
う
の
は
商
鞅
が
考
え
た
教
え

を
継
承
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
法
家
の
理
念
と
い
う
の

は
、
法
令
を
重
視
し
、
君
主
の
意
の
ま

ま
に
な
る
官
僚
が
い
て
、
そ
の
官
僚
が

身
分
に
応
じ
て
民
衆
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り

徳
な
ん
て
い
う
も
の
は
全
然
関
係
が
な

く
な
っ
た
の
で
す
。

秦
の
始
皇
帝
と
五
行
思
想

秦
の
始
皇
帝
は
極
端
な
法
治
主
義
を

と
り
ま
し
た
。
そ
の
拠
り
所
の
一
つ
が

五
行

ご
ぎ
�
う

思
想
で
す
。
五
行
思
想
と
は
戦
国

時
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
出
て
き
た
も
の

で
、
元
来
は
、
堯
舜
か
ら
禹
（
夏
王
朝
）

そ
れ
か
ら
殷
周
と
い
う
王
朝
の
推
移
を

理
論
づ
け
る
思
想
で
し
た
。
つ
ま
り
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
王
朝
は
推
移
し
た
の

か
、
そ
の
根
拠
を
分
析
し
た
の
で
す
。

五
行
と
は
木
火
土
金
水

も
っ
か
ど
ご
ん
す
い

と
い
う
五
つ
の

要
素
、
も
し
く
は
原
理
の
こ
と
で
す
。

木
は
燃
え
る
か
ら
火
を
生
み
、
火
は

物
を
燃
し
て
土
を
生
み
、
土
か
ら
は
金

属
が
産
出
し
、
金
は
溶
け
て
水
を
生
み
、

水
は
ま
た
木
を
育
て
る
と
い
う
よ
う
に
、

五
行
は
次
の
要
素
を
生
み
だ
す
方
向
で

循
環
し
ま
す
（
こ
れ
を
五
行
相
生
と
言
い
ま
す
）。

ま
た
、
木
は
金
属
の
ナ
タ
に
切
ら
れ
ま

す
し
、
金
は
火
に
溶
か
さ
れ
ま
す
し
、

火
は
水
に
消
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

勝
ち
負
け
の
関
係
に
も
あ
り
ま
す
（
こ

れ
を
五
行
相
勝
ま
た
は
相
克
と
言
い
ま
す
）
。
ま

た
、
土
の
要
素
を
持
つ
も
の
は
土
徳

ど
と
く

が

あ
る
と
言
い
、
火
の
要
素
を
持
つ
も
の

は
火
徳
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
王
朝
は

み
な
土
徳
と
か
火
徳
と
か
、
何
ら
か
の

徳
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
五
行
の
関
係
に
よ
っ
て
王

朝
も
交
替
し
た
、
と
考
え
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
木
徳
の
王
朝
の
次
は
火
徳
の

王
朝
に
な
り
ま
す
。
木
徳
の
王
朝
を
戦

争
で
滅
ぼ
し
て
で
き
た
王
朝
な
ら
、
木

に
勝
つ
金
徳
の
王
朝
に
な
り
ま
す
。

五
行
思
想
は
、
の
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
に
当
て
は
め
ら
れ
、
天
地
の
間

に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
推
移
、

変
化
を
説
明
す
る
思
想
と
な
り
ま
し
た
。
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南北朝時代（北魏の華北統一直後北魏の華北統一直後）
439～589年

宋
420～479年

北魏
386～534年
（439年統一）

五胡十六国時代
304～439年

東晋の領域（4世紀後半）

匈奴
北涼西涼

前涼

後涼

前秦

成漢
後秦

西秦

夏
前趙

後趙
後燕

前燕

北燕

南燕

南涼

羌

鮮卑

羯
前秦の領域

前

後

東晋
317～420年

随の統一（589年）
581～618年

文帝時代の領域
581～604年

煬帝時代の最大領域
604～618年



五行 木 火 土 金

方位 東 南 中央 西

色 青 赤（朱） 黄 白

季節 春 夏 土用 秋

五臓 肝 心 脾 肺

道徳 仁 礼 信 義

聖獣 青龍 朱雀 白虎

生数 三 二 五 四

成数 八 七 十 九

五岳 泰山 衡山 嵩山 華山

味 酸 苦 甘 辛

水

北

黒（玄）

冬

腎

智

玄武

一

六

恒山

鹹

い
わ
ば
中
国
の
世
界
観
と
な
っ
た
と
言

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
五
徳
の
内
、

特
に
土
徳
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
根
拠
は
農
業
を
生
産
の
基
本
に
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
農
業
生
産
を
安
定
さ

せ
る
と
い
う
行
為
が
、
い
か
に
重
要
だ

っ
た
か
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

高
貴
な
色
が
黄
色
と
さ
れ
る
の
も
、
土

徳
に
は
黄
色
が
配
当
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
農
村
社
会
の
基
本
は
春
に
種
を

蒔
き
、
夏
に
成
長
さ
せ
、
秋
に
収
穫
し

て
、
冬
に
休
息
す
る
と
い
う
生
活
様
式

で
す
。
で
す
か
ら
時
節
は
一
年
を
単
位

と
し
て
循
環
、
再
生
す
る
も
の
だ
と
い

う
意
識
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

周
の
文
王
の
と
き
に
赤
い
烏
が
赤
い

文
字
で
書
か
れ
た
文
書
を
く
わ
え
て
周

の
や
し
ろ
に
集
ま
る
と
い
う
現
象
が
あ

っ
た
の
で
、
周
は
火
徳
と
さ
れ
ま
し
た
。

秦
は
周
王
朝
を
破
っ
た
の
で
す
か
ら
、

秦
王
朝
は
火
に
勝
つ
水
徳
だ
と
自
負
し

ま
し
た
。
水
徳
の
内
容
に
は
北
・
黒
・

冬
・
六
・
厳
格
な
ど
の
原
則
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
秦
の
旗
は
黒
で
し
た
し
、

正
月
は
冬
の
初
め
で
す
。
統
一
後
、
中

国
全
体
を
36
郡
に
し
た
の
も
、
六
の
二

乗
だ
か
ら
で
す
。
も
と
も
と
法
令
尊
重

の
伝
統
が
あ
る
上
に
、
始
皇
帝
の
統
治

が
一
段
と
厳
格
だ
っ
た
の
は
五
行
思
想

に
拠
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

漢
王
朝
と
儒
教

秦
は
あ
ま
り
に
も
急
激
か
つ
厳
格
に

法
令
に
よ
る
政
治
を
と
っ
た
た
め
、
短

時
日
で
亡
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
秦
に

続
く
漢
（
前
漢
）
は
、
南
方
の
楚
か
ら
出

て
き
た
項
羽
を
、
河
南
あ
た
り
か
ら
出

て
き
た
劉
邦
が
破
っ
て
、
前
２
０
６
年

に
全
国
統
一
を
果
た
し
た
王
朝
で
す
。

漢
王
朝
の
力
と
い
う
の
は
、
当
初
、
中

国
全
体
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い
に
し
か
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
。
直
接
統
治
で
き
た

所
は
郡
と
し
、
力
が
及
ば
な
い
諸
侯
王

の
領
域
は
国
と
称
し
ま
し
た
か
ら
、
郡

国
制
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
漢
の
初
期

に
は
、
国
を
滅
ぼ
し
て
郡
の
力
、
つ
ま

り
王
朝
の
力
を
強
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
完
成
し
て
く
る
の
は
、
王
朝
が

で
き
て
１
０
０
年
ぐ
ら
い
経
っ
た
、
第

７
代
皇
帝
の
武
帝
あ
た
り
の
時
代
で
す
。

最
初
は
、
と
も
か
く
政
権
を
安
定
さ

せ
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。
人
民
は
秦

末
の
戦
乱
で
疲
弊
し
て
い
ま
す
か
ら
、

ま
ず
は
人
民
の
力
を
回
復
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
の
拠
り
所
と

な
っ
た
思
想
は
黄
老
思
想
と
呼
ば
れ
ま

す
。
つ
ま
り
黄
帝
と
老
子
の
思
想
で
す
。

黄
老
思
想
と
は
、
で
き
る
だ
け
政
府
の

干
渉
を
避
け
、
人
々
の
生
活
力
が
自
然

に
回
復
す
る
の
を
待
つ
と
い
う
も
の
で

す
。
黄
帝
は
実
在
の
王
と
い
う
よ
り
伝

説
上
の
古
代
の
帝
王
で
す
が
、
中
国
文

明
の
基
を
創
っ
た
帝
王
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
老
子
は
実
在
の
人
物
と
す

れ
ば
春
秋
末
か
ら
戦
国
の
初
め
こ
ろ
に

活
躍
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
帝
（
第
５
代
皇
帝
）
や
景
帝
（
第
６
代
皇
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北宗と遼（11世紀後半）

北宗
960～1127年

遼
916～1125年

五代十国時代（950年代）
907～960年

後周
951～960年 呉

南唐

南漢

楚荊南

前蜀

後蜀

北漢

五代
後梁（907）
後唐（923）
後晋（936）
後漢（947）
後周（951）

呉越

唐の支配（初期）
618～907年

直接支配地域

勢力圏

南宋と金（12世紀後半）

南宗
1127～1279年

金
1115～1234年

紹興・会稽山の大禹陵。施設の配置にも、五行
思想に則った流儀があるようだ。禹陵村の住民
の多くは、禹と同じ姓である姒（じ）で、現在
で144代目であるという。祖廟（写真左）には、
歴代の氏名が書かれていた。
下図：五行思想を反映させ、木火土金水にあら
ゆる物事を配当したのが、五行の配当表だ。



で
が
支
配
階
級
で
、
そ
の
下
に
庶
民
が

い
る
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
、
郡
太
守
と
か
県
知

事
を
卿
や
大
夫
、
士
と
し
て
読
み
替
え

て
い
く
の
で
す
。
本
当
は
法
治
を
推
進

す
る
官
僚
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
た
か

も
封
建
制
の
臣
下
の
ご
と
く
に
思
わ
せ

る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

そ
も
そ
も
宗
族
制
と
い
う
の
は
男
系

の
血
族
集
団
と
し
て
閉
鎖
的
に
ま
と
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
的
な

社
会
に
適
合
す
る
組
織
で
あ
っ
て
、
中

央
集
権
制
に
な
っ
て
宗
族
の
秩
序
よ
り

も
君
主
の
法
的
な
権
力
だ
け
が
強
力
に

な
る
と
い
う
の
で
は
困
る
の
で
す
。
し

か
し
、
皇
帝
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
ま

す
と
、
宗
族
な
ん
て
な
い
ほ
う
が
い
い

し
、
卿
な
ど
の
貴
族
な
ん
か
、
い
な
い

ほ
う
が
い
い
ん
で
す
。
全
国
を
県
と
か

郡
に
し
て
自
分
の
官
僚
に
地
方
を
治
め

さ
せ
た
ほ
う
が
都
合
が
い
い
ん
で
す
。

そ
う
し
た
両
方
の
都
合
あ
る
い
は
利
益

を
調
和
す
る
も
の
と
し
て
、
儒
教
が
尊

重
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

景
帝
の
と
き
に
諸
侯
王
の
領
地
を
削

減
す
る
と
い
う
法
家
的
な
政
策
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
す

る
と
反
乱
が
起
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に

誰
が
割
を
食
う
か
と
い
う
と
、
そ
う
し

た
政
策
を
推
進
し
た
法
家
的
な
官
僚
で

す
。
反
乱
側
の
風
当
た
り
を
弱
め
る
た

め
に
首
を
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
う
や
っ
て
段
々
と
封
建
制
的

な
国
の
力
を
弱
め
、
武
帝
の
と
き
に
や
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帝
）
の
と
き
も
黄
老
思
想
が
有
力
で
し

た
。
し
か
し
実
際
に
は
法
令
に
よ
っ
て

王
朝
の
力
を
強
く
し
た
い
と
い
う
の
が

本
音
で
す
。
そ
れ
で
法
律
を
重
視
す
る

法
家
的
な
政
策
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

法
律
と
い
う
の
は
普
遍
性
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
現
代
の
よ
う
に
万
民
に
平
等
に

適
応
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、

ど
ん
な
人
で
も
あ
る
こ
と
を
や
っ
た
ら

罰
を
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
な
い
と
機
能
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

法
家
的
な
傾
向
が
、
文
帝
時
代
あ
た
り

か
ら
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
文
帝
も
景
帝
も
表
面
上
は

黄
老
思
想
を
尊
重
し
た
穏
や
か
な
人
と

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
法
家
的
な
人

材
が
登
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
秦
の
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
家
政
策
を
ぱ
っ
と
表
に
出
す
わ
け
に

い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
慎
重
に
行
動
し
た

の
で
す
。
宗
族
制
も
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
の
で
、
建
前
は
儒
教
で
や
っ
た
わ

け
で
す
よ
。
道
徳
も
、
宗
族
制
で
重
要

な
孝
の
徳
を
忠
の
徳
と
読
み
替
え
て
い

く
の
で
す
。
忠
は
、
元
来
は
ま
ご
こ
ろ

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
が
、
漢
代
で

は
忠
君
の
意
味
に
転
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
官
僚
制
の
職
責
も
封
建
制
の
身
分

に
読
み
替
え
て
い
き
ま
す
。
封
建
制
と

い
う
の
は
王
が
い
て
諸
侯
が
い
て
、
王

に
も
諸
侯
に
も
臣
下
と
し
て
卿け

い

・

大
夫

た
い
ふ

・
士し

と
い
う
身
分
が
あ
り
ま
し
た
。

卿
な
ど
は
君
主
の
一
族
が
な
っ
て
い
る

場
合
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。
そ
こ
ま

っ
と
王
朝
権
力
が
安
定
し
て
く
る
ん
で

す
。
本
音
を
言
え
ば
、
皇
帝
は
官
僚
を

郡
と
か
県
に
派
遣
し
て
、
自
分
の
意
の

ま
ま
に
や
り
た
い
ん
で
す
よ
。
し
か
し
、

あ
の
広
い
中
国
で
そ
う
し
た
形
で
権
力

を
維
持
す
る
の
は
不
可
能
で
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
あ
る
宗
族
的
な
社

会
の
存
在
価
値
を
認
め
て
い
か
な
い
と

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
に
一
番

都
合
の
い
い
思
想
が
儒
家
思
想
な
ん
で

す
。そ

れ
で
武
帝
の
こ
ろ
に
、
儒
教
一
尊

と
い
っ
て
、
儒
教
以
外
の
思
想
は
尊
重

し
な
い
、
と
な
る
ん
で
す
ね
。
今
は
い

ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
っ
て
「
そ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
体
の
流
れ
か
ら
見
る
と
、

前
漢
と
い
う
時
代
に
儒
家
思
想
は
い
わ

ば
国
教
に
な
っ
て
、
儒
教
と
な
っ
た
の

で
す
。

漢
代
に
は
、
お
お
む
ね
官
僚
は
儒
教

に
も
と
づ
い
て
採
用
し
ま
し
た
。
武
帝

が
、
毎
年
国
や
郡
ご
と
に
孝
な
る
者
、

廉
な
る
者
を
し
か
る
べ
き
基
準
で
推
挙

す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
す
。
こ
の
選

抜
制
は
郷
挙
里
選
も
し
く
は
選
挙
と
い

い
ま
す
。
ち
�
ん
と
人
事
担
当
官
が
い

て
、
文
字
通
り
、「
選
ん
で
挙
げ
て
」

い
た
の
で
す
。
郷
挙
里
選
で
挙
げ
ら
れ

る
に
は
、
知
識
よ
り
も
行
動
が
重
視
さ

れ
ま
し
た
。「
あ
の
人
は
親
孝
行
だ
」

「
財
産
を
気
前
よ
く
人
に
施
す
」
と
い

う
よ
う
な
良
い
評
判
が
基
準
に
な
り
ま

し
た
。
一
番
重
視
さ
れ
た
の
は
親
孝
行

夏県禹王村で訪れた禹城遺跡。だだっ広い野原の真ん中に、突如台地が盛り上げられ、
その上に禹廟が建てられている。台の下に開いている穴は、作物の貯蔵に使われていた
が、暑い夏と寒い冬を乗り切るための住まい〈ヤオトン〉も同様にしてつくられる。黄
土は砂より小さいシルト状の土壌だから、粉状になって飛び散りやすい。埃が多く、絶
えずもやがかかったような景色なのは、この黄土のせいである。村には禹城の城壁がま
だ残る箇所がある。版築という技法でつくられている。収穫の季節、とうもろこしが道
一杯に並べられるが、実を取ったあとの芯はあとから溝に落とされて燃やされる。
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唐
代
の
科
挙
で
は
、
一
番
重
視
さ
れ

た
の
は
詩
で
す
。
宋
以
降
の
よ
う
に
政

策
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
詩
を
詠
む
こ

と
が
一
番
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
立
派
な
詩
を
詠
む
人
だ

っ
て
政
治
的
な
能
力
が
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
ん

で
す
。

日
本
で
は
白
楽
天
が
人
気
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
か
ら
で

す
。
杜
甫
の
詩
は
難
し
い
。
東
晋
や
南

朝
の
詩
は
も
っ
と
難
し
い
。
な
ぜ
、
難

し
い
の
か
と
い
え
ば
、
多
く
の
表
現
に

典
拠
（
出
典
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
典
拠

が
わ
か
ら
な
い
と
、
本
当
の
意
味
は
理

解
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
大
変
な
教
養

が
必
要
で
す
。
そ
の
典
拠
た
る
や
、
儒

教
の
経
典
で
あ
る
と
か
、
歴
史
書
で
あ

る
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
引
か

れ
て
い
ま
す
。

中
国
の
詩
は
杜
甫
の
詩
を
代
表
と
し

て
、
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
こ
と

が
ら
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
関

係
を
詠
ん
で
も
、
ど
こ
か
に
社
会
的
な

問
題
が
あ
る
。
で
す
か
ら
科
挙
の
試
験

で
も
詩
が
重
視
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
中

国
は
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
、
徹
頭
徹
尾
、

政
治
的
な
社
会
で
し
た
。

中
国
の
領
域
拡
大
と
客
家

こ
こ
で
、
中
国
領
土
の
拡
大
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
中

華
文
明
が
で
き
た
の
は
、
３
０
０
０
年

く
ら
い
前
で
、
せ
い
ぜ
い
遡
っ
て
４
０

０
０
年
く
ら
い
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
夏
殷
周
の
時
代
で
、
中
心

地
は
黄
河
中
流
域
、
今
の
山
西
と
河
南

の
辺
り
で
し
た
。
夏
と
殷
は
山
西
と
河

南
を
中
心
と
し
て
、
河
北
と
安
徽
の
一

部
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
次
の
周
は
陝
西

か
ら
起
こ
り
ま
し
た
。
山
東
や
河
北
に

も
封
建
国
家
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
春

秋
時
代
に
入
る
と
、
夏
殷
の
山
西
と
河

南
、
西
周
の
陝
西
に
、
安
徽
、
山
東
、

江
蘇
、
河
北
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
黄
河
中
流
域
の
い
わ
ゆ
る
中
原
諸

国
と
は
別
に
南
方
に
は
楚
が
起
こ
り
ま

し
た
。
楚
の
本
拠
地
は
湖
北
と
湖
南
で
、

河
南
の
南
方
で
す
。
春
秋
時
代
は
、
中

原
諸
国
と
南
方
の
楚
と
の
対
立
が
続
い

た
時
代
で
す
。
楚
は
陝
西
の
秦
に
圧
迫

さ
れ
、
安
徽
か
ら
最
後
に
は
山
東
ま
で

逃
げ
て
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
長
江
下
流

に
は
呉
や
越
が
起
こ
り
、
浙
江
や
江
西

も
領
域
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

秦
の
始
皇
帝
が
全
国
を
統
一
す
る
こ

ろ
に
は
、
四
川
、
浙
江
、
福
建
、
広
東
、

広
西
あ
た
り
ま
で
政
権
の
力
が
及
ん
だ

よ
う
で
す
。
広
西
に
運
河
を
開
削
し
て

い
る
こ
と
を
み
る
と
、
た
し
か
に
政
権

の
力
は
あ
る
程
度
及
ん
で
い
た
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
南
方
が
「
中
国
化
」
し

て
く
る
の
は
、
ま
だ
後
代
の
こ
と
で
し

た
。中

国
で
は
、
人
口
の
大
移
動
が
４
回

あ
り
ま
し
た
。
１
回
目
は
前
漢
の
末
期
、

２
回
目
は
西
晋
か
ら
東
晋
に
か
け
て
で
、

で
、
そ
う
い
う
人
が
太
学

た
い
が
く

に
行
っ
て
儒

教
を
勉
強
し
て
然
る
べ
き
役
職
に
就
く
、

と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら

前
漢
と
い
う
の
は
非
常
に
儒
教
的
な
国

家
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

後
漢
に
な
る
と
儒
教
は
も
っ
と
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
選
挙
で
挙
げ
ら
れ
た
人

は
官
僚
に
な
り
、
や
が
て
豪
族
化
す
る

人
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
後
漢
で

は
、
選
挙
さ
れ
た
人
た
ち
が
一
つ
の
勢

力
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
有
力
者
は
、

ほ
と
ん
ど
豪
族
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
豪
族
が
貴
族
化
し
て
く
る
の
が
三
国

時
代
以
降
で
、
西
晋
、
東
晋
以
後
は
多

く
の
大
貴
族
が
政
権
を
担
っ
た
の
で
す
。

孝
廉

父
母
へ
の
孝
順
、
お
よ
び
物
事
に
た
い
す
る
廉
正
な

態
度
を
意
味
し
、
選
挙
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
視
さ

れ
た
。
や
が
て
こ
の
種
の
選
挙
は
孝
廉
と
通
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
漢
代
選
挙
制
の
中
の
最
重
要
科
目

と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
儒
教
的
な

教
養
と
素
行
を
兼
ね
備
え
て
い
る
人
物
が
主
に
推
挙

さ
れ
た
。

貴
族
社
会
か
ら
官
僚
国
家
へ

後
漢
あ
た
り
か
ら
唐
代
ま
で
、
豪

族
・
貴
族
の
勢
力
が
非
常
に
強
い
時
代

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
代
に
貴

族
が
全
部
没
落
し
た
あ
と
、
代
わ
り
に

出
て
き
た
の
が
宋
以
降
の
官
僚
社
会
で

す
。
官
僚
を
採
用
す
る
の
に
科
挙
の
試

験
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

科
挙
の
試
験
自
体
は
隋
代
か
ら
あ
っ
た

の
で
す
が
、
き
わ
め
て
重
要
に
な
っ
た

の
は
宋
代
か
ら
で
す
。
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に
お
け
る
近
代
化
は
、
清
朝
が
滅
び
中

華
民
国
に
な
っ
て
す
ぐ
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲

折
が
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
と
の
戦
争
と

か
文
化
大
革
命
と
か
、
近
代
化
を
阻
む

要
因
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
鄧
小
平
が

「
改
革
開
放
」
の
旗
振
り
を
し
て
か
ら
、

や
っ
と
現
在
の
中
国
の
基
本
が
で
き
た

と
い
え
ま
す
。

道
観（
道
教
寺
院
）の
調
査
か
ら

最
後
に
私
自
身
の
道
教
調
査
に
つ
い

て
ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
ま
す
。
私
は
、

文
化
大
革
命
が
終
息
し
た
１
９
７
０
年

代
半
ば
か
ら
道
教
が
少
し
ず
つ
復
活
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
１
９
８
５
年

（
昭
和
60
）
以
降
10
年
ほ
ど
調
査
に
行
き

ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
文
化
大

革
命
で
は
宗
教
は
否
定
さ
れ
、
古
い
も

の
は
み
ん
な
ダ
メ
だ
と
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
ダ
メ
、
道
教
ダ
メ
、
儒
教
も
ダ
メ

で
す
ね
。
道
観
や
い
ろ
い
ろ
な
廟
も
ず

い
ぶ
ん
壊
さ
れ
ま
し
た
。
神
像
は
こ
と

ご
と
く
壊
さ
れ
、
石
碑
で
さ
え
、
た
く

さ
ん
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
道
観
は
、
建

物
と
し
て
残
っ
て
い
て
も
、
倉
庫
と
か

学
校
と
か
別
の
目
的
に
転
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
道
教
の
文
物
は
、
よ
ほ
ど
の

山
奥
に
行
か
な
け
れ
ば
、
昔
の
も
の
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
廟
な
ど
は
日
本
軍

が
壊
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
見
ら

れ
る
禹
王
廟
も
、
だ
い
た
い
が
新
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
外
国
か
ら
の
圧
力
も
あ
っ

て
信
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
観
の
外
に
出
て
民
衆
に
布

教
す
る
と
か
、
人
の
家
に
行
っ
て
活
動

す
る
こ
と
な
ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
は
だ
い
ぶ
自
由
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
道
観
も
か
な
り

再
建
、
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
岳
廟

や
媽
祖

ま
そ

廟
な
ど
も
結
構
あ
り
ま
す
。
媽

祖
は
本
当
は
道
教
の
神
様
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
関
帝
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
道

教
が
取
り
入
れ
た
神
様
で
す
。
道
教
は

何
で
も
か
ん
で
も
取
り
入
れ
ま
す
か
ら

ね
。
遡
っ
て
考
え
て
み
る
と
「
な
ん
だ

こ
れ
は
、
カ
エ
ル
じ
�
な
い
か
」
と
い

う
よ
う
な
神
様
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う

の
は
、
特
に
南
方
に
多
い
ん
で
す
よ
。

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
の
12
月
に
香

港
で
道
教
の
学
会
が
あ
り
ま
し
た
。
席

上
、
あ
る
道
教
学
の
大
家
は
、
現
在
は

道
教
の
黄
金
時
代
だ
と
言
い
ま
し
た
。

経
済
が
発
展
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
良
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
精
神

的
拠
り
所
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

道
教
は
そ
の
一
つ
で
す
が
、
道
教
界
人

士
の
熱
気
た
る
や
当
た
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
国
社

会
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
道
教
の
動

向
も
含
め
て
、
注
意
し
て
見
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
１
年
10
月
25
日

（
２
０
１
２
年
１
月
18
日
補
訂
）

こ
の
と
き
は
地
縁
血
縁
で
ま
と
ま
っ
た

一
族
郎
党
が
集
団
で
逃
げ
ま
し
た
。
そ

の
集
団
の
こ
と
を
部
曲
と
い
う
ん
で
す

が
、
部
曲
単
位
で
逃
げ
た
の
で
す
。
３

回
目
は
唐
代
の
半
ば
、
４
回
目
は
満
州

民
族
の
金
が
入
っ
て
き
た
時
代
で
す
。

こ
う
し
た
人
口
移
動
を
経
て
、
南
方
が

中
国
化
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
中
華

文
明
の
中
心
は
黄
河
流
域
か
ら
長
江
流

域
に
移
り
、
さ
ら
に
南
方
の
珠
江

し
�
こ
う

ま
で

下
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
先
が
な
い
。
そ
れ
で
海
外
に
出
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
一
人
二
人
が
バ
ラ
バ
ラ

と
出
る
の
で
は
な
く
、
ま
と
ま
っ
て
海

外
に
出
た
。
行
っ
た
先
で
は
華
人
街
を

つ
く
る
。
そ
の
と
き
中
心
に
な
る
の
は

宗
廟
、
つ
ま
り
一
族
の
先
祖
を
祀
っ
た

廟
な
ん
で
す
。
海
外
に
行
っ
た
者
、
つ

ま
り
華
僑
は
宗
廟
を
中
心
に
し
て
ま
と

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
宗
族
制
は
変
化

し
な
が
ら
も
、
し
ぶ
と
く
生
き
残
っ
て

い
く
わ
け
で
す
ね
。

民
族
が
北
か
ら
南
に
移
動
し
た
と
い

う
現
象
の
た
め
に
、
他
所
か
ら
来
た
人

だ
と
い
う
意
味
で
、
客
家

は
っ
か

と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
、
客

家
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
古
く
て
も
宋

代
ぐ
ら
い
か
ら
の
人
た
ち
の
よ
う
で
す
。

客
家
の
人
た
ち
は
故
郷
を
持
た
ず
に
他

人
の
領
域
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か

ら
、
頼
り
に
な
る
も
の
と
い
っ
た
ら
客

家
同
士
の
連
帯
と
お
金
で
す
。
そ
れ
で

客
家
の
人
た
ち
は
主
と
し
て
経
済
と
政

治
の
分
野
の
一
翼
を
担
い
、
政
治
家
や

実
業
家
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
鄧
小
平

も
そ
の
一
人
で
す
。

最
近
は
激
し
く
社
会
が
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
伝
統
と
の
か
か
わ
り
が
無
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国

開封の禹王大公園。黄河を見下ろす山の頂きに、巨大な禹王像が立つ。禹が手に持ってい
るのは、土木工事に用いる鋤（すき）だが、その形を模してつくられたのが貨布銭。地下
に何千年も前の遺跡が眠っている中国では、こうした古銭が土産物屋で売られている。



な
ぜ
日
本
に

禹
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、『
水
の

文
化
』
32
号
〈
治
水
家
の
統
〉
で
和
田

一
範
さ
ん
が
中
国
・
四
川
省
の
都
江
堰

と
こ
う
え
ん

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
と
き
だ
っ
た
。
最

初
は
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
変
換
で
も
禹
と

い
う
字
が
出
て
こ
な
か
っ
た
し
、「
兎

う
さ
ぎ

の
王
様
？
」
と
勘
違
い
す
る
人
も
い
た

ぐ
ら
い
。

そ
の
程
度
の
知
識
だ
っ
た
か
ら
、
２

０
１
０
年
（
平
成
22
）
11
月
に
神
奈
川
県

足
柄
上
郡
開
成
町
で
禹
の
全
国
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
る
と
知
っ
て
、
び
っ
く

り
し
た
。
し
か
も
、
禹
に
か
か
わ
る
石

碑
や
地
名
は
、
当
時
、
全
国
に
18
カ
所

も
確
認
さ
れ
て
い
た
。
各
所
在
地
か
ら

集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
研

究
成
果
を
披
露
す
る
発
表
者
た
ち
の
熱

い
思
い
に
触
れ
て
、
当
初
の
驚
き
は
い

っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

禹
と
孔
子
の

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

そ
も
そ
も
、
古
代
中
国
の
王
で
あ
る

禹
が
、
な
ぜ
日
本
で
治
水
神
と
し
て
祀

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
革
命
だ
け
で
な
く
、
日
中
戦
争
で
日

本
軍
が
破
壊
し
た
禹
廟
も
多
い
。
孔
子

も
禹
も
不
遇
の
時
代
を
経
て
、
今
、
や

っ
と
再
評
価
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

時
代
が
要
請
す
る
禹
の
存
在

酒
匂
川
の
治
水
事
業
を
行
な
っ
た
田

中
丘
隅
は
、
水
害
の
再
発
防
止
を
願
う

象
徴
と
し
て
禹
を
用
い
た
。
田
中
丘
隅

は
隠
居
後
に
、
江
戸
で
荻
生
徂
徠
か
ら

古こ

文
辞

ぶ
ん
じ

学
を
学
び
、
実
務
家
で
あ
る
と

同
時
に
、〈
祀
り
〉
の
重
要
性
を
認
識

す
る
文
化
人
、
教
養
人
で
も
あ
っ
た
。

高
松
・
香
東
川
に
大
禹
謨
を
建
立
し
た

西
嶋
八
兵
衛
も
ま
た
然
り
、
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
以
前
の
日
本
人

は
、
大
陸
中
国
文
明
を
父
と
し
て
、
半

島
朝
鮮
文
明
を
兄
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
を
深
め
、
教
養
を
磨
い
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、「
禹
に
か
か
わ
る
事
物
」

が
日
本
に
15
河
川
22
カ
所
（
２
０
１
２
年

〈
平
成
24
〉
２
月
現
在
）
も
存
在
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
も
、
広
く
浸
透

し
た
儒
学
の
教
養
を
考
え
れ
ば
、
あ
っ

て
然
る
べ
き
、
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
ら

に
、
近
代
河
川
工
学
を
修
め
た
研
究
者

や
技
術
者
に
、
こ
の
こ
と
が
驚
き
を
も

っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

文
化
を
つ
く
る
　
　
　
　
　
　

禹
の
治
水
に
学
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

ま
た
、
孔
子
の
死
後
、
弟
子
た
ち
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
論
語
』
は
、

孔
子
と
高
弟
の
言
行
録
で
、
中
国
の
み

な
ら
ず
朝
鮮
半
島
や
日
本
で
も
広
く
読

ま
れ
た
。
特
に
日
本
で
は
、
江
戸
時
代

に
は
藩
校
や
寺
子
屋
で
、
第
二
次
大
戦

前
ま
で
は
修
身
科
で
、『
論
語
』
が
教

育
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
で
の
敗
戦
に

よ
っ
て
、『
論
語
』
は
一
転
し
て
批
判

の
対
象
に
。
身
分
や
立
場
の
区
別
を
厳

格
に
守
ろ
う
と
す
る
孔
子
の
教
え
（
階

層
制
秩
序
）
が
、
封
建
主
義
的
な
身
分
制

度
を
強
め
よ
う
と
し
た
、
と
み
な
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

本
家
中
国
で
は

20
世
紀
に
中
国
で
起
こ
っ
た
文
化
大

革
命
で
、
孔
子
は
封
建
主
義
を
広
め
た

中
国
史
の
悪
人
と
さ
れ
、
禹
も
当
然
の

こ
と
な
が
ら
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
。

禹
廟
や
禹
像
の
多
く
は
破
壊
さ
れ
た
が
、

中
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
復
活
の

た
め
か
、
近
年
、
再
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
大
掛
か
り
に
禹
を
祀
る
施
設
や
像

を
見
る
に
つ
け
、
中
国
人
に
と
っ
て
禹

は
お
の
れ
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
精
神
の

拠
り
所
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
る
。
文
化
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禹
は
、
中
国
が
国
と
し
て
興
っ
た
中

心
地
〈
中
原
〉
を
流
れ
る
黄
河
の
治
水

を
成
し
遂
げ
て
、
人
が
住
め
る
土
地
を

つ
く
り
、
作
物
の
生
産
性
を
高
め
た
と

さ
れ
る
。
治
水
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、
勤
勉
で
誠
実
な
為
政
者

の
象
徴
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
日
本

で
も
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
で
は
、
聖

人
君
子
の
比
喩
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

禹
を
治
水
神
に
し
た
一
番
の
功
労
者

は
、
中
国
・
春
秋
時
代
の
思
想
家
で
、

儒
家
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
孔
子
だ
。
孔

子
は
実
力
主
義
が
横
行
し
階
層
制
秩
序

が
解
体
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
周
の
末
期
に
、

周
公
旦
（
周
王
朝
初
代
武
王
の
弟
）
が
建
国

し
た
魯
国
に
生
ま
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、

孔
子
は
自
ら
の
考
え
を
国
政
の
場
で
実

践
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、

周
公
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
階
層
制
秩
序

の
再
編
と
仁
道
政
治
を
掲
げ
た
。

中
国
最
古
の
歴
史
書
『
尚
書
』（
の
ち

の
『
書
経
』）
は
、
儒
教
で
は
孔
子
が
編

纂
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
説
上
の
堯

帝
、
舜
帝
か
ら
始
ま
っ
て
夏
・
殷
・
周

の
王
の
詔

み
こ
と
の
りを

整
理
し
た
政
治
文
書
で
、

禹
の
功
績
を
讃
え
た
文
献
も
こ
の
中
に

あ
る
。
日
本
へ
禹
が
伝
播
し
た
の
も
、

儒
学
と
と
も
に
海
を
越
え
て
や
っ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

禹
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
治
水
の
知
恵

（
ロ
ー
カ
ル
ノ
ー
レ
ッ
ジ
）
を
知
り
、
伝
え
る

こ
と
の
重
要
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

る
。22

カ
所
の
「
禹
に
か
か
わ
る
事
物
」

の
中
に
は
謂
わ
れ
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
り
、
今
は
存
在
が
確
認
で
き
な
い
も

の
も
あ
る
。
消
え
て
い
っ
た
の
も
、
必

然
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し

禹
に
託
さ
れ
た
治
水
の
歴
史
、
つ
ま
り

人
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い

川
と
の
折
り
合
い
の
つ
け
方
は
、
22
カ

所
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
存
在
す
る
。

禹
に
は
拠
り
所
と
し
て
の
強
い
求
心

力
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
川
を
治
め

る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
も
示
し
て
く

れ
る
。
こ
の
〈
治
水
に
向
き
合
う
リ
ア

リ
テ
ィ
〉
こ
そ
が
、
水
の
流
れ
と
人
と

の
距
離
を
縮
め
、
里
川
を
創
成
す
る
第

一
歩
だ
。
い
っ
た
ん
姿
を
隠
し
た
禹
が
、

再
び
現
わ
れ
て
き
た
の
も
時
代
の
求
め

に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
思
う
。
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里川文化塾
詳細はHPで公開しています。

http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

里川づくりワークショップ
会期：2011年10月23日(土)　10時〜17時

会場：ミツカンフォーラム（東京都中央区）・日本橋川・神田川・隅田川・小名木川

水先案内人：難波匡甫さん 法政大学サスティナビリティ研究教育機構研究員

地
域
形
成
史
を
専
門
に
全
国
の
川
を
視
察
し

て
い
る
難
波
匡
甫
さ
ん
を
水
先
案
内
人
に
招

き
、
非
常
時
に
お
け
る
川
の
利
用
法
に
注
目
。

日
本
橋
川
・
神
田
川
・
隅
田
川
・
小
名
木
川
を

船
で
巡
り
、
非
常
時
に
お
け
る
川
の
利
用
に
つ

い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
い
ま
し

た
。乗

船
前
に
難
波
さ
ん
か
ら
、「
江
戸
東
京
の

ま
ち
づ
く
り
と
川
」
に
つ
い
て
、
地
図
や
図
版

を
用
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
難
波
さ
ん
か

ら
「
現
在
、
都
会
で
生
活
す
る
人
は
川
と
か
か

わ
る
こ
と
が
少
な
く
、
川
の
素
晴
ら
し
さ
も
川

の
怖
さ
も
知
る
機
会
が
な
い
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
両
方
を
常
に
一
緒
に
意
識
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
川
の
利
活
用
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
在
り
方
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い

か
け
を
受
け
て
、
乗
船
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

体
験
。
要
所
要
所
で
難
波
さ
ん
か
ら
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
た
あ
と
、
再
び
ミ
ツ
カ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
戻
っ
て
、
感
想
や
非
常
時
に
お
け
る
川
の

利
用
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

感
想
の
中
に
は
、「
応
援
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
出
ま
し
た
が
、「
一
方
的
に
住
民
側
が
公

に
要
求
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
こ
れ
ま
で
の

関
係
を
改
め
、
地
域
の
安
全
性
や
快
適
性
を
高

め
て
い
く
た
め
に
は
、
両
者
の
間
に
信
頼
を
築

く
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
気
づ
き
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
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里山や里海だけではなく、暮らしとかかわるすべての水循環の経路を私たち
のセンターでは「里川」と呼んでいます。いろいろな里川を発見しその価値を
身近に感じたい！　ということで、2011年度からスタートした〈里川文化塾〉。
39号でレポートした「府中用水ワークショップ」に続き、「里川づくりワーク
ショップ」（10月23日）「小水力発電 はじめの一歩」（11月17日）「『春の小川』
の流れをめぐるフィールドワーク」（2月5日）のレポートをお届けします。

小水力発電 はじめの一歩
会期：2011年11月17日（木）14時～20時30分

会場：川井浄水場（横浜市旭区）・横浜市技能文化会館 ホール　協力：横浜市水道局

ワークショップリーダー：古谷桂信さん フォトジャーナリスト、全国小水力利用推進協議会理事

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
２
０
１
１

年
の
夏
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
り
、
例
年
以
上
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
水
力
発

電
適
地
の
目
利
き
で
あ
る
古
谷
桂
信
さ
ん
と
一

緒
に
、
実
際
に
小
水
力
発
電
を
行
な
っ
て
い
る

川
井
浄
水
場
を
見
学
し
、
第
２
部
で
は
会
場
を

横
浜
市
技
能
文
化
会
館
に
移
し
、
小
水
力
発
電

の
基
礎
知
識
か
ら
今
後
の
展
望
な
ど
の
お
話
と

質
疑
応
答
を
行
な
い
ま
し
た
。

古
谷
さ
ん
か
ら
「
東
日
本
大
震
災
以
降
、

『
何
か
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
が
、

何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
状

況
の
自
治
体
が
多
い
。
小
水
力
発
電
で
採
算
を

取
る
に
は
固
定
買
取
価
格
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、

こ
の
金
額
が
確
定
す
る
ま
で
待
っ
て
か
ら
取
り

組
む
の
で
は
遅
い
。
採
算
が
取
れ
る
と
決
ま
っ

た
ら
小
さ
な
町
に
も
大
企
業
が
押
し
寄
せ
て
地

元
の
人
た
ち
が
参
入
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
多
少
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
で
も
先
行
し

て
動
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
い
う
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
庭
の
屋
根
に
設
置
す
れ
ば
す
ぐ
に
発
電
で

き
る
太
陽
光
発
電
な
ど
に
比
べ
、
導
入
の
難
し

さ
や
わ
か
り
に
く
さ
も
あ
っ
て
過
小
評
価
さ
れ

て
き
た
小
水
力
発
電
で
す
が
、
浄
水
場
も
適
地

に
な
る
こ
と
、
高
知
で
小
水
力
利
用
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
経
験
談
な
ど
、
は
じ
め
の
一

歩
を
踏
み
出
す
学
び
が
得
ら
れ
た
一
日
で
し

た
。

『春の小川』の流れをめぐるフィールドワーク
会期：2012年2月5日（日）10時～17時

会場：ハロー貸し会議室Shibuya（東京都渋谷区）、国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）

講師：中村晋一郎さん 東京大学総括プロジェクト機構「水の知」総括寄付講座特任教授

ゲスト：田原光泰さん 白根記念渋谷区郷土博物館学芸員

渋
谷
に
生
ま
れ
育
ち
、
勤
務
地
も
渋
谷
と
い

う
田
原
光
泰
さ
ん
が
渋
谷
川
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
、
引
き
続
き
、
中
村
さ
ん
が
「
な
ぜ
、

渋
谷
川
が
暗
渠
に
な
っ
た
の
か
？
—
渋
谷
川
か

ら
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
河
川
再
生
」
と

題
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。
昼
を

挟
ん
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
発
。
並
木

橋
〜
稲
荷
橋
〜
宇
田
川
新
水
路
〜
鍋
島
松
濤
公

園
〜
河
骨
川
跡
と
、
渋
谷
川
の
開
渠
部
分
か
ら

上
流
の
暗
渠
を
遡
り
、
支
流
の
宇
田
川
と
河
骨

川
の
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

第
２
会
場
で
は
、
全
員
で
感
想
・
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
、
中
村
さ
ん
と
田
原
さ
ん
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
都
市
河
川
が
下
水
道
化
さ
れ
、

蓋
を
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
学
び
、
高
度
経
済

成
長
期
に
は
こ
れ
が
効
率
的
な
方
策
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。
都
市

河
川
再
生
は
、
ま
ず
川
本
来
の
機
能
と
は
何
か

を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
流
域
を
超
え
た
水
収
支
や
下
水
道
形
式

を
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ひ
い
て

は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
川
と
の
暮
ら
し

方
」
の
舵
取
り
を
変
え
る
こ
と
が
、
渋
谷
川
を

は
じ
め
と
す
る
都
市
河
川
再
生
の
鍵
を
握
っ
て

い
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

上：合流式と書かれたマンホー
ルの蓋。下：第2会場で参加者か
らの質問に答える中村さん（右）
と田原さん

左：神田川では、隅田
川とは異なり、オフィ
スビルが川に背を向け
るように建っている。
川の真横で働く人の川
に対する心理的距離は
いかほどか。
下：難波匡甫さん

小水力発電施設。2基併設されている。
発電容量は270kw（135kw×2）。

下：古谷桂信さん
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特集「和紙」（仮）

日本には水と切っても切れない関係にある伝
統的な産品が多くあります。工芸の分野では、
和紙がその代表。果たして和紙をつくること
は、どのような水使いを育んできたのでしょ
うか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

ホームページをフルリニューアルしました
当センターのホームページが昨年、フルリニューアルいたしました。知りた
い情報にたどり着きやすくすることを心がけ、ウェブならではのコンテンツ
も新設しています。新しくなったホームページ、どうぞご高覧ください。

編
集
後
記

◆
「
禹
」
！
　
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
禹
に
学
び
敬
い
、
治
水

に
生
か
し
た
こ
と
を
知
り
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
と
共
に
自

国
と
隣
国
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ら
な
く
て
は
、
と
痛
感
し

た
数
カ
月
で
し
た
。（
宮
）

◆
歴
史
に
疎
く
、
禹
王
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
く
て
、

禹
に
つ
い
て
は
取
材
を
通
じ
て
知
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
中
国
で
は
禹
を
あ
る
種
の
理
想
的
人
物
像
に
祀
り
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
人
や

社
会
が
進
化
し
て
い
く
契
機
に
な
れ
ば
、
禹
王
も
見
直
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
新
）

◆
酒
匂
川
は
小
学
校
の
社
会
の
教
科
書
で
勉
強
し
て
以
来
。

歴
史
の
ロ
マ
ン
た
っ
ぷ
り
の
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

禹
に
関
す
る
さ
ら
な
る
発
見
が
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。（
ゆ
）

◆
自
宅
に
近
い
多
摩
川
の
横
を
、
昨
年
開
削
四
百
周
年
を

迎
え
た
六
郷
用
水
が
流
れ
て
い
る
。
１
７
０
０
年
頃
に
は

荒
廃
し
て
お
り
１
７
２
５
年
に
改
修
し
た
の
が
田
中
丘
隅

だ
っ
た
。
灌
漑
技
術
に
も
中
国
思
想
の
影
響
は
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
（
中
）

◆
Ｋ–

Ｐ
Ｏ
Ｐ
人
気
や
東
日
本
震
災
時
の
台
湾
か
ら
の
義

援
金
な
ど
で
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の
心
理
的
距
離
が
縮
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
明
治
初
期
か
ら
「
脱
亜
入
欧
」

を
主
軸
に
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
国
際
社
会
と

な
っ
た
現
在
、
改
め
て
ア
ジ
ア
と
日
本
の
つ
な
が
り
を
見

つ
め
直
し
て
み
た
い
。（
緒
）

◆
禹
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
と
は
い
え
な
い
が
、
普
段
知

る
機
会
の
少
な
い
中
国
の
歴
史
に
触
れ
た
こ
と
で
、
新
た

な
興
味
を
抱
か
さ
れ
た
。
あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た
こ
と

で
も
、
機
関
誌
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
過
程
で
は
、
常
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
仕
事
を
や
め
ら
れ
な

い
楽
し
さ
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。（
力
）

◆
中
華
思
想
の
根
本
に
〈
農
〉
が
あ
る
。
時
間
観
念
が
循

環
に
支
配
さ
れ
る
の
も
、
四
季
に
応
じ
て
死
（
枯
死
）
と

再
生
（
芽
生
え
）
を
繰
り
返
す
か
ら
だ
。「
時
間
軸
は
直
線
」

と
い
う
科
学
的
思
想
が
ア
ジ
ア
人
の
心
に
馴
染
ま
な
い
理

由
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
合
意
形
成
に
は
、

相
手
の
土
俵
を
知
る
こ
と
が
要
諦
と
知
っ
た
。（
賀
）

水の文化 
Information



表紙上：中国・紹興の大禹陵にあった棟飾りは、剣に刺し抜かれた龍。単純に考えれば、水の象徴である龍を治めた、と言えなくも
ない。しかし、中国では文化大革命などで古いものがいったん壊されたため、本来の意味を伝えるものかどうか、ルーツを
探るのが難しくなっている。

表紙下：禹王城址は黄土で築かれた高台の上の禹王廟のほか、歴代の夏王が並んでいる博物館がある。禹王廟は3室に分かれ、妻の徐
氏と禹の像、そして毛沢東の写真が飾られている。再興も維持管理も村人が行ない、春と秋には盛大な祭りがあるそうだ。

裏表紙上：大禹陵の博物館にあった、禹にかかわる事跡図。地方に行くと、もっとたくさんの事跡があることが判明。禹を訪ねる旅
はまだまだ続く。

裏表紙下：左が片品村にある大禹皇帝碑。右が中国の大禹陵にある岣嶁碑の模刻。1行の文字詰めが違うので、中国の碑文を並べ替え
てみた。独特の書体も含め、極めて似ていることがわかる。片品村に、なぜここまで酷似した碑があるのかは謎。2012年
10月20〜21日に開催される〈第２回全国禹王まつり 禹王サミットin 尾瀬かたしな〉で、この謎が解明されるのだろうか？
乞うご期待。
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